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A.

翻訳関連団体のより積極的な協働 ・連携 について

一般社団法人 日本翻訳連盟

代表理事 ・会長 束 郁男

 9月8日(日)早 朝 、10Cの ロゲ会 長 の 「TOKYO」

とい う言 葉 で 、2020年 の 夏 季 オ リ ン ピ ッ クの 東 京

開催 が決 定 しま した 。バ ブル 崩 壊 、失 わ れ た20年 、

景 気 低 迷 な ど明 るい ニ ュー ス の な か っ た 中 で 、久 し

ぶ りに 日本 中が 湧 き上 が る瞬 間 で した。

 オ リン ピ ソク 開催 に向 けて イ ン フ ラ、観 光 、サ ー

ビス 関連 だ け で は な く 、さま ざ ま な業 界 へ の 波 及 効

果 が期 待 され て い ます 。い うま で もな く、これ を き

っ か け に 「人 ・物 ・資 金 」 の グ ロー バ ル な動 きが 加

速 す る こ とに よ り、翻 訳 ・通 訳 関連 需 要 の増 加 も期

待 され る とこ ろ です 。

 (日 本翻 訳連 盟の 紹 介)

 まず 、 日本 翻 訳 連 盟(以 下 、JTF)に つ い て 簡 単

に紹 介 させ て い た だ き ます 。JTFは1981年 に任 意

団 体 と して 設 立 され 、1990年 に は 通 商 産 業 省(現

経 済産 業 省)認 可の公 益法 人 とな りま した。そ の 後 、

公 益 法 人制 度 改 革 に伴 い 、2012年4月 に一 般 社 団

法 人へ 移 行 してお ります 。JTFは 産 業 翻 訳 の 業 界 団

体 と して会 員 間 の情 報 交 換 ・交流 を深 め な が ら、急

速 に 進 む グ ロー バ リゼ ー シ ョ ンの 中 で 会 員 の ビ ジ

ネ ス チ ャ ン ス を拡 大 させ 、業 界 の 規模 拡 大 ・地 位 向

上 を 目指 してお ります 。

 具 体 的 に は 、翻 訳 祭 ・翻 訳 セ ミナ ー な ど の研 修 ・

講 演 事 業 、 ほ んや く検 定 な どの資 格 能 力 審 査 事 業 、

業 界 調 査 な どの 調 査 研 究 事 業 、 ホー ムペ ー ジ ・JTF

ジ ャー ナ ル に よ る 情 報 提 供 事 業 な どを 行 っ て お り

ま す。

 (翻訳需要と課題)

 さて、オ リンピック開催決定以前の業界の環境に
ついて述べます と、新政権によるアベ ノミクスの民

間投資を喚起する成長戦略の中にも 「製造業の支

援」、「企業の海外展開支援」について言及 されてい

ます。日本の国内市場が成熟化傾向にある中で、大

企業だけではなく、中小企業、個人レベルでのグロ
ーバル展開も進んでいます。その過程においての翻

訳・通訳需要についてはここに記載するまでもない

と思いますが、翻訳 ・通訳事業はグローバル化にと

って欠かせない事業だと考えます。

 こ の 点 で も、 今 後 さ ま ざま な 業 界 に お い て の 翻

訳 ・通 訳 の さ らな る需 要 は 期 待 で き る と考 え ます

が 、 一・方 で は ソー ス ク ライ ア ン ト(翻 訳 を発 注 す る

企 業)の 「ク オ リテ ィ ・ス ピー ド ・コ ス ト」 の要 求

基 準 は厳 し くな りつ つ あ ります 。

 翻訳業界でも、従来から翻訳支援ソフ トやマクロ

などのツールを翻訳工程の一部に組み込むなど、い

ろいろな取り組みにより作業の効率化、品質維持 ・

向上に努めている状況です。

 しか しな が ら、 「ク オ リテ ィ ・ス ピー ド ・コス ト」

とい う観 点 か ら、翻 訳 業 界 が ク ライ ア ン トの ニ ー ズ

に応 え られ て い る か?と 自問 自答 す る と、残 念 なが

ら応 え きれ て い な い の が 現 状 だ と思 い ま す。 実 際 、

クラ イ ア ン トの 中 に も 『よい 品 質 の 成 果 物 を納 品 し

て くれれ ば 、依 頼 した い 案 件 は 山の よ うに あ るか ら

… 』、『も っ と速 くで きれ ば … 、も っ と安 く で きれ ば
・』 と多 くの 方 々 が 話 され ま す

。

 翻訳に関わる個人、会社を含む翻訳業界全体での

作業効率が向上し、キャパシテ ィが拡大すれば、今

見えていない、顕在化 していない翻訳ニーズはまだ

まだあると考えます。顕在化 しているニーズ、顧客

企業の要望に対 して さえもまだ応えきれていない

現状ですから、市場は未知数だと考えています。

 (AAMTと の 連 携)

 AAMTは 、機 械 翻 訳(MT)の 研 究 開 発者 、 製 造 販

売者 お よび利 用 者 の3者 で 構 成 され て お りま す が 、

円滑 な グ ロー バ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが 図 られ る

よ うに機 械 翻 訳 シス テ ムの 開 発 ・改 良 ・啓 蒙 ・普及

を通 じて機 械 翻 訳 の 発 展 に 努 め て お られ ます 。

 AAMTの 方々、 MTに 関連する企業、団体の方々の

長年の努力により機械翻訳の精度は向上し、また機

械翻訳利用の可能性も拡大しています。

 言語体系の違いはあ りますが、すでにヨーロッパ

においてはMTの 利用を前提 とした翻訳工程が普及

しつつある状況です。クライアン トにおけるビジネ

ス上のニーズは非常に多岐にわたっています。その

ニーズに対してMT関 係者 と翻訳業界関係者が積極

的に連携 して、さまざまな課題を解決 していき、ク

ライアン トニーズを満足させ る必要があるで しょ

う。

 JTFな どの業界団体を含めて 「翻訳」に関連する

諸団体が連携 していかなければならない事案では

ないでしょうか?
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 な お 、来 る11月27日(水)に 東 京 ・市 ヶ谷 の ア

ル カ デ ィア 市 ヶ谷(私 学 会 館)に お い て 「第23回

JTF 翻 訳 祭 が 開 催 さ れ ま す

(http://www. jtf. jp/jp/Pestiva1/festival_toP.

htm!)。 今 回 は 「大 翻 訳 時 代 ～Define Your Blue

Ocean Strategy～ 」 とい うテ ー マ の も と、AAMTを

は じめ 多 数 の 企 業 、 翻 訳 者 の 方 々 に ご協 力 い た だ

き、講 演 ・パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン な ど多 数 の イ ベ

ン トを準 備 してい ます 。

 「JTF翻 訳 祭 」 へ の 多 くの 皆 さま の ご来 場 を 是 非

お 待 ち して お ります 。

 翻訳に関わる人々、団体のみならず、ひいては 日

本経済 ・社会の発展のため、翻訳に関連する諸団体

がこれまで以上により緊密に協働 ・連携 していける

よう尽力 していきたいと思います。
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一
 特 許 翻 訳 にお け る統 計 翻 訳 とル ー ル ベ`.ス 翻 訳 の比 較

          お よび機 械 翻 訳 の有 用性 評 価

    一NTCIR-10特 許機 械 翻 訳 タ ス クの 評価 概 要一

             情 報 通 信 研 究 機 構 後 藤 功 雄

        Hong Kong Institute of Education 周 嘉 寳 串*(Ka Po Chow)

   City University of Hong Kong/Hong Kong Institute of Education 路 斌***(Bin Lu)

             情 報 通 信 研 究 機 構 隅 田 英 一 郎

Hong Kong Institute of Education/City University of Hong Kong 郡 嘉 彦***‡(Benjamin K, Tsou)

1は じめに

 特許翻訳は,外 国語で書かれた特許の理解や外国への特許出願のために,実 用上において大きなニーズ

がある.そ のために特許の機械翻訳の研究は重要であ り意義がある.こ の研究の促進のために評価型ワー

クショップであるNTCIR-9お よびNTCIR-10に て特許機械翻訳タスクを主催 した[1,2]. NTCIR・9で のラン

ダムに選択 した文の訳質評価から,現 在の最高性能の機械翻訳システムは,特 許文(説 明文の部分のみで

クレーム部分を除く)の 翻訳において半数以上の文で原文の内容を理解できることが分かった.こ の結果

から機械翻訳が実用上においても有用である可能性が高いと考え,特 許翻訳が必要とされる状況において

機械翻訳を利用した場合にどれだけ有用であるかという観点における評価の1つ として,NTCIR-10特 許

機械翻訳タスクで特許審査での有用性に基づく評価(特 許審査評価)を 文の訳質評価に加えて実施 した.

 本稿では,NTCIR・10特 許機械翻訳タスクの概要,評 価手法,評 価結果について述べる.

2.特 許機械翻訳タスクの概要

 特許機械翻訳タスクは,研 究基盤を整備 し,複 数の翻訳手法に対して同じテス トデータを用いた評価を

実施 して手法の有効性を明らかにすることで,特 許翻訳技術の研究 ・開発を推進することを目的 としてい

る.以 下にタスク実施の流れを示す.

(1)主 催者が特許翻訳用の訓練データとテス トデータを用意

(2)参 加者が各自のシステムでテス トデータを機械翻訳

(3)主 催者が翻訳結果を評価

(4)参 加者が研究成果をワークショップで発表

貞 現 在 はNHK放 送 技 術 研 究 所

..現 在 はChilLi
n Ltd, Hong Kong

...現 在 はG
oogle Inc.

脅曹蝋 現 在 はCit
y University of Hong Kong/Hong Kong University of Science and Technology/ChiLin

Ltd, Hong Kong
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こ の活 動 を 通 して構 築 した デ ー タ(訓 練,テ ス ト,評 価 結 果,翻 訳 結 果)は 研 究 利 用 で き る よ うに管 理 さ

れ る.NTCIRワ ー ク シ ョ ップ は1年 半 単 位 で開 催 され て い る.第3回 のNTCIR-3か ら特 許 を対 象 と した

タ ス ク が実 施 され,第7回 のNTCIR・7か ら特 許 翻 訳 の タ ス ク が実 施 され て い る.以 下, NTCIR-10特 許

機 械 翻 訳 タ ス ク につ い て述 べ る.

 実 施 した翻 訳 の言 語 対 お よび翻 訳 方 向 は,日 本 語 か ら英 語(日 英),英 語 か ら 日本 語(英 日),中 国 語 か

ら英 語(中 英)で あ る.

 実 施 した評 価 は,文 の 訳 質 評価,特 許 審 査 評 価,時 系列 評 価 お よ び マ ル チ リン ガル 評 価 で あ る.本 稿 で

は,こ れ らの うち メイ ン の評 価 で あ る文 の訳 質 評 価 と特 許 審 査 評 価 につ い て述 べ る.

 デ ー タ は次 の 通 りで あ る.訓 練 デ ー タ と して,日 英 ・英 日翻 訳 は約320万 文 対 の 日英 対 訳 コー パ ス,中

英 翻 訳 は100万 文 対 の 中英 対 訳 コー パ ス,翻 訳 先 言 語 の単 言 語 コー パ ス と して,日 英 ・中英 翻 訳 に は 英 語

の 特 許 文3億 文 以 上,英 日翻 訳 に は 日本 語 の 特 許 文4億 文 以 上 を参 加 者 に提 供 した.開 発 デー タに は2,000

文 対 を用 い た,こ れ らのデ ー タ はNTCIR・9で 用 いた デ ー タ と 同一 で あ る.文 の 訳 質 評 価 のテ ス トデ ー タ

に は新 た に構 築 した2,300文,特 許 審 査 評 価 の テ ス トデ ー タ には29文 書 を 用 い た.対 訳 コーパ ス,開 発 デ

ー タお よび テ ス トデ ー タ は
,請 求 項 の 文 を含 まず,発 明 の詳 細 な説 明 部 分 の文 か らな る,

 参 加 グル ー プ数 は全 体 で21,日 英 翻 訳 は13,英 日翻 訳 は11,中 英翻 訳 は12で あ っ た.タ ス ク に参 加 し

た 翻 訳 エ ン ジ ン の 種 類 は,大 き く分 類 す る と統 計 翻 訳(SMT),ル ール ベ ー ス翻 訳(RBMT),用 例 翻 訳

(EBMT), RBMTとSMTま た はEBMTと の組 み 合 わせ(HYBRID)の4種 類 で あ る.

 さ らに,主 催 者 がベ ー ス ラ イ ン シ ス テ ム の結 果 と して2種 類 のSMT(フ レー ズベ ー スSMT,階 層 フ レ

ー ズベ ー スSMT)
,3つ の 商 用RBMT1,2, Google翻 訳 に よ る翻 訳 結 果 を 追加 した.利 用 したベ ー ス ライ ン

シ ステ ム を 表1に 示 す.SMTべ 一 ス ライ ン シス テ ム は 一 般 に 公 開 され て い る ソ フ トウ ェ アで 構 築 し,シ ス

テ ム の構 築 と翻 訳 の 手順 は特 許 機 械 翻 訳 タ ス ク のWebペ ー ジ3で 公 開 して い る,べ 一 ス ライ ン シ ステ ムの

商 用RBMTの シ ス テ ムIDは,本 稿 で は 匿名 に して い る.

表1ベ ー ス ラ イ ン シ ステ ム

シ ステ ムID

BASELINEI

BASELINE2

RBMTx

RBMTx

RBMTx

ONLINE 1

シ ステ ム

Moses hierarchical phrase-based SMT system

Moses phrase-based SMT system

The Honyaku 2009 premium patent edition (商 用

RBMT)

ATLAS V 14 (商用RBMT)

PAT-Transer 2009 (商 用RBMT)

Google online translation system (2012年10月)

種類

SMT

RBMT

SMT

日英

!

!

!

!

1

!

英日

1

!

!

!

!

!

中英

!

!

1

13つ の うち人 手 で 評 価 した シ ステ ム はNTCIR・9で 最 も評 価 が 高 か っ た シ ス テ ム の み で あ る.

2中 英 翻 訳 で は
,NTCIR-9の 評 価 でRBMTの 訳 質 がSMTよ りも低 か っ た た め, RBMTは ベ ー ス ラ イ ン

シ ステ ム と して利 用 しなか った,

3http:〃ntcir .nii.ac.jp1PatentMT2ノ
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3評 価 手 法

3,1文 の訳 質 評 価 の 手法

3.1.1評 価 方 法

 評 価 者 が 文単位 の 訳質 を評 価 した.各 シ ス テ ム あ た り3人 の 評 価 者 が そ れ ぞ れ100文,合 計300文 を評

価 した.評 価 基 準 と して,adequacyとacceptabilityの2つ を用 いた.こ れ らは,主 に翻 訳 結 果 を読 ん で

内 容 を 理 解 す る とい う情 報 ア クセ ス にお け る有 用 性 の評 価 基 準 で あ る.こ れ らの評 価 基 準 はNTCIR-9で

用 い た 評 価 基 準 と同 じで あ る.以 下,本 評 価 で用 い た評 価 基 準 お よび テ ス トデ ー タの 構 築 方 法 に つ い て説

明 す る.

3.1.2評 価 基 準

Adequacy

 翻 訳 の適 切 さ(adequacy)の 評 価 を5段 階(1-5)で 実 施 した.こ の 評 価 の 目的 は,シ ステ ム 間の 比 較

で あ る,本 評 価 で は,訳 語 選 択 が 適 切 か だ けで な く フ レー ズや 節 の 意 味 が 正 しい か も考 慮 して評 価 した.

Acceptability

 図1に 示 す5段 階 のacceptability評 価 を実 施 した.こ の 評 価 の 目的 は,文 レベ ル の 意 味 が 正 しく伝 わ

る 文 の割 合 を 明 らか にす る こ とで あ る.acceptabilityは 入 力 文 の 意 味 が 正 し く伝 わ らな い(た と えば,重

要 な情 報 が ・つ で も 欠 け る)とFに な る。 こ の評 価 は,adequacyと 比 べ て,よ り実 用 に近 い 評 価 を 目指

して い る.例 え ば,シ ステ ムへ の 要 求 水 準 が 「入 力 文 の 意 味 が 分 か れ ば よい 」 で あ れ ば,C以 上 の 評 価 と

な っ た 訳 文が 有 用 で あ り,シ ス テ ム へ の 要 求 水 準 が 「入 力 文 の意 味 が分 か り,か つ 文 法 的 に 正 しい 」 で あ

れ ば,A以 上 の評 価 とな った 訳 文 が 有 用 で あ る.こ の よ うに,要 求 水 準 に 応 じた 訳 質 の 文 の 割 合 を明 らか

にす る こ とが で き る.adequacy評 価 の結 果 か らは,こ の よ うな 文の 割 合 は分 か らな い.

Yc一AA

                      鞠「 ゆNativelevel

                     EirimmaticaNy N・し ・

                 週、b° 鍛ct Y・rB

            べ1蕪 翻:1嘘_謙 愚

           謡識欝 v・i    南L_。
           iti includc:ct

            n°1 」_F

                  図1:Acceptability

3.1.3デ ー タ の構 築

訓 練 デ ー タは2005年 以 前 の 特 許 か ら構 築 して い るた め,テ ス トデ ー タは2006～2007年 の特 許 か ら構 築

した.我 々は テ ス トデ ー タを2つ の方 法 で構 築 した.1つ 目の方 法(方 法1)は,自 動 的 に抽 出 した対 訳
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文対からランダムに文対を選択 し,さ らにその中から人手で正しい対訳の文対を選択するとい うものであ

る.2つ 目の方法(方 法2)は,原 言語の特許文書か らランダムに文を選択 し,そ れ らの参照訳は新たに

翻訳して構築するとい うものである,2,300文 のテス トデータの うち2,000文 は方法1で 構築 し,300文 は

方法2で 構築 した.方 法1は,対 訳文対を特許文書から自動的に抽出する際に実際の特許文の傾向が完全

には反映されな くなる可能性がある.そ れに対して方法2は,前 者の方法に比べて実際の特許文の傾向を

反映できると考えられる.人 手による評価は方法2で 作成 した300文 に対して実施 した.こ の構築方法は

NTCIR・9か らの改善点である.な お,2,300文 のテス トデータは自動評価値を計算する際に利用 した.

3.2特 許審査評価の手法

 特許審査での有用性に基づく評価手法について説明する.特 許審査官は,審 査において既存の特許を調

査 して同 じ技術が存在すれば,そ の既存の特許を引用 して審査対象の特許を拒絶する.そ のため,既 存の

特許に記載 された技術的内容である事実を認定する必要がある.既 存の特許が外国語で書かれていてその

言語が分か らない場合には,翻 訳する必要がある.こ の翻訳を機械翻訳で行った場合に,翻 訳結果から引

用文書の特許を認定するために有用な事実をどれだけ認定できるかに基づいて,機 械翻訳の有用性を評価

する.本 評価は 日本知的財産翻訳協会(NIPTA)の 協力により実施 した.

3.2.1全 体の評価の流れ

 ここで,全 体の評価の流れについて説明する.

(1)準 備 評価で利用するデータを構築する.ま ず審査の結論が拒絶の審決(審 査の最終決定)と その

審査で引用 された特許を取得する.そ して,審 査において 「引用文書から審査官が認定した事実」の根拠

となる文を引用文書から抽出する.抽 出した文をテス トデータとする.な ぜなら,こ の抽出した文は,「審

査官が認定した事実」を表 しているためである.そ して,こ のテス トデータが正 しく翻訳 されれば,翻 訳

結果から 「審査官が認定した事実」を認定することができるためである.

(2)翻 訳 テス トデータを機械翻訳する.

(3)評 価 翻訳結果か ら,「引用文書から審査官が認定 した事実」をどれだけ認定できて,審 査に有用で

あるかについて評価する.

3.2.2評 価方法

 特許審査評価は日英翻訳 と中英翻訳に対して行った。特許庁で審査官の経験があ り,英 語の能力が高い

2人 の評価者が評価 した.1シ ステムあた り各評価者が20文 書,合 計40文 書(文 書の重複を含む)の 評

価を行なった.評価 したシステムは,adequacyの 結果が上位のシステムから手法の多様性を考慮 して日英,

中英それぞれ3シ ステムを選択した.

3.2.3評 価基準

 特許審査評価で用いた評価基準を表2に 示す.有 用性の評価は,過 去の審査で審査官が引用文書の特許

から認定した事実を,引 用文書を機械翻訳 した結果からどれだけ認定できるかに基づいて行った.評 価は

引用文書単位で行なった.

6



3.2.4デ ータの構築

 この評価に必要なデータを,審 決を用いて以下のようにして構築した.

(1)結 論が不成立(拒 絶)の 審決を取得する.

(2)審 決中に記載 されている 「引用文書から審査官が認定した事実の説明」を抽出する.

(3)審 査官が認定 した事実を構成要素単位に分けて,そ れぞれの内容の根拠となる文を引用文書から抽

出する.抽 出した文を機械翻訳で翻訳するテス トデータとする.

 表3に,審 査官が認定した事実と引用文書から抽出した文の例を示す.表3の 左端の列は,審 決中に記

載されている審査官が引用文書から認定した事実である.表3の 中央の列は,審 査官が認定 した事実を構

成要素単位に分けたものである.表3の 右端の列は,中 央の列の事実を認定する根拠 となった引用文書中

の文を抽出したものであり,こ の文が翻訳するテス トデータである.29文 書のテス トデータを構築した.

中英翻訳のテス トデータは,日 英翻訳のテス トデータを日中翻訳 して構築 した.

表2:特 許審査評価の評価基準

V

N

III

II

1

引用発明を認定するために有用な事実が全て認定できて,翻 訳結果のみで審査可能

引用発明を認定するために有用な事実が半分以上認定できて,審 査に有用

引用発明を認定するために有用な事実が1っ 以上認定できて,審 査に有用

IVに至らないが,部 分的に事実が認定できて,そ の文献が審査で無視できないことが分かる

一一部 の 事 実 が認 定 で きた が
,審 査 に 有 用 とは い え な い

全く事実が認定できず,審 査の役に立たない

(引用文書単位の評価)
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表3:審 査官が認定した事実と引用文書から抽出した文の例

審査官が認定した事案

これ らの記載事項 によると、引用例

には、
「内部において、先端側に良熱伝導

金属部43が 入 り込んでいる中心電極

4と 、

中心電極4の 先端部に溶接されてい

る貴金属チップ45と 、

中心電極4を 電極先端部41が 碍子先

端部31か ら突出するように挿嵌保持

する絶縁碍子3と 、

絶縁碍子3を 挿嵌保持する取付金具

2と 、

中心電極4の 電極先端部41と の間に

火花放電ギャップGを 形成する接地

電極11と を備えたスパークプラグに

おいて、

中心電極4の 直径は、1.2～2.2mmと

したスパークプラグ。」

の発明が記載 され ていると認められ

る。

構成要泰単位に分けた
審査官が認定した事実

内部において、先端側に良

熱伝導金属部43が 入 り込

んでいる中心電極4

中心電極4の 先端部に溶接

されてい る貴金属チ ップ

45

中心電極4を 電極先端部41

が碍子先端部31か ら突出

するように挿嵌保持する絶

縁碍子3

絶縁碍子3を 挿嵌保持する

取付金具2

中心電極4の 電極先端部41

との間に火花放電ギャップ

Gを 形成する接地電極11

中 心 電 極4の 直 径 は 、1.2

^-2 .2mm

引用文書から抽出した文

  (テス トデータ)

また 、図3に 示 す ご と く、中心 電 極

4の 内部 にお い て は 、上 記 露 出開 始

部431よ りも先 端 側 に も良 熱 伝 導

金 属 部43が 入 り込 ん で い る。

また 、中 心 電 極4の 先 端 部 には 、貴

金 属 チ ップ45が 溶 接 され て い る。

上記中心電極4は 、電極先端部41

が碍子先端部31か ら突出するよう

に絶縁碍子3に 挿嵌保持されてい

る。

上記絶縁碍子3は 、碍子先端部31

が突出するように取付金具2に 挿

嵌保持される。

上 記 接 地 電 極11は 、 図2に 示 す ご

と く、電 極 先 端 部41と の 問 に火 花

放 電 ギ ャ ップGを 形 成 す る。

ま た 、 上記 碍 子 固 定部22の 軸 方 向

位 置 に お け る 中心 電 極4の 直 径 は、

例 えば 、1.2～2.2mmと す る こ とが

で き る。

4評 価結果

紙面の都合上,評 価結果の要点のみ報告する.詳 細な報告【2】および各グループの成果報告はオンライン

で 入 手 可 能 で あ る4.シ ス テ ム 名 は,グ ル ー プID(ま た は シス テ ムID)と プ ライ オ リテ ィ番 号 の組 で表 示

す る.

4.1文 の訳 質 評 価 の結 果

評 価 結 果 を 図2か ら7に 示 す.Adequacyの 評 価 に は 平均 値 を用 い た.

4.1.1日 英 翻 訳

図2と3が 日英 翻 訳 の評 価 結 果 で あ る 。JAPIO・1とRBMT1-1はRBMT, EIWA・1とTORI-1はHYBRID,

KYOTO・1はEBMT,そ れ 以 外 はSMTで あ る.RBMTの 訳 質 がSMTよ り高 い こ とが 分 か る.Acceptability

がC以 上 の割 合 は,RBMTの トップ の シ ステ ム(JAPIO-1[3】)が55%で あ った の に対 し, SMTの トップ

の シ ステ ム(NTITI・1【4】)は38%で あ っ た.C以 上 の 割 合 にお け るRBMTに 対 す るSMTの 割 合 はNTCIR-9

で は39%(0.25/0.633)で あ っ た の に 対 し,NTCIR・10で は69%(0.3810.55)で あ り,割 合 が 高 く な っ て

い る.こ れ は,RBMTに 対 してSMTの 性 能 が 向上 してい る こ とを示 して い る. NTCIR-10で トップ の

RBMTの 性 能 はNTCIR-9で トソプ のRBMTと 比 べ て 同 等 以 上 と考 え られ る た め, NTCIR・10で トップ の

SMTの 性 能 はNTCIR・9で トップ のSMTに 対 して 向上 して い る とい え る.

4http:〃research .nii.ac.jp/ntcir/workshop/OnlineProceedings10/
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4.1.2英 日翻 訳

 図4と5が 英 日翻 訳 の 評 価 結 果 で あ る.JAPIO-1とRBMT6・1はRBMT, KYOTO・1はEBMT,そ れ

以 外 はSMTで あ る.ト ソプ のSMT(NTITI-2お よびNTITI-1)の 訳 質 が トップ のRBMTよ りも高 い こ

とが 分 か る.NTCIR・9で は,英 日の特 許翻 訳 でSMTが トップ レベ ル のRBMTと 同程 度 の 訳 質 で あ っ た

た め,NTCIR-9と 比 べ て トップ のSMTの 性 能 が 向 上 して い る こ とが 分 か る. NTITIの シ ステ ム[4]は,

NTCIR-9でNTT-UTシ ス テ ム が 利 用 した 「翻 訳 の 前 処 理 で英 語 の 語 順 を 日本 語 の 語 順 に 入 れ 替 え る手 法[5]」

を用 い,さ らに特 許 文 の構 文 解 析 精 度 を向 上 させ る こ と に よ って,訳 質 を向 上 させ た.ト ップ のSMTの

シス テ ム は テ ス ト文 の70%,ト ップ のRBMTは58%でacceptabilityがC以 上 とい う結 果 を得 た.
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4.1.3中 英 翻 訳

 図6と7が 中 英翻 訳 の 評価 結 果 で あ る.RWSYS-1とEIWA・1はHYBRID, BJTUX-2はEBMT,そ れ

以 外 はSMTで あ る.中 英 翻訳 で は, NTCIR-9でSMTがRBMTよ り訳 質 が 高 か っ た た め, NTCIR-10で

はRBMTの 評 価 は 行 な わ な か った.ト ップ のBBN-1シ ステ ム[6】は, NTCIR・9で のBBN-1シ ステ ム に 対

して,言 語 モ デ ル や 翻 訳 モ デ ル な ど を さ ら に改 良 し,テ ス ト文 の67%でacceptabilityがC以 上 とい う結

果 を得 た.
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4.2特 許 審 査 評 価 の 結 果

 日英 翻訳 の評 価 結 果 を 図8に,中 英 翻 訳 の 評 価 結 果 を 図9に 示 す.図8よ り,JAPIO-1シ ス テ ム 【3】は6

割 以 上 の 文 書 で評 価Wを 獲得 し,全 文 書 が評 価V以 上 で あ っ た.こ れ よ り,ト ップ の 日英 翻 訳 シス テ ム

の性 能 は特 許 審 査 で有 用 な レベ ル で あ る こ とが 分 か った.SMTのNTITI-1シ ス テ ム[4】も評 価V以 上 が6

割 以 上 あ り,あ る程 度 有 用 で あ る こ とが 分 か った.ま た,図9よ り,BBN・1シ ス テ ム 【6】は2割 の 文 書 で

評 価VIを 獲 得 し,9割 弱 の 文 書 で評 価V以 上 で あ っ た.こ れ よ り,ト ップ の 中 英 翻 訳 シス テ ム の 性 能 も特

許 審 査 で有 用 な レベ ル で あ る こ とが 分 か っ た.
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5ま とめ

 NTCIR・10特 許 機 械 翻 訳 タス クで の評 価 に つ い て 述 べ た,こ の評 価 で 実施 した 特許 審 査評 価 に よ り,特

許 審 査 に お い て,現 在 の トップ レベ ル の機 械 翻 訳 シス テ ム が 日英 ・中英 翻 訳 で有 用 で あ る こ とが 明 らか に

な った.ま た,英 日翻 訳 で は トップ レベ ル のSMTがRBMTよ り も特許 翻 訳 で 高 い 訳 質 を 達成 した こ とが

分 か っ た.日 英 翻 訳 で は,RBMTが トップ レベ ル のSMTよ り依 然 と して 訳 質 が高 か っ たが, SMTの 性 能

がNTCIR・9の 時 よ りも 向 上 して い る こ とが確 認 され た.
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Pro'ectReo

              Building Chinese-English Machine Translation Systems
                   for Patent Documents

Zhongqiang Huang, Jacob Devlin, Jeff Ma, Rabih Zbib, and Rich Schwartz

1.-NTRODUCTION

This paper provides a summary of the development ofthe Raytheon BBN Technologies systems[1][2]for the

Chinese-English sub-task ofthe NTCIR-10Patent Machine Translation(PatentMT)evaluation[3]. The legal

style ofpatent document, expressed in well-structured sentences and less ambiguous word meaning, makes pa-

tent documents easier to translate using Machine Translation(MT)systems. However, long and structurally

complex sentences, as well as the frequent use oftechnical terminology and new terms, present unique challeng-

es for MT. In this paper, we address some of the special challenges in patent documents and show how recent

advancements in Statistical Machine Translation(SMT)improve patent translation. Starting with an adapted

system that was originally designed for translating newswire data, we incrementally improved the translation

accuracy on patent documents using various techniques. Our final system achieves state-of--the-art accuracy in

both automatic and manual metrics in the NTCIR PatentMT evaluation.

2.TRANSLATION FRAMEWORK

Raytheon BBN Technologies has developed Statistical Machine Translation(SMT)systems for a variety of lan-

guages and genres, achieving top performance in official evaluations in DARPA sponsored projects, such as

GALE and more recently BOLT. Our SMT systems are based on a string-to-dependency translation model[4],

which employs hierarchical rules to translate source language strings to dependency trees in the target language.

The systems utilize over a dozen features, including rule and lexical probabilities and a target language model

(LM)score, in addition to about 50 thousand sparse features[5].All feature weights are trained discriminatively

to maximize expected BLEU[6]. We use a trigram LM to generate N-best hypotheses, which are then re-scored

with a 5-gram LM. Word alignment models are trained with GIZA++.

3.EXPERIMENTAL SETUP

The data for the NTCIR PatentMT evaluation[3]consists ofaparallel training corpus of one million sentence

pairs(～45 million words), which we use to train the translation model. The data also includes a monolingual

English corpus of US patent documents with 15billion words. We train two separate language models. The first,

which we refer to as the"45M LM", is trained on the English side ofthe parallel corpus. The second language

model, which we call the"14B LM", is trained with the addition ofthe monolingual English corpus. We split the

development set, consisting of two thousand sentence pairs, into a tuning set and a test set of roughly equal sizes.

4.BUILD-NG PATENT TRANSLTION SYSTEMS

For a system trained on the patent parallel data and the 45M LM, we get a mixed-case BLEU score of 34.010n

the test set. We improved on this result by addressing the special challenges of translating patent documents and
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applying some recent advancements in SMT. Table l summa-

rizes the resulting score improvements we obtained on the test

set. We briefly describe these methods next.

System Test

4.1Consistent Tokenization and Special Token Sharing

Chinese patent documents contain significantly more special

ASCII strings(e.g. English words, patent numbers, mathemati-

cal expressions, and abbreviations)than Chinese newswire arti-

cles. Many ofthese strings were not aligned properly in the par-

allel corpus due to inconsistent tokenization on the source and

target sides. We addressed this problem by tokenizing ASCII

strings in Chinese sentences in the same way as in English, re-

suiting in BLEU improvement from 34.01 to 34.56. We then

replaced each type of special strings with a common token be-

fore training word alignment and language models, as well as

before translating sentences, and replaced the original strings

Baseline with 45M LM

+consistent tokenization

+more token sharing

+patent case-LM

+optimized word segmenter

十miscellaneous features

34.01

34.56

34.97

36.47

36.95

  1.

+14BLM

+CLIR-based LM adaptation

+robust context dependent translation

+recurrent natural network LM

+translation-based true caser

39.51

40.95

41.09

41.43

42.13

Table 1:Improvements in mixed-case BLEU

on the test set resulting from various methods

back in the translation output. This further improved BLEU to 34.97.

4.2Re-training Casing Language Model

We originally performed true-casing ofMT output based on a trigram casing LM that was trained on a collection

ofnormal English text with mixed cases. We re-trained the casing LM using the mixed-case English sentences

from the patent parallel corpus. This improved the BLEU score by 1.50 points to 36.47.

4.30ptimizing Chinese Word Segmenter

Our Chinese word segmenter uses a simple left-to-right and longest-match-first algorithm based on a lexicon.

The lexicon used in the previous experiments is a subset of a big Chinese word lexicon that was optimized for

MT performance on newswire data. The optimization procedure starts with the big lexicon and iteratively re-

moves words from the lexicon that are not aligned well in the GIZA++alignments ofthe parallel training data.

We stop removing words when the performance ofthe new MT system trained with the reduced lexicon stops

improving. We re-optimized the lexicon on the patent parallel corpus, which improved the BLEU score to 36 .95.

4.4Miscellaneous Features

These include two sets of new features and various tweaks to the system. The first set of features is an extension

of context-based lexical probabilities to model the joint likelihood ofevery target bigram given their aligned

source words and the source context. The second set of features models MT hypotheses using traits[7], which

are high-level characteristics ofthe output, such as the percentage of source context words that are not translated.

The inclusion of the features and tweaks improved the BLEU score to 38.06.

4.5CLIR-Based LM Adaptation
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Sentences in patent documents are well structured, and the word meanings are less ambiguous compared to

newswire articles. Patent documents tend to re-use more n-grams than newswire articles. For example, we found

that as many as 21%of the source 4-grams in the patent development set are also observed in the 45M patent

parallel corpus, compared to only 5.4%for a newswire development set in a 227M word newswire training cor-

pus.

We took advantage of this characteristic ofpatent documents by biasing the translation ofatest sentence towards

the passages in the 14B LM training data that are relevant to the test sentence, as measured by a cross-lingual

information retrieval(CLIR)method[1]. This was achieved by scoring the translation hypotheses of a test sen-

tence using an adapted LM, which is the linear interpolation ofageneral LM(the 14B LM in this case)and a

biased LM trained on the relevant passages. In order to fairly evaluate the effectiveness of this approach, we

re-trained the system to use the 14B LM, which improves BLEU from 38.06 to 39.51.The CLIR-based LM ad-

aptation approach gives an additional improvement of 1.44 BLEU points, bringing the score to 40.95.

4.6Robust Context-Dependent Translation

Our systems employed multiple context-based lexical translation and distortion models, which model probability

distributions such as the distribution of target translations given the source word and its context. In order to alle-

viate the data sparsity issue that these models suffer from, we used a linear interpolation method:

・(・1… … ・c-)一 Σw・P(・1ご ・)

whereθis an event to be predicted based on the conditionals c`in the context,(7ご's are ordered backoff con-

texts de丘ned by heuristics, and each backoff model p(θlC`)is a maximum likelihood estimate(MLE)with行xed

weight w`. Unlike N-gram models in language modeling, where a clear backoff order exists, the optimal backoff

order is not obvious in machine translation(e.g., whether the left context is more important than the right con-

text). We addressed this problem by using a robust context-dependent translation method that considers all pos-

Bible ways of backing off the context, and interpolates all of the backoff models together using optimized

weights that depend on the reliability ofthe backoff components:

                        ・(・1……'・m)一Σ Σ舞子拷ll{醤詰)・(・IG)
where N(Cご)is the count ofcomponent O`in the training data, and parametersδ εandγ`are optimized on a

held-out set. This model supports the intuition that more frequently observed components are considered more

reliable. It provides an additional gain ofO.14 in BLEU to the system.

4.7Recurrent Neural Network LM

We also investigated Recurrent Neural Network Language Models(RNNLM)[8]. A RNNLM uses the output of

the hidden layer for word(i-1)as part of the input layer for word i, effectively including the history of all pre-

vious words in the sentence. We trained a RNNLM on the 45M LM training corpus, and interpolated it with a

5-gram LM model trained on the same data. The scores computed from this model were used as an additional

feature in n-best restoring ofMT hypotheses. The RNNLM contributes a gain of O.43 BLEU points.
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4.8Translation-Based True Caser

We further improved on the trigram true caser by developing a new casing model similar to[9], which treats

casing as translating from lower case sentences to upper case. The model uses several sparse features in addition

to the probabilities of the rules and the LM. The improved true caser achieves a final mixed-case BLEU of

42.13.

5.EVALUATION RESULTS

We trained two systems for the evaluation. The primary system,

labeled BBN-1,was trained on the 45M parallel training corpus

and the 14B monolingual English patent corpus. The secondary

system, labeled BBN-2, was trained on the 45M parallel train-

ing data and the LM data on the target side. Four types ofeval-

uations were conducted for the NTCIR-10PatentMT task:In-

trinsic Evaluation(IE), Chronological Evaluation(ChE), Mul-

tilingual Evaluation(ME), and Patent Examination Evaluation

(PEE). Our systems achieved the best performance among all

submissions, by a significant margin, across all of the evalua-

tion types and metrics.

System IE ChE ME

Baselinel

Baseline2

32.52

31.34

30.74

29.34

17.96

18.05

::

..

42.68

39.98

39.44  41.09

36.69今38.93

27.62

N/A

Table 2:Automatic evaluation results in BLEU.

The arrow indicates improvement from NTCIR-9

to NTCIR-10 evaluation.

Table 2 shows the BLEU scores ofour systems as well two baseline systems(Moses hierarchical and

phrase-based SMT systems[10])provided by the organizers, on multiple automatic evaluation types. Both BBN

systems produced significantly better performance than the baseline systems in Intrinsic Evaluation. Compared

to the NTCIR-9 results, our primary and secondary systems improved by 1.65 and 2.24 BLEU points respec-

tively in the Chronological Evaluation. Our primary system also performed well in the Multilingual Evaluation.

In addition to automatic evaluations, the organizers also performed manual evaluation ofthe adequacy and ac-

ceptability ofthe translations of 300 sentences from the Intrinsic Evaluation set. Each translation was manually

examined and assigned an adequacy score from 5(best)to 1(worse), as well as a 5-level acceptability score

from AA(best)to F(worse). As shown in Figure 1,the BBN-1 system produced significantly better translations

than the baseline systems in terms ofadequacy, receiving an average adequacy score of4.15. The distribution of

acceptability score ofthe BBN-1 system is shown in Figure 2. The BBN-1 system also received a high pairwise

acceptability score ofO.69, implying that its acceptability was much better than that of any other submission.

Patent Examination Evaluation(PEE)evaluates the utility ofMT output for patent examination. Reference Jap-

anese patents that had been used to rej ect real patent applications were first manually translated to Chinese, and

then automatically translated to English using the participating systems. The translation outputs were rated by

experienced patent examiners, based on the percentage ofimportant facts that can be recognized from the trans-

lated text to reject the original patent application. As Figure 3 shows, a large portion of important facts was rec-

ognized from the translation output ofthe BBN-1 system. The translation results were considered useful in gen-

eral for patent examination.
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6.CONCLUSIONS

We have described the BBN systems for the Chinese-English sub-task of the NTCIR-10PatentMT evaluation.

We developed techniques to address the special challenges in translating patent documents and showed that some

recent advancements in machine translation also improve patent translation. Our systems achieved the best re-

sults in both automatic and manual evaluations, and were judged useful for patent examination.
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一
日英 ・英 日翻訳に適 した翻訳 自動評価法

   磯崎 秀樹

岡山県立大学 情報工学部

 数 年 前 、筆 者 は会 社 の研 究 所 に所 属 して いて 、英

語 の 医療 関係 の 論 文 の ア ブ ス トラ ク トを 日本 語 で

検 索 で き る言 語横 断 検 索 シ ステ ム を作 っ て み よ う

と思 っ た。当時 は テ レビで 医療 関係 の 情 報 の 捏 造 騒

ぎが あ り、筆 者 が 前 に作 った 、英 語 の 情 報 を 日本 語

で 質 問 で き る 言 語 横 断 質 問 応 答 シ ステ ム が 好 成 績

を 収 め て い た か らで あ る。

 医療 用 言 語 横 断 検 索 シ ステ ム は 、 「膵 がん 」 の よ

うな 言 葉 を 入 力す る と 、 そ れ を辞 書 で 英 語 に 変 換

し、医療 関係 の 英 語 論 文 の ア ブ ス トラ ク トを検 索 す

る仕 組 み で あ る。

 同 じグ ル ー プ で 統 計 的 機 械 翻 訳(SMT)の 研 究 も

して い た の で 、そ の 翻 訳 ソフ トも組 み 込 ん で み た

が 、そ の 翻 訳 結 果 に は 困 っ て しま っ た。 因果 関係 が

こ とご と く逆 転 して い る の で あ る。20年 ほ ど前 に

機 械 翻 訳 を利 用 した と きに は 、こ ん な間 違 い は見 か

け なか った 。 そ こで イ ン ター ネ ッ トのSMTの サ ー

ビス を試 して み る と、や は り因 果 関 係 が 逆 転 して い

る。 そ れ どこ ろ か 「メア リは ジ ョン を殺 した 。」 と

い う短 い 文 を 「John killed Mary.」 と訳 し間違 え る。

20年 に比 べ て 明 らか に 翻 訳 品 質 が 悪 い。

 この 原 因 は 、SMTが 欧 米 を 中心 に 発 展 して きた

た め で あ る。欧 米 の 言 語 は語 順 が 似 て い るの で 、単

語 を 置 き換 えれ ば 内 容 が か な りわ か り、語順 の 問題

を 真剣 に考 え る 必要 が な い。SMTの 研 究者 の話 を

聞 い て い る と、語 順 の 問 題 を解 決 す るの に 、過 度 の

一般 化 を して い る の が気 に な っ て い た
。下 手 な 一般

化 をす る と、 解 け る問 題 も解 け な くな る か らで あ

る。

 と りあ えず 、今 必 要 な 英 日翻 訳 だ け 、語 順 の 問題

を解 決 しよ う と考 えた 。す る と 日本 語 はhead final

な の で 、英 語 を解 析 して 、headを 後 ろ に持 っ て い

けば よい 、 とい う こ とに思 い 至 り、英 日翻 訳 の語 順

の 問題 は あ っ さ り解 決 で きた。

 Headと は 、 あ る表 現 の 中 で構 文 的 な核 とな る部

分 で あ り、 た とえ ば 「美 しい 山 」 な ら 「山 」、 「山 が

美 しい 」 な ら 「美 しい」、 「美 しい 山 に 登 った 」 な ら

「登 っ た 」 がheadで あ る。 つ ま り、修 飾 され る言

葉 の こ とで あ る。 日本 語 で は 、修 飾 され る言 葉 は修

飾 す る言 葉 の 後 ろ に 来 る。 これ がhead finalで あ

る。

 英 語 をhead finalに す る こ とで 、どれ く らい 語 順

が近 付 い た か を計 測 す る こ とに した。語 順 の 近 さは

順 位 相 関係 数 「Kendallの τ」 で測 定 で き る。 しか

し、Head丘nalに した英 語(Head Final English,

HFE)と 日本 語 の 参 照 訳 の 語 順 の 近 さは 、す ぐに

わか らな い。どの 英 単語 が 日本 語 の どの 単 語 と対応

して い る か わ か らな い か らで あ る。

 そ こで 、国 立 情 報 学 研 究 所 主 催 のNTCIR-7で 作

成 され た 特 許 翻 訳 のデ ー タ にGIZA++と い うSMT

の ソ フ トを適 用 して 単 語 の 対 応 を求 め 、Kendallの

τを計 算 した 。 τは 一1以 上+1以 下 の値 を と り、

+1は 完 全 に 同 じ順 序 、-1は 完 全 に逆 順 序 で あ

る。 この 測 定 に よ り、HFEが 日本 語 に か な り近 い

こ とが 明 らか に な った 。

 NTCIR・7の レポー トを見 て いて 、 SMTの 研 究 者

が1ポ イ ン トを争 う自動 評 価 法BLEUが 人 間 の 評

価 とか け 離れ て い る こ とに気 付 い た 。ル ー ル ベ ー ス

に よ る翻 訳 ソ フ トは 、人 間 の 評 価 で は成 績 が よ いの

に 、BLEUで は 低 く評 価 され て い る。こん な 信 用 で

き な いBLEUの1ポ イ ン トを争 うこ とに 意 味 が あ

る の だ ろ うか 、 と感 じ始 め た。

 こ こでふ と思 っ た。HFEと 日本 語 参 照 訳 の 語順

の近 さを測 定 す る に は 、単 語 対 応 を求 め る た め に 、
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GIZA++を 何 時 間 か 走 らせ る必 要 が あ っ た。 で も、

翻 訳 結 果 の 日本 語 と参 照 訳 の 日本 語 の 語 順 の 近 さ

を 測 定 す るに は 、GIZA++を 起 動 す る必 要 は な い。

同 じ単 語 を 見 つ け るだ け で あ る。す ぐに プ ロ グ ラ ム

を書 い て み た。

 実 装 上 、い くつ か の 間題 が あ っ た。 同 じ単 語 が な

か っ た ら ど うす る の か?同 じ単 語 が 複 数 あ っ た ら

ど うす るの か?

 両 方 の 文 に 共 通 す る単 語 だ けで τを計 算 し、一方

に しか 出 現 しな い 単 語 は 無 視 す る こ と に した 。同 じ

単 語 が 複 数 あ る場 合 は 、前 後 の 単 語 との組 み 合 わせ

で 判 定 す る こ とに した 。 そ して τを 計 測 して み る

と、BLEUよ りもず っ と人 間 の評 価 に近 い こ とが わ

か った 。

 しか し、共 通す る 単 語 が2個 しか な くて も い い の

か?と い う疑 問 が わ く。そ こ で共 通 す る 単語 の少 な

さ をペ ナ ル テ ィ と して扱 うこ とに した 。こ こ でペ ナ

ル テ ィの 計 算 に つ い て 、 い くつ か の 選 択 肢 が あ る。

機 械 訳 に現 れ る単 語 を 基 準 と した 単 語 適 合 率 にす

るか 、参 照訳 に現 れ る 単語 を基 準 と した 単語 再現 率

にす るか 、そ れ と も、単語 適 合 率 と単語 再現 率 の 調

和 平 均 で あ る単 語F値 にす るか 、 とい う問 題 で あ

る。 しか し、 これ らのペ ナル テ ィを つ け な い τそ の

も ので 十 分 人間 の評 価 に近 い の で 、これ らの ペ ナ ル

テ ィ の影 響 は な るべ く小 さ く した か っ た。

 試 行 錯 誤 の結 果 、τの値 域 を0以 上1以 下 に 変 換

して 単語 適 合 率 の α乗 を掛 け る 、とい う最 初 の バ ー

ジ ョン に た ど り着 い た。

τに 単語 適 合 率 を掛 け る と、 τが マ イ ナ ス の場 合 、

単語 適 合 率 が 高 い ほ ど成 績 が悪 くな る 、とい う問 題

が あ るの で 、(τ+1)12と い う変 換 で マ イ ナ ス に な

ら な い よ うに して か ら単 語 適 合 率 を掛 け る こ と に

した の で あ る。αの 値 をい くつ に設 定 す るか が問 題

で あ るが 、 これ は 実 験 に よっ て決 め た 。

 こ の 自動 評 価 法 はRIBES(ラ イ ビー ズ)と い う

名 前 に し た 。Rank・based Intuitive Bilingual

Evaluation Scoreの 略 で あ り、ま た カ シ ス の仲 間 の

植 物 を指 す 属 名(ス グ リ属)で あ る。

 RIBESはNTCIR・9とNTCIR・10でBLEUと 並

ん で 公 式 な 自動 評価 法 と して 採 用 され て い る。た と

え ばNTCIR-10の 結 果 に よ る と、 人 手 評 価 との 相

関係 数 は 、RIBESが 日英 で0.95、 英 日で0.81と 非

常 に 高 い の に 対 し、BLEUは 日英 で0.63、 英 日で

0.40で あ る。
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知 らなかったでは済まされない 『翻訳の国際常識』

 株式会社翻訳センター

品質管理推進部 田鳥 奈々

国際ガイダンスは既に発行されていた

 2013年6月 、 南 ア フ リカ ・プ レ トリア に てISO

TC37の 総 会 が 開催 され た。

 ISOは 皆 さん ご存 知 の とお り。TC37と は 「言 語 、

内 容お よび 情 報 資 産 」の標 準化 を扱 うた め にISO内

に 設 置 され た 専 門委 員 会(Technical Committee)の

こ とだ。 こ のTC37で は翻 訳 の 国際 規 格 を制 定す る

た め の分 科 委 員 会(Subcommittee)を 起 ち上 げ、2年

前 か ら原 案 の作 成 を行 って きた 。 今 年 の 総 会 で は 、

こ の 規 格 原 案 が つ い にDIS(Draft International

Standard)と 呼 ば れ る ステ ー ジ に突 入 した こ とが 報

告 され た。DISス テー ジ とは 、そ れ まで 専 門 委 員 会

の枠 組 み 内 だ けで 検 討 され て き た規 格 原 案 が つ い

に 表舞 台 に姿 を現 す ス テ ー ジの こ とで あ る。この ス

テ ー ジ に突 入 す る と業 界 関 係 者 は この 規 格 原 案 を

入 手 し、コ メン トをす る こ とが で き る。 日本 と して

こ の原 案 に賛 成 か 反 対 か 、ひ とつ の答 え を 出 さな け

れ ば な らない 。5か 月 の投 票 期 限 が 設 け られ てい る

の は 、業 界 関係 者 で意 見 を統 一 す る必 要 が あ るか ら

だ。 こ の投 票 で 賛成 可 決 され る と 、早 けれ ば2014

年 には 正 式 な 国 際 規 格 と して 発 行 され る。翻 訳 の 国

際 規 格 の 誕 生 とい うわ け だ。

 規 格 の 名 前 はISO 17100-Requirements for

translation services。 概 要 に つ い て は 後 ほ ど ご紹

介 す るが 、 そ の 前 に 重 要 な こ とが も うひ とつ あ る。

この 規 格 、一 体何 を も とに作 成 され たの か 、とい う

こ とで あ る。 そ う、実 は この 規 格 の ベ ー ス とな っ た

国 際 ガ イ ダ ンス な る もの が存 在 す る の だ。

 こ の 国 際 ガ イ ダ ン ス と は 、ISO/TS 11669

Translation projects-General guidanceの こ と。

2012年5月 にISOか ら発 行 され た。

 もち ろ ん 、こ の原 案 を作 成 した の もTC37で あ る

が 、プ ロモ ー シ ョンが 不 十分 だ っ たせ い か 、この 存

在 を知 る 人 は少 な い。 しか し、先 ほ ど述 べ た 翻 訳 規

格 の誕 生 がす ぐそ こ に迫 っ て き た今 、この 国 際 ガ イ

ダ ン ス の重 要 性 が増 して い る。これ を 知 らな い と世

界 か ら置 い て き ぼ りを食 らっ て しま う。

秘かに誕生 していた国際ガイダンス、誕生

蟷

  ヨー ロ ッパ で は1996年 以 降 、品 質 マ ネ ジ メ ン ト

規 格 で あ るISO 9001は 翻訳 業界 に馴 染 ま な い との

理 由 か ら翻 訳 に特 化 した 規 格 を独 自 に 制 定 す る動

きが 活 発 化 した。2006年 に は 、 各 国 独 自に制 定 し

た 規 格 を統 合 す る形 で 欧 州 規 格EN 15038が 誕 生 し

た 。 そ れ を き っ か け に 、 ヨー ロ ッパ 以 外 で も こ の

EN 15038を 参 考 に翻 訳 に 特化 した 規 格 を制 定す る

国 が 出て きた 。 つ ま りEN 15038が 徐 々 に 浸透 を始

めた の で あ る。これ に焦 りを感 じたISOが 翻 訳 の 規

格 制 定 に 遅 れ ばせ なが ら乗 り出 した の は20H年 の

こ と。全 世 界 で 適 用 で き る規 格 を 制 定 す る、それ が

目的 だ った 。 しか し、い き な り規 格 を制 定す る の は

現 実 的 で は な い 。 しか も 、既 に浸 透 を始 め て い る

EN 15038を 無 視 す る わ け に は い か な い 。 そ ん な理

由か ら、ENl5038を ベ ー ス に しつ つ 、 世 界 各 国 が

翻 訳 に 対 して 共 通 理 解 が 得 られ る よ うな ガ イ ダ ン

ス 文 書 の 作 成 に 着 手 した 。

国際ガイダンス、その内容 とは

 この文書は名前のとおり、ガイダンスである。

翻訳者や翻訳会社が必ず遵守すべき要求事項を定

めたものではない。あくまで、翻訳に対する世界の

共通認識を明文化したものである。
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 とは い え 、侮 る な かれ 。 こ の ガ イ ダ ン ス 文 書 、1

～7章 の 構 成 で 全35ペ ー ジ と なか なか 中身 が濃 い。

 1章 の 「適 用 範 囲 」 に も記 載 され て い るが 、 こ

の ガイ ダ ン ス 文書 が面 白 い の は 、単 に 翻 訳 者 や 翻 訳

会 社 だ け を対 象 に書 か れ た もの で は な く、翻 訳 を依

頼 す る側 、す な わ ち クラ イ ア ン トや エ ン ドユ ー ザ ー

向 けの ガ イ ダ ン ス も兼 ね て い る点 で あ る。当 た り前

だが 、あ らゆ る 関係 者 が 共通 の認 識 を持 っ て翻 訳 プ

ロ ジ ェ ク トに 関 わ る こ とが 重 要 で あ る 、とい うこ と

なの だ 。

 2章 の 「用 語 の 定義 」 も実 に 面 白い 。 最 も基 本

的 なtrans工ateと い う用 語 か ら 、 聞 き な れ な い

overt/covert translationと い う用 語 ま で 幅 広 く

カ バ ー し て い る 。 A-language, B-language,

C-languageと い う新 た な概 念 も登場 して い る。 ま

た 、翻 訳 業 界 に とっ て は兼 ね て よ り課 題 で あ っ た各

プ ロ セ ス の名 称 の 不 統 一 問 題 を解 決 す る 手 が か り

に も な りえ る。 つ ま り、check, revise, review,

proofreadな どの プ ロセ ス名 が明 確 に 定義 され て い

るの だ 。 これ で 、 翻 訳 会 社 に よ ってreviewの 内容

が 異 な るな ん て 問 題 は 解 消 され るか も しれ な い 。こ

れ だ け で も相 当 な 内 容 が 盛 り込 ま れ て い る こ とを

分 か って 頂 け るの で は な い だ ろ うか 。

 3章 で は肝 心 の 翻 訳 者や 校 正 者 の 能 力 につ い て

記 載 され て い る。要 求事 項 で は な く努 力義 務 とい う

扱 い で は あ るが 、翻 訳 の学 位 を持 っ て い る 方 が 望 ま

しい な ど厳 しい条 件 も含 まれ て い る。 そ の 中 で も 、

特 に注 目す べ き なの は 校 正 者 の 能 力 で あ る。

 翻 訳 者 と 同 等 以 上 の 能 力 が 求 め られ て い る の

だ。翻 訳者 の卵 が校 正 を担 当 す る こ と も多 い 日本 に

とっ て は 、最 も影 響 が 大 きい 部 分 とい え よ う。 とは

い え 、翻訳 者 の 翻訳 文 を修 正 す る校 正者 が 翻 訳 者 よ

りも上 位 の位 置 づ け で あ るべ き 、とい うの は 納 得 性

が高 い。他 国 の 委 員 か ら聞 い た 話 に よ る と、翻 訳 者

よ りも高 い 能 力 を 持 つ 校 正 者 を確 保 す る の が難 し

い とい う状 況 は 日本 だ け で は な い よ うな の で 、業 界

と して 「あ るべ き姿 」を 追 求 す る とい うこ との よ う

だ。

 4～5章 は 翻 訳 前 の 準 備 か ら納 品 後 の フォ ロー ア

ップ ま で細 か な翻 訳 プ ロセ ス に つ い て の 記 載 とな

っ て い る。翻 訳 者 や 翻 訳 会 社 に とっ て は 当 た り前 の

内容 で あ るが 、翻訳 業 界 に 不慣 れ な クラ イ ア ン トに

は是 非 とも 目を通 して も らい た い部 分 。短 納 期 や チ・

算 の 制 限 な ど 、翻 訳 プ ロジ ェ ク トに 重 大 な影 響 を 与

え る要 素 が 列 挙 され て い る点 も注 目だ 。

 6～7章 で は プ ロ ジ ェ ク ト仕 様 書 に つ い て触 れ ら

れ て い る。なぜ 仕 様 書 が 必 要 な の か 、誰 が 作 成 す べ

きな の か 、 そ して どん な項 目 を含 め るべ きな の か 。

驚 くな か れ 、仕 様 書 に含 め る べ き もの と してな ん と

21に 及 ぶ 項 目が 紹 介 され て い る。 この ガ イ ダ ン ス

で 最 も価 値 の あ る章 で あ る。例 え ば 、項 口の 一つ に

「origin」 とい うの が あ る が 、こ こ で は ソー ス言 語

を確 認 す べ し、 と い う単 純 な 注 意 書 き に と どま ら

ず 、 「ク ラ イ ア ン トか らフ ラ ンス 語 か ら英 語 へ の 翻

訳依 頼 が あ っ た場 合 、実 はそ の 文書 の オ リジナ ル は

英 語 で あ り、そ れ を ク ラ イ ア ン トが 知 らな い だ けか

も しれ な い の で 、既 にそ の言 語で 文書 が 発 行 され て

い な い か確 認 し よ う」 とか 「原 稿 を書 いた 人の ネ イ

テ ィブ言 語 は何 な の か を確 認 し よ う」な ど非 常 に 細

や か な例 が 示 され て い る。翻 訳 会 社 の 営 業 社 員 や プ

ロ ジ ェ ク トマ ネ ー ジ ャー の 教 育 資 料 と して も使 え

そ うだ。

翻訳業界に与える影響

 繰 り返 しになるがこの文書はガイダンスとい う

位置づけである。今す ぐに翻訳者や翻訳会社に影響

を与えるものではない。しかし、冒頭で説明 したと

お り、このガイダンスをベースにした国際規格が早

ければ2014年 に発行 される。

 このガイダンス文書ではあくまで努力義務だっ

たことも、規格 となれば要求事項になることも考え

られる。翻訳者や校正者であれば求められる能力に

ついて、翻訳会社であれば必須のプロセスについて

早めに確認 しておいて損はない。

22



 要 求 事 項 で な い に して も 、一 旦 こ うい っ た形 で

指 針 が 示 され た 以上 、翻 訳者 や 翻 訳 会社 が独 自の プ

ロセ ス を あ た か も標 準 で あ る か の よ うに ク ライ ア

ン トに 押 し付 け る な ん て こ とは で き な くな る。逆 も

ま た 然 り。 そ うい った 意 味 で は 、 「本 来 は こ うあ る

べ き」 とい う明確 な指 針 が示 され た こ とは翻 訳 者 、

翻 訳 会社 、ク ライ ア ン トす べ て に とっ て嬉 しい こ と

だ。

翻訳の国瞭規格、まもなく誕生

 さて 、 本 題 の 国 際 規 格 の 方 に話 を移 した い。 既

に ご紹 介 した とお り、 規 格 の 名 前 はISO 17100-

Requirements for translation services。 業 界 関

係 者 に 情 報 が 開 示 され るDISス テ ー ジ に突 入 して

い る こ とか ら、希 望者 は 日本 規 格 協 会 か ら原 案 を 有

料 で 入 手す る こ とが で き る。 名 前 か ら も分 か るが 、

こち らは 先 ほ どの ガ イ ダ ン ス とは異 な り、要 求事 項

を 示 す もの 、 い わ ゆ る認 証 規 格 で あ る。1～6章 、

全 体 で約20枚 の構 成 。 ガ イ ダ ン ス 文 書 で は 丁寧 な

説 明 が 多 か っ た が 、こち らは どち らか とい う と要 求

事項 が淡 々 と記 載 され て い る 、 とい う印 象 。

翻訳者 ・校正者 に求め られるものとは

 この規格で着目すべき点は大きくいうと2つ 。

1つ めは、翻訳者と校正者に対する要求事項である。

この規格によると、翻訳者は 「翻訳の学位」、「翻訳

以外の学位+翻 訳実務経験2年 」、「翻訳実務経験5

年」あるいは 「政府認定の翻訳資格」のいずれかを

有 していなければならない。日本には「翻訳の学位」

や 「政府認定の翻訳資格」が存在 しないことから、

新規参入者にとっては厳しい条件となっている。し

か し、この規格は製品規格のような位置づけになる

可能性が高く、翻訳会社およびクライアン トはプロ

ジェク トに応 じてISO準 拠品かそうでないかを選

択することができる。

 つまり、実務経験のない翻訳者はISOに 準拠し

ないプロジェク トで経験を積んでい くとい う構造

ができあがる。

 これまで駆け出しの翻訳者や素人の翻訳者 と同

じような扱い しかしてもらえなかったベテラン翻

訳者にとってはありがたい話だ。当然のことである

が、ISO準拠品を担当する翻訳者の単価は高くな り、

翻訳会社の売 り価格 もそれ相応のものとなると予

想される。

 校正者に対する要求事項 にも着 目してお きた

い。校正者は翻訳者 と同等以上の能力を有す ること

が求められる。ガイダンスの方でも説明したが、翻

訳者の卵が校正を担当することも多い日本にとっ

ては見逃せないポイン トである。実際、このような

要求事項を満たせる校正者はどれ くらいいるのだ

ろうか。翻訳会社にとっては頭の痛い話になりそ う

だ。規格が発行 されていない今の段階で予想するの

は難 しいが、この規格に準拠するとなると、ある翻

訳者が翻訳 したものを別の翻訳者が校正をすると

い う方法 しか考えられない。「校正者=翻 訳者の卵」

とい う形態は徐々に減少 し、「校正者=翻 訳者」「校

正者=翻 訳者より上位」という構造が定着 していく

ものと思われる。これによって、校正者の待遇は自

動的に引き上げられることになると予想されるが、

これまであま りの待遇の悪 さに校正者を目指す人

が少なかったこの業界の問題がいよいよ解決され

るきっかけになれば、と不安よりも期待が高まる。

これまで誰が校正を行 っているのか不透明だった

だけに価格の引き上げには納得がいかなかったク

ライアン トも、この要求事項を見れば納得をせざる

を得ないだろ う。

翻訳会社が遵守すべきプロセスとは

 で は 、2つ め を ご 紹 介 し よ う。 こ の 規 格 で は 標

準 プ ロセ ス と し て 、 「翻 訳(translate)」 → 「翻 訳 者

に よ る 自 己 点 検(check)」 → 「校 正(revise)」 → 「レ

ビ ュ ー(review)」 → 「最 終 校 閲(proofread)」 → 「最

終 検 品(final verification)」 と い うフ ロ ー が 示 さ

れ て い る 。
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 校 正(revise)と は翻 訳 者 以 外 の 第 三 者 が ソー ス

言 語 と ター ゲ ッ ト言 語 の 両 方 を 見 るバ イ リン ガ ル

チ ェ ッ ク、レ ビュ ー(review)と は そ の 分 野 の 専 門 家

が タ ー ゲ ッ ト言 語 の み を見 るモ ノ リン ガ ル チ ェ ッ

ク とい っ た 具 合 に ひ とつ ひ とつ の プ ロセ ス が 定 義

づ け され て い る。ま た 、 レ ビュー(review)と 最 終 校

閲(proofread)は 、 ク ライ ア ン トの 要 望 が あ っ た場

合 に 実 施 す る オ プ シ ョ ン の プ ロセ ス と な っ て い る

が 、そ の他 は 必須 の プ ロセ ス だ 。翻 訳 会 社 がISO準

拠 と謳 うか らに は 、校 正(revise)と い うプ ロセ ス を

省 略 して は な らな い 、 とい うこ と にな る。

どのように導入 されてい くのか

 この規格が どのように業界に導入されていくの

か、今の時点では明らかにされていない。実際、TC37

内にはプロモーションのための委員会 とい うもの

が設置されてお り、今後その委員会の中で方針が詰

められていくものと予想される。しかし、既に発行

されているガイダンスとは明らかに位置づけが異

なってくることは間違いない。ISOの 他の規格 と同

様に認証機関が選定されるのか、はたまた自己宣言

とい う形になるのか。実際にこの規格を読んで頂け

ればわかるが、すべてのプロジェク トをこのガイダ

ンスに準拠 して進めるのは決 して容易ではなく、ま

た現実的でもない。仮にすべてのプロジェク トでこ

の規格を遵守できたとしても、場合によってオーバ

ースペックとなる可能性があるし、オーバースペ ッ

クの製品に対 して高額を支払わなければならない

クライアン トが納得するわけがない。おそらく、導

入後はISOに 準拠 した翻訳プロジェク トとそうで

ないプロジェク トを明確に区別 してい くことにな

ろう。

 翻訳者や翻訳会社であれば、過去に一度は 「こ

んな安い価格 と短い納期で完壁な翻訳物を求めら

れても困る!」 という経験をしたことがあるのでは

ないだろうか。

 一 方 、「か な り高 額 の 見 積 も りだ った の で 当然 翻

訳 に は ネ イ テ ィブ チ ェ ッ ク が含 ま れ て い る と思 い

きや 、ろ くに チ ェ ッ ク も入 って い な い 翻 訳 を 受 け 取

っ て しま っ た …」とい うク ライ ア ン トも少 な くな い

はず 。適 正 な プ ロセ ス を明 確 に し、それ に対 して適

正 な価 格 を設 定 す る。翻 訳 者 、翻訳 会 社 、 クラ イ ア

ン トす べ て に と っ て フ ェ ア な 時 代 が や っ て きた と

い え る。翻 訳 者 や 翻 訳 会 社 が 、万 が ・こ の規 格 を 「ク

ラ イ ア ン トに 要 求 され た か ら仕 方 な く こ の 準 拠 す

る もの 」 と捉 え て しま った とす れ ば 、それ は あ ま り

に も勿 体 な い 、 とい うの が 筆 者 の 個 人的 な 考え だ 、

翻 訳 業 界 全 体 が こ の 規 格 を む しろ 前 向 き に受 け 止

め 、 クラ イ ア ン トや エ ン ドユ ー ザ ー を啓 蒙 し、業 界

全 体 の さ らな る発 展 に 繋 げ て い き た い とこ ろ で あ

る。
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稻 都 犀

Translation before Demand

YAMAGATA EUROPE

  Geert BENOIT

Manga

Yamagata Europe is a Belgian company with Japanese roots, a perfect fit:Belgians and

Japanese both passionately love manga. The most famous Belgian manga figure is

undoubtedly"Tintin".Tintin represents focus on detail and quality, but because we want to

focus on speed today, I would like to introduce another beloved Belgian manga figure:Lucky

Luke. Lucky Luke is a characterthat was created by Morris. Lucky Luke is known as the

cowboy who can shoot fasterthan his own shadow. This level of speediness should be the

ultimate target for ourtranslation services.

つ

㌻

増

Speed is a mentality

The environment in the FarWest has changed:we are surrounded by Big Data, and even

more with stories about Big Data. It indeed looks like the Big Data hype is growing bigger

than the Data itself.

Big Data stories usually talk about the 3V's:Volume, Velocity and Variety.

Inthis case study we will only focus on the Velocity aspect. We will not focus on the Velocity

that enables usto process big volume jobs, nor on the speed and power offered by MT and

other tools to tackle the massive data volumes. No, we want to micro-focus on the speed

aspect in order to handle the small chunks of data that together make the big data big. We

will show how MT can be an enablerto bring data to the user immediately.

Speed should be a mentality, and MT isjust a tool to help us to realise ourtargets, MT is not

atarget in itself. So this article is not about MT, it is about speed. Personally I feel that MT is
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too often seen as the holy grail, the ultimate technological target in itself. MT should be

considered asjust another tool to plug into yourprocess.

In our organisation we have seen that MT‐when available at hand for different users-

quickly find its way where speed is needed.Therefore, we will look at three applications

where MT is embedded for speed reasons. The love and need for speed brought us to MT.

SnellSpell:

Afirst tool where we integrated MT is in ourspellchecker called"SnellSpell". We developed

this spellchecker a few years ago because we needed a strong and fast tool to batch-process

multiple files(sometimes+100 files)in one spellcheck action.Also we needed a tool that

created a log file as evidence that the spell check was actually done. The translator who

works for Yamagata uses SnellSpell to do all spellchecking aftertranslation. At Yamagata, we

use SnellSpell to double check whether the spellcheck was actually done. We use the log file

that tracks all movements as evidence in case of discussion afterwards. However because we

obviously do not master all languages at Yamagata Europe, we build in an MT function to

double check the meaning of highlighted potential spelling problems. The tool gives us an

MT translation(using the Google API)of the highlighted words in languages we do not fully

master.

Strawberries on demand

Asecond tool where we embedded MT is"lchigo". Ichigo means"strawberry"in Japanese,

but it can also mean"one(ichi)sentence/word(gyo/go)". Ichigo was developed because we
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wanted to radically simplify and speed-up the administrative side ofthe process for really

small and additional translations(one sentence or one word).

In a complex organisation like Yamagata where we handle many different translation

projects, output formats, glossaries,... we noticed that the administrative systems got far

too complicated for small and fast jobs. The typicalJapanese love for detail and fearfor

failure had resulted in unnecessary complicated instructions to be submitted with each tiny

translation job. Comes in the need for simplicity. The answer is Ichigo:ahandy tool that

offers everything in one box:ordering, instructions, translation interface, QA, invoicing,...

One toolbox for all parties involved:end client, MLV, translator, accounting.

ICHIGO
P融c騰

糠

  τr融

鞭wα や{勘

蝋

㍉
鼠

1瓠

    81∈:8・d奪32覧≧-2懸}1

Ya!*:saata.翠 酬3.4,脅 、正9 fYEI3i

With Ichigo successfully running for one year, we found it to be a small step to add MT to

this process. Today MT allows us to immediately feedback translation to the client as raw MT

output, or to pre-translate and have the translator post-edit the MT output. We plug in

Systran, KantanMT or Google depending on the language combination and/or customer

needs.
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Translation before demand:

The third project is born out of the Honda project that was described in the September Issue

ofthe AAMTJournal by HeidiVan Hiel(page 20). Forthis case, we start from two basic

assumptions:

1.The client has multilingual usergenerated content stored in databases.

2.The data owner knows to identify the content fields in the database that potentially need

to be understood in another language.

Because the translation industry has been focusing on the translation and processing of"on

purpose created documentation", we tend to believe that alltranslatable data is stored in

well managed Content Management Systems. Not true of course.

Honda provided us with a project where we started to translate warranty claim information

and user generated content about technical issues of the Honda products. This data was

available in the local language ofthe end user(car/bike dealer)in the Honda warranty

system.After analysis of the market and the market shares, Honda decided to translate only

three languages into English to coveravery broad scope of the warrantee issues. With this

system, and togetherwith Honda we started to use MT as an integrated translation

component to handle content in content management systems with un-structured content.

Inthis first phase, Honda looked at the major languages and the statistically minimal option

in order to capture most warranty issues. Today Honda has a different approach and asks us

to translate more than 101anguages including even languages where the translation need is

not yet proven. Adding a language and supplying the translation is considered cheap enough

to just do it. When the translation would eventually be needed no time is lost and

immediate action can be taken based on the available translated data. We call this:

translation"before"demand.
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Fast data=translated knowledge

The MT integrated translation workflows can bring assumedly interesting data in a speedy

way to the user at virtually no cost, as such bringing the translated content to the user

before he sees a need to get it translated.The MT output is content in the language of the

user, content that can be post-edited to a perfect translation if needed.

We see similarMT requests from other clients often including projects where content is

being made available in other languages to speed up processes, without specific requests

from the end users.

This is what we call"Fast Data"at Yamagata Europe:translation gets done faster than our

shadow....Thanks Lucky Luke, for setting a great example!
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「用途に合わせた機械翻訳のススメ」

株式会社十印 代表取締役社長

     渡邊 麻呂

本 稿 で は 、 産 業 翻 訳 会 社(Language Serviee

Pr〔wider、 以 ド、 LSPと 記 す)と して 、数 多 く のユ

ー ザ ー の様 々 な ドキ ュ メン トを 翻 訳 した 経 験 か ら、

LSPに と っ て の機 械 翻 訳(Machine Translation、

以 下、MTと 記 す)の 現 状 を述 べ た うえで 、 様 々 な

考察 をお こな い 、 最 後 にMTの 未 来 像 を提 示 してみ

た い 。

な お 、こ こ に記 述 す る こ とは 、筆 者 がTAUSの セ ミ

ナ ー で 発 表 した 内 容 に 沿 っ た もの で あ る。

1. LSPに お け るMTの 現状

現在 の 産 業 翻 訳 にお い て 、 ユ ー ザ ー か ら対 価 を取

って 納 品 す る翻 訳 物 は 、専 門 の翻 訳 者 の 手 に よ る翻

訳 作 業 に よ り生 み 出 され てい る。実 際 の ワー ク フ ロ

ー にお い て は
、翻 訳 者 の翻 訳 で 完 成 物 に は な らず 、

専 門 の チ ェ ッカー に よ るQA(Quality ASSUi'311CU)

L程 を経 た後 に完 成 物 、い わ ゆ る納 品 物 とな る もの

で あ る。

そ こ で 、 この翻 訳 とい うワー ク フ ロー に お け る、

現 在 のMTは 以 下の よ うに 位 置 付 け られ る の で あ

る。

・平 均 的 なMTの 使 用 率 は 、約10%

・MTを 適 用 す る言 語 の 組 み 合わ せ は 、 英 文 多言 語 、

 英 文 和 訳 、和 文 英 訳 の 順

・MTを 適 用 す る ドキ ュ メ ン トの 分 野 、種 類 は 限 ら

 れ て い る

・MTで 生 成 され た 翻 訳 文 の み で は 完 成 物 に な らず 、

 ポ ス トエ デ ィ ッ トが必 要 とな る

 こ の ポ ス トエ デ ィ ッ トはQA-L程 に 比 べ 労 力 を要

 す る

・MTを 使 用す る こ とで 、 翻 訳 者 の翻 訳 に 比 べ 、 リ

 ー ドター ム 、工数 は減 少 す る が 、劇 的 な 削 減 効 果

は得 られ て い な い

MTエ ン ジ ン、お よ び 、 MTソ フ トウェ ア を 開 発 しな

い 多 くのLSPは 、 既 存 のMTソ フ トウ ェア を 自社 の

ワー ク フ ロー に組 み 込 み 使 用 して い る 、ワー クフ ロ

ーお い て
、MTの 翻 訳 精 度 の 向 上、適 用 可能 と思 わ

れ る ドキ ュ メン トの 分野 、種 類 の拡 大 等 、 向 上二を

望 む と こ ろは あ る が 、現 状 で は ワー クフ ロー のL:h

に よ り補 って い る,,こ の 事は 、MTが 翻 訳 者 に よ る

翻 訳 に敵 わ な い ま で も 、翻 訳 者 を 補 完 す る 役割 を果

た して い る もので は な い と考 え られ る 、

2.MTに 対 す るユ ー ザ ー の評 価

LSPに 翻 訳 を依 頼 す るユ ー ザー は 、納 期 を守 り、

正確 で 間違 い の な い翻 訳 を 、適 切な 価 格 で 納 品 され

る こ とをLSPに 望 ん で い る, 一見 す る と、 「納 期 」、

「品 質 」、 「価 格 」の 三 要 素 に収 敏 され る よ うに 見え

るが 、そ れ ぞ れ の 要素 には 様 々 な変 数 をあ て は め る

こ とで 、ユ ー ザ ー がLSPに 求 め る納 品 物 が 決 ま るの

で あ る.こ こ にお い て 、ユ ー ザ ー が 「納 期 を 早 く」、

「価 格 を安 価 に 」 と 考 え る際 に、LSPにMTの 使 用

を打 診 す る こ とが 見 受 け られ る、、この こ とは 、ユ ー

ザ ー は翻 訳 者 よ りも 「早 く」、 「安 価 」に翻 訳 が で き

る ソフ トウェ ア がMTだ と評 価 して い る もの で あ

る。 しか し、 多 くのユ ー ザ ー が 「早 く」、「安 価 」 だ

け で な く、 「品 質 」 も望 む の が現 実で あ る,、こ こに

は 、MTの 翻 訳 精 度 へ の 期 待 もあ る と捉 え るべ き で

あ る。

3.LSPが 考 え るあ るべ き姿

 ここで 、LSPと して 、 現 在 のMTを よ り積 極 的 に

使 用 す る こ とを 考 察 した い。

近 年 、 ユ ー ザ ー がMTソ フ トウ ェア を 導 人 して 翻訳
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を お こ な い 、LSPにMTで 生成 され た翻 訳 文 のエ デ

ィ ソ トを依 頼 す る事 例 が増 え て い る。 こ の場 合 、

ユ ー ザー はMTの 翻 訳 結 果 に満 足せ ず 、 LSPは 後T

程 の エデ ィ ソ トのみ をお こ ない 、そ こで 出 され る

MTへ の 要 望 はMT開 発者 に届 か な い とい う図式 に な

っ て い る.

ポ イ ン トも提 示 で き る と考 え る もの で あ る。

こ の 前提 の も とで 、 「ユ ー ザ ー が 翻 訳 に 求 め る結

果 」 を 「用 途 と品質 」 に 置 き換 えて 、 「用 途 と品 質 」

別 に い くつ か の ドキ ュメ ン トをMTで 翻 訳 した例

と、そ の 評価 、翻 訳 者 に よ る翻 訳 との 比 較 を 示 して

み た い。

そ こで 、ユ ー ザ ー 、LSP、 MT開 発 者 の あ らたな 枠

組 み を考 え てみ た い。

ユ ー ザ ー は翻 訳 に 求 め る結 果 の み をLSPに 伝 え 、

LSPは ユ ー ザー が求 め る結 果 を 出す ワー ク フ ロー を

考 え る 、そ して、LSPは 言語 の 専 門 者 と してMTへ

の様 々な 要望 をMT開 発 者 につ た え 、MT開 発 者 はMT

の 向 上 を はか る、 とい う枠 組 み で あ る。 これ を、三

者 の 協 業 体 制 と して提 案 す る もの で あ る。

筆者 が 、TAUsの セ ミナ ー で 講 演 した 際 、 この 協業

体 制 を述 べ た こ とに対 して 、 自社 内 でMTを 使 う ソ

フ トウ ェア ベ ンダ ー か ら、 「そ の よ うな 三 者 協 業 を

目指 さな くて も、MTの ポ ス トエ デ ィ ッ トをLSPに

発 注 す る こ とで 、良 い 関係 が 築 か れ て い る の で は な

い か。」 と指 摘 が あ った、、

 そ こで 、筆 者 は 会 場 の 出 席 者 に 向 か って 「こ の 中

で 、今 の よ うな ポ ス トエデ ィ ッ トをお こな うこ とが

ハ ッ ピー です か?」 と問 うた と ころ 、同意 を したの

は 汰 だ け で 、 多 くの 出 席 者 はMTの ポ ス トエデ ィ

ッ トをお こ な うLSPと い う構 造 に 、疑 問 を感 じてい

る こ とが 分 か った 。

 この こ とか ら も、ユ ー ザ ー 、LSP、 そ してMT開 発

者 の 従 属 関係 で は な く、皆 が ハ ッ ピー に な る三 者 協

業 体 制 の 必 要性 を感 じた 次 第 で あ る、

現 在 、弊 社 で は 渚 協業 を実 現 してお り、良 い 環境

を 築 い て い る.

 弊 社 の 実績 か ら、LSPが 先 導 して用 途 や ユー ザー

に よ っ て必 要 とされ る品 質 基 準 を変 え る こ とに よ

り、 今のMTを 使 用す る方 法 を 見 出 して み た いLそ

の過 程 で 、MTの ほ うが 人間 翻 訳 よ りも優 れ て い る

こ の 事 例 は 、MTを 組 み 込 ん だ ワ ー ク フ ロ ー に よ る

も の で あ る 。

〔事 例1〕

用 途:社 内 向 け 会 報

品 質:な ん と な く 意 味 が わ か れ ばOK

(原 文)

It was very helpful to see all those concerned

with the project last 1'riday. 1' d like to

summarize the major points of the meeting. We

agreed that this is the best time to enter the

mobile phone market.

(訳 文)

そ れ ら が す べ て こ の 前 の 金 曜 日、プ ロ ジ ェ ク トに 関

係 が あ っ た の を 見 る こ と は 非 常 に 有 用 で し た 。 私

は 、会 合 のi三 な 主 張 の 要 点 を 要 約 し た い 。私 た ち は 、

これ が 携 帯 電 話 市 場 に 参 入 す る 最 高 の 時 間 で あ

る こ と に 合 意 し ま し た 。

メ リ ッ ト:低 コ ス トで 迅 速 に 社 員 へ 情 報 を 伝 え る こ

と が で き る

コ ス ト:50～90%削 減 納 期:50～90%短 縮

〔事 例2〕

用 途:エ ン ドユ ー ザ ー 向 け 技 術 文 書

品 質:わ か っ て い る 人 が 読 む の で 読 め れ ばOK

(原 文)

You can place a menupopup inside the button to

cause a menu to drop down when the button is

pressed, much like the menulist. Ilowever, in

this case you must set the type attribute to the

value menu.
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(訳 文)

ボ タ ン が押 され た と きに 、メニ ュー を ドロ ップ ダ ウ

ン させ る た め にmenulistの よ うに、 ボ タ ンの 内側

にmenupopupを 置 く こ とが で き ます 。た だ し、この

場 合 、型 属 性 を値 メ ニ ュー にセ ッ トす る必 要 が

あ ります 。

メ リッ ト:品 質 は それ な りだ が短 納 期&低 コス トで

翻 訳 で き る

コ ス ト:10～50%削 減 納 期:20～60%短 縮

〔事 例3〕

用 途:ソ フ トウ ェ ア ユ ー ザ ー ガ イ ド

品 質:量 が 多 く 、 急 い で い る 。 品 質 も そ れ な り に 。

(原 文)

Procedure 5-2: To alter the automated niAhtly

data collection

1.Select [Tasks & Logs]([View All Schedu!ed

Tasks...] from the top menu bar.

2.From the list of current tasks, select

[Collect ALL Capacity Advisor Data Nightly....]

3.If you would like to modify the timing, click

[Edit]. The [Task Confirmation] screen is

displayed.

4.Click [Schedule].

5.Select [Periodically] from the list labeled

[When wou!d you like this task to run?].

(訳 文)

手 順5-2:自 動 的 な 夜 間 の デ ー タ 収 集 を 変 更 す る に

は

1.ト ップ メ ニ ュ ー ・バ ー か ら[タ ス ク&ロ グ]→

[す べ て の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た タ ス ク を 表 示..。]を

選 択 し ま す 。

2.現 在 の タ ス ク の リ ス トか ら、[夜 間 に す べ て の キ

ャ パ シ テ ィ ー ・ア ドバ イ ザ ー ・デ ー タ を 収 集]を 選

択 し ま す 。

3.タ イ ミ ン グ を 変 更 し た い 場 合 は 、[編 集]を ク リ

ッ ク し ま す 。[タ ス ク 確 認]ス ク リー ン が 表 示 され

ま す 。

4。[ス ケ ジ ュー ル]を ク リッ ク します.

5.[い つ この タス ク を実 行 しま す か?]と い うラ

ベ ル の リス トか ら[定 期 的]を 選 択 します。

メ リッ ト:品 質 も あ る程 度 担 保 しつ つ 短 期 間 で リ リ

ー ス で き る

コ ス ト:10～30%削 減 納 期:10～40%短 縮

〔事 イタ可4〕

用 途:ソ フ ト ウ ェ ア 仕 様 書

品 質:人 間 翻 訳 と変 わ ら な い レベ ル で

(原 文)

The main program also instantiate the

visualisation manager (SSAVisManager) before

transferring control over to the G4UI, so that

the user can change the parameters associated

with the SSAT execution, including the number of

events Lo be run.

(訳 文)

ま た 、 メ イ ン プ ロ グ ラ ム は 、実 行 す る イ ベ ン トの 数

な ど 、SSAT実 行 に 関 連 付 け られ て い る パ ラ メ ー タ

を ユ ー ザ ー が 変 更 で き る よ うに 、G4UIに 制 御 を 転

送 す る 前 に 、 可 視 化 マ ネ ー ジ ャ ー(SSAVisNanager)

を イ ン ス タ ン ス 化 し ま す 。

メ リ ッ ト:低 コ ス トは 難 し い が 、高 品 質&煙 納 期 で

で き る

コ ス ト:0～20%肖r」 減 納 期:10～30%短 縮

この よ うに、 あ らか じめ個 々の ドキ ュ メ ン トの 翻

訳 に 対 して 「用途 と品 質 」 を 設 定 した うえ でMTの

翻 訳 を お こな え ば 、そ の 「用 途 と品 質 」は 充 分 満 た

され る と考 え られ る。

そ の うえ で、 使 用 す るMTの クセ を 分析 して 、 MT

が解 釈 しや す い よ うに 原 文 に 手 を加 え る 「原 文プ レ

エ デ ィ ッ ト」をお こ な うこ とで 、訳 文の 向 トが認 め

られ た。

 ま た 、 対 象 ドキ ュ メ ン トの 翻 訳 に お い てMTを 継

続 す る こ とで 以 下 の よ うな メ リッ トも生 み 出 され

る こ とが 分 か っ て い る。
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・作 成 した辞 謎が 無 駄 にな らな い

 (一一回 の み び)MTの 使 用 で は 、 作成 した 辞 書は 一

[司1二艮り)

・MTの クセ を 習 得 し、 希望 の翻 訳 が 出 て くる よ う

な編 集能 力 が習 熟 で き る

・統 計 ベ ー スの 場 合 は コーパ スが増 え て い くこ とに

よ り翻 訳 精 度 が 向Lす る

フ ロー が 実 現 で き る と確 信 す る もの で あ る。

ま た 、以 ドの よ うにMTが 翻 訳 者 に よ る翻 訳 よ り も

優れ て い る点 も挙 げ られ る 、

・数 宇 を 間違 え な い

・用 語 を 間違 え な い

・常 に1司 じ訳 文が 出 る

・訳 文の 統 ・が とれ る

・大 駐に 処 理 で き る

・同 じ間 違 い を す る(対 策 を 立 て られ る)

この よ うに 、「用 途 と品 質 」 を設 定 し うえ で 、継 続

使 用 す る こ と と もに 、 「機 械 翻 訳 が 優 れ て い る点 」

を 考慮 す れ ば 、MTは 翻 訳 現 場 で 使 え る もの と考 え

る もの で あ る、,

参 考ま で に 、機 械 翻 訳 に 向い て い る ドキ ュ メ ン ト

の種 類 を以 ドに提 示 す る。

規 格 文書 、仕 様 書 、ソフ トウェ ア ユ ー ザ ー ズガ イ ド、

リ リー ス ノー ト、機 械 関係 の捜 査 説 明 書 、 そ して 、

大 量 の ドキ ュ メ ン ト

また 、 マ ー ケ テ ィン グ系 文 書 にお い て も 、短 文の

コ ピー ラ イ トは 難 しい が 、長 文の コ ピー ライ トな ら

1一分 役 立つ とい う結 果 を 得 て い る。

4.MTの 将 来 像 、 そ して 未 来

二 者 協 業 体 制 に よ り、MTの 精 度 向 ヒ、 MTに 対 応 す

る ドキ ュ メ ン トの 「用途 と品質 」は 拡 大す る もの と

思 わ れ る。 そ の 先 に は 、ユ ー ザ ー 、LSP、 MT開 発 者

が連 携 し翻 訳L程 の バ ッ グ グ ラ ウン ドを 意 識せ ず 、

ク ラ ウ ド上 に 展 開 す る グ ロー バ ル で 新 た な ワー ク
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コンピュータ処理用 日本語表現辞書 JDMWE

首藤 公昭

背景と概要

 日常 の 広 範 な 文 を対 象 とす る機 械 翻 訳 を始 め と

す る 自然 言 語 処 理(NLP)で は 単 語 と接 辞 の 辞 書 だ け

で は 語 彙 資 源 と して 十 分 で は な く、必 要 に 応 じて フ

レー ズ を処 理 単 位 と捉 え る こ とが 不 可 欠 で あ る事

は よ く知 られ て お り、近年 、フ レー ズベ ー ス 統 計 翻

訳 な どの研 究 が 盛 ん に行 な わ れ て い ま す 。(文 献2、

5、6な ど) しか し、統 計 的 手法 にお い て は 、相 当

大 規 模 な コ ー パ ス で も言 語 表 現 の 生 起 に 希 薄性 が

残 る ロ ン グ テ ー ル 問題 や 考 慮 す べ き フ レー ズ の 種

類 や 特 徴 を どの よ うに 規 定 す るか な どの 難 しい 問

題 が あ り、実 用 レベ ル の ト分 な 成 果 はま だ 見 られ な

い よ うで す 。特 に 、フ レー ズ を 単語 の よ うに カ プセ

ル 化 して扱 うの は柔 軟 性 を欠 くた め、必 要 に応 じて

ギ ャ ッ プ を 含 む 不 連 続 フ レー ズ を扱 うこ とが 不 可

欠 です が 、こ の こ とを 考慮 す る と統 計 翻 訳 は さ らに

難 し さが増 す と思 われ ま す。 筆者 は フ レー ズ 対 フ

レー ズ を 基 本 に した 機 械 翻 訳 の た め の 日本 語 フ レ

ー ズ辞 書(JDMWE:Japanese Dictionary of Mul[iword

Expressions)を 人手 で構 築 す る作 業 を古 くか ら行 な

っ て きま した 。他 言 語 の フ レー ズ と対応 を取 るパ ラ

レル 化 は これ か らの 課 題 で す が 、日本 語 側 の 辞 書 と

して は 一 定 の レベ ル に達 した の で 、公 開 に踏 み 切 り

ま した 。 詳 細 は 文 献8、9に 譲 り、本 稿 で は そ の現

状 を簡 単 に ご紹 介 い た します 。

 NLPの 世 界 で は2002年 の1. A. Sag氏 ら の論

文 、"Multiword Expressions:APain in the Neck for

NLP"(文 献7)が き っか け とな って 、特 異 表 現e複

単 語表 現(MWE:Multiword Expression)の 重 要性 が

再認 識 され 、こ の種 の表 現 辞 書 の 構 築 に 向 け て 、人

手 に よ る方 法 、統 計 処 理 を援 用 す る方 法 等 が 世 界 中

で 試 み られ て い ま す が 、ま だ 有 効 か つ 包 括 的 な 成 果

は得 られていません。

 慣用句の様な意味の判定が難 しい表現や塊 りと

して扱 った方が得な決まり文句的表現を出来るだ

け網羅するとい うのが当初か らのJDMWE開 発の

基本方針で、不特定多数の出版物(新 聞、雑誌、小

説、辞書等)や テ レビ、ラジオの放送文から内省に

よって約111,000表 現(見 出 し)が採集 されていま

す。JDMWEの 特徴としては、収録表現の網羅性の

ほか、基本的に不連続フレーズを扱っていること、

記載情報の多様性、処理への即応性などが挙げられ

ます。

JDMWEの 編成 ・規模

 JDMWEは 次 の 様 な 部 分 辞 書 か ら構 成 され て い

ま す。(た だ し、 これ らは 必 ず し も排 他 的 で は あ り

ま せ ん。)

1.日 本 語MWE辞 書_慣 用 句 編

  「油 を 売 る」、「顔 を 洗 っ て 出 直す 」、「真 っ 赤 な

  ウ ソ」 な どの 慣 用 句 約4,400表 現収 録 。

2.日 本 語MWE辞 書_動 詞 性 表現(1類)編

  「手 を結 ぶ 」、 「思 い が募 る」、 「沽 券 に 関 わ る」

  の よ うな 『名 詞+を+動 詞 』、『名 詞+が+動 詞 』、

  『名 詞+に+動 詞 』 の形 式 の 表現 、約35,000を

  収 録 。

3.日 本 語MWE辞 書_動 詞性 表 現(II類)編

  「骨 の髄 ま で しゃ ぶ る」、「猿 も木 か ら落 ち る 」、

  「ゼ ロ か らや り直 す 」 な ど動 詞 が 支 配 す る1

  類 、m類 以 外 の 表 現 約13,000を 収録 。

4.日 本 語MWE辞 書_動 詞 性 表現(m類)編

  「放 り出す 」、 「飲 ん だ くれ る」 な ど、 単 語性 や

  構 成 性 に疑 問 が 残 る 、複 合 動 詞 を 中心 と した 比

  較 的 単 純 な 構 造 の表 現 約3,500を 収録 。
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5.日 本 語MWE辞 書_形 容 詞 性 表現 編

  「頭 が痛 い 」、 「傷 跡 が 生 々 しい 」な ど、形 容 詞

 が 支配 す る約4,800表 現 を収 録 。

6.日 本 語MWE辞 書_形 容 動 詞 性(様 態)表 現 編

  「痘 痕 も笑 窪 」、「願 っ た り叶 っ た り」、「驚 く程 」

 な ど、広 義 の形 容 動 詞 性 と もい え る様 態 表 現 約

 10,000を 収 録 。

7.日 本 語MWE辞 書_副 詞 性 表 現 編

  「思 い が けず 」、 「心 を鬼 に して 」 な ど、連 用 修

 飾 句 と して よ く用 い られ る約16,000表 現 を収

 録 。

8,日 本 語MWE辞 書_連 体 詞 性 表 現 編

  「気 の きい た 」、「世 に 云 う所 の 」、 「トン トン拍

 子 の」な ど、連 体 修 飾 句 と して 良 く使 わ れ る約

 15,000表 現 を収 録 。

9.日 本 語MWE辞 書_名 詞性 表 現編

  「天 下 の 一 大 事 」、「無 二 の 親 友 」な ど、名 詞性

 の 約18,000表 現 を収 録。

10.日 本 語MWE辞 書_連 結 詞 ・文 副 詞 性 表 現 編

 「そ うは言 うも のの 」、 「この よ うな状 況 で 」 な

 ど、 文頭 で 用 い られ る連 結 詞 ・文 副 詞性 表 現 、

 1,100を 収 録 。

11.日 本 語MWE辞 書_オ ノマ トペ 表 現 編

  「グ ラグ ラ」、 「シ ュル シ ュル と」、 「ガ ッツ リ食

 う」な ど、擬 声 ・擬 音 ・擬 態 語 お よび そ れ ら を

 用 い た典 型 表 現 約12,000を 収 録 。

12.日 本 語MWE辞 書 _格 言 ・諺 ・成 句 ・決 ま り文

 句 編

 「急 が ば回 れ 」、「義 を見 て せ ざ る は勇 無 き な り」

 な どの 約3,900表 現 を収 録 。

13。日本 語MWE辞 書_四 字 熟 語 編

  「四 面楚 歌 」、「切 磋 琢 磨 」な どの約500表 現 を

 収録 。

14.日 本 語MWE辞 書_挨 拶 ・呼 び か け ・応 答 ・独

 言 表 現 編

  「何 とい う事 だ」、 「御 苦 労 さ ま」 な ど 良 く使 わ

 れ る挨 拶 ・呼 び か け ・応 答 ・独 言 表 現約450を

 収 録 。

15.日 本 語MWE辞 書_ク ラ ンベ リー 型 表 現 編

  「しがみ つ く」、 「後 ろ め た い」 な どの ク ラ ンベ

 リー型 表 現 候 補 約40を 収録 。

16.日 本 語MWE辞 書」 幾能語(助 詞 、助 動 詞)性 表

 現 編

  「を理 由 に」、 「に お い て 」、 「に お け る」、 「ほ う

 が い い 」、 「て くだ さい 」 な ど、助 詞 、助 動 詞 相

 当の 機 能 を持 つ 表 現 約4,㎜ を 収録 。

記載情報

 上 記 のJDMWE各 辞 書 に は 、原 則 と して以 下 のa

～fの 情 報 が 記載 され て い ます
。

a. 区切 り、 表 記 情 報

 辞 書 見 出 しは 「ばか をみ る」の よ うに 平 仮名 ベ タ

表 記 で 与 え 、 「ば か/を/み る」 と要 素 単語 に 区 切 ら

れ る こ と、 そ の うち、 「ば か 」 は 「バ カ」、 「馬 鹿 」、

「莫 迦 」、 「み る」 は 「見 る 」、 「観 る」 と表 記 可能 で

あ る こ とが 記 載 され て い ます 。 従 っ て 、 「ば か を み

る」、 「バ カ をみ る」、 「馬 鹿 をみ る」、 「莫 迦 を み る 」、

「ば か を 見 る」、 「バ カ を見 る」、 「馬 鹿 を見 る」、 「莫

迦 を見 る」、 「ばか を観 る」、 「バ カ を観 る 」、 「馬 鹿 を

観 る」、 「莫 迦 を観 る」 の12種 の 異 表 記 が 与 え られ

て い る こ とに な ります 。

b. 文 法機 能 情 報

 例 えば 、 「墓 穴 を掘 る」は 全 体 と して 動 詞 句(VP)、

「命 の 洗 濯 」 は名 詞 句(NP) 、 「年 が ら年 中 」 は 副 詞

句(AdvP)の 働 き をす る、な ど、表 現 全 体 の 相 当 カ テ

ゴ リー が記 載 され て い ます 。

c. 文 法 構 造 情 報

 例 え ば 、 「目が点 に な る 」 は 、 目→ が → な る 、点

→ に → な る とい う依 存 構 造 を持 っ こ と を 自立 語

は品 詞 記 号 、付 属語 は ロー マ 字綴 りを使 い 、カ ッコ

[1で[[Nga】[[Nni]V30】1と2項 の 句 表 示 を して い ま

す。(Nは 名 詞 、V30は 動 詞 終 止 形 の 品 詞 記 号 で す 。)

ま た 、並 列 構 造 は カ ッ コ〈〉、 あ る い は 《 》 で 、並
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列 要 素 はカ ッコOで 表 示 して い ます 。 例 えば 、 「泣

く子 と地 頭 」 の 構 造 は〈([V40NDto(N)〉 と表 わ し ま

す 。(V40は 動詞 連 体 形 の 品詞 記 号 です 。)

d. 内 部 修 飾 可 否 情 報

 例 えば 、慣 用 句 「油 を 売 る 」は 「油 をい つ もの 店

で 売 る」の よ うに 内部 修 飾 句 を と り、ギ ャ ップ が 生

じ る こ とが あ ります 。 この こ とをc.の 構 造 記 述 中

に ア ス タ リス ク で[[Nwo]*V30]の よ うに 記 載 し ま

す。 こ の情 報 は 、慣 用 句 な どを い つ も単 語化 して 扱

う弊 害 を 避 け 、 よ り柔 軟 な ギ ャ ッ プ付 き フ レー ズ

(不連 続 フ レー ズ)と して扱 うた め の枠 組 み で す 。

e.文 脈 情 報

 例 え ば 、軽 動 詞 構 文 「顔 をす る」 は 「困 っ た顔 を

す る」の 様 に文 頭 側 に連 体 修 飾 句 を要 求 します 。ま

た 、副 詞 的 表 現 「一 つ た りと も」 は後 方 に 「与 えな

い 」の 様 な 否 定 句 を要 求 します 。 この種 の 必 須(あ

る い は選 好)文 脈 が記 載 され て い ます 。

f. 連 体 、連 用 、 動 詞 化 情 報

 本 辞 書 は 「独 り よが り」、 「針 で 突 い た 程 」、「子 供

だ ま し」の よ うな、物 事 の様 態 を 表 わす 形容 動 詞 的

と言 え る表 現 を含 ん で お り、これ らが 連 体 、連 用 修

飾 句 と して 用 い られ た り、動詞 化 して用 い られ た り

す る際 の後 続 要 素 を 記載 して い ま す。例 え ば、擬 態

語 「フ ラ フ ラ」 は 「フ ラ フ ラ の 」、 「フ ラ フ ラ した 」、

「フ ラ フ ラ と した」 で連 体 修 飾 、 「フ ラ フ ラ 」、 「フ

ラ フ ラ と」、 「フ ラ フ ラ して 」、「フ ラフ ラ と して 」で

連 用 修 飾 、 「フ ラ フ ラす る」、 「フ ラ フ ラ とす る」 と

動 詞化 す る こ と、これ に 対 して 「グ ン グ ン」は 、「グ

ン グ ン」、「グ ン グ ン と」の 連 用 修飾 形 の み 存 在 す る

こ とな どが 記 載 され て い ま す 。

JDMWEの 性質

 JDMWEの 統 計 的性 質 を調 べ る2種 の 調 査 を行 な

い ま した 。 詳 細 は 文 献8、9に 譲 りま す が 、結 果

は 概 略 、 次 の 通 りで す 。

 (1)ラ ン ダ ム に選 ん だ 日本 経 済 新 聞 の1ペ ー ジ と

最 終ペ ー ジ の記 事1,459文 中 、1,928か 所 にJDMWE

の収 録 表現 が何 らか の形 態(活 用 変 化 形 な ど)で 使

われ て い ま した。10文 中に13か 所 程 度 とい う比 率

です 。(こ の うち 、6か 所 は 上 記 辞 書16の 助 詞 ・助

動 詞 性 表 現 で した。)こ の よ うに新 聞記 事 にお け る

JDMWEの 比 較 的 高 い トー ク ン ・カバ ー 率 が 見 られ

ます 。

 (2)Google社 が 公 開 したWeb上 の200億 日本 語 文

に 現 れ るn一 単 語 連 鎖 の 出 現 頻 度 デ ー タ

LDC2009TO8(文 献4)と 上 記 辞 書2.に 収 録 した 動 詞

性(1類)表 現 とを比 較 し ま した。 その 結 果 、『名 詞

+助 詞(が 、を 、 に)』 か ら 『動 詞』 に 移 る遷 移確 率

が 高 い もの ほ どJDMWEに 多 く採 録 され て い る と

い う傾 向 が 確認 され 、表 現 採 録 の妥 当性 が あ る程 度

推 定 で きま した。 また 、同 調 査 か らJDMWE収 録 表

現 の10%程 度 はGoogleの デ ー タ に表 れ て い な い こ

とが 分 り、コー パ ス に お け るMWEの ロ ング テ ール

分 布 が 覗 わ れ ま した 。さ らに 、Web上 に 生 起 す る動

詞 性 表 現(1類)の 約25%に す ぎな いJDMWE収 録

の 動 詞 性 表 現(1類)が 、 トー ク ン レベ ル で はWeb

上 に生 起 す る 同形 式 表 現 の 約14%を カバ ー して い

る こ とが 分 か りま した。

 この よ うにJDMWEに は比 較 的 高頻 度 生 起 の 表

現 が 選 ば れ て い る こ とが 分 ります 。

JDMWEの 応用

 JDMWEが 与 え る意 味 的 な纏 ま りを もつ 表 現 ブ

ロ ック を処 理 単 位 とす る 手法 は構 文 ・意 味解 析 、機

械 翻 訳 にお い て 威 力 を発 揮 します 。例 えば 、JDMWE

に は 「手 に付 かず 」、 「散 歩 に 出 る」、 「事 に す る」が

それ ぞ れ 、 副詞 性 表現(AdvP)、 動 詞性 表 現(VP)、 助

動 詞 性 表 現(Aux)と して 収 録 され 、 それ ぞれ に 前 記

c.の 構 造 [[Nni][V12zu]]、[[Nni]V30]、[[Nni]sure]が

記 載 され て い ま す。 また 、 「手 に 付 か ず 」 に は 前 記

e.の 文 頭 側 必 須 文脈 条件 と して 「が 」格 の後 置 詞 句

が 指 定 され て い ま す 。 これ ら の情 報 に よ っ て 入 力
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文:「 彼 は 仕 事 が 手 に 付 か ず 、散 歩 に 出 る事 に した 」

の構 文解 析 を行 った 場 合 の 解 析例 を次 ペ ー ジ の 図1

に示 します 。(処 理 の 細 部 は 省 きま す。) 入 力 文 は

8文 節 か らな っ てい ます が 、JDMWEを 優 先 的 に採

用 す れ ば 、5文 節 か らな る文 と して 取 り扱 うこ とが

で き 、処 理 が 簡 素 化 され て い ま す 。同 時 に 、相 当数

の 不正 解(曖 昧 さ)が 排 除 で きて い る こ とは 明 らか

です 。 また 、 こ の例 の場 合 、皿)MWEの 各 表 現 に 英

訳 情 報 、例 えば 、"as SUB is unable to get down to

doing SC/B s N'、"go out fbr a walk"、"decide to"な ど

を 与 え た と仮 定 す れ ば 、図2の よ うに 上 記 の 解析 に

ほ ぼ並 行 した形 で 自然 な(意 味 に 忠 実 な)訳 出 を行

うこ とが 出 来 る可 能性 が 在 りま す 。(処 理 の 細 部 は

省 き ます 。)

 ま た 、前 述 の統 計 的性 質 か ら、JDMWEは 入 力 単

語 を 予測 しなが ら読 み 進 み 、解 析 木 を効 率 よ く生 成

して い く 予測 的 構 文解 析 を 実 現 す る た め に も有 効

な 資源 とな ります 。む ろ ん 、誤 っ てMWEを 認 定 す

る 可能 性 も あ る で しょ うが 、巧 く設計 す れ ば 、妥 当

な解 析 に早 期 に導 か れ る確 率 は高 い と思 わ れ ま す。

 収 録 表現 数68,000程 度 で あ ったJDMWEの 旧バ

ー ジ ョン を 当 時 市 販 され て い た ワー プ ロ ソ フ トに

組 み 込 み 、 見 出 し、 お よび 、 前 記a.の 単 語 間 区 切

り情 報 と異 表 記 情 報 を用 い る こ と に よ り、カ ナ 漢 字

変 換 の 初 回 正 変 換 率 を7ポ イ ン ト程度 向 上 させ た

こ と が 報 告 さ れ て い ま す 。(文 献3) 現 状 の

JDMWEで は収 録 表 現 、記 載 情 報 が よ り充 実 して い

る た め 、カナ 漢 字 変 換 の さ らな る精 度 向 上 に も寄 与

で き る だ ろ う と思 わ れ ま す

おわ りに

 2011年 の 全 米 計 算 言 語 学 会(ACL)年 次 大 会 に お

け るMWEワ ー クシ ョ ップ でK. Church氏 は"How

Many Multiword Expressions do People Know?"と 題

す る招 待講 演 を行 な い ま した。(文 献1)JDMWE

は この 疑 問 に 対 す る 日本 語 に お け る 一一つ の 暫 定 的

な 解 答 案 とな っ て い ます 。(た だ し、 大 半 の 専 門 用

語 、固有 表 現 、時 間空 間表 現 はJDMWEの 対 象 外 で

す 。)

 な お 、JDMWEの 公 開 情 報 に つ い て は 筆 者 の サ イ

トhttp://jefi.info/を ご覧 くだ さい。
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図1 JDMWEに よる構文解析例

"As he was unable to get down to doing his work
, he decided to go out for a walk"・

   "as SUB w-as unable to get down to doing SUB'S work, SUB decided to go out for a walk"

 "as SUB is unable to get down to doing SUB'S work, SUB decide to gv out for a walk"

  "as StTB is unable to get down to doing SUB'S work"

                        ＼

         ryas SUB is unable to get down to doing SUB'S N"

                                       "decide to go out for a.,-alk"

                                               /＼
"he"  "work"                      "go out for a walk"  "decide to"   PAST

I  I        I       I      I    I
彼は 仕事が       手に付かず      散歩に出る     ことにし    た

図2 JDMWEに よる英訳例
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一 一
   第14回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト(Machine Translation Summit XIV)お よ び

第5回 特 許 翻 訳 ワ ー ク シ ョ ッ プ(The sth Workshop on Patent Translation)参 加 報 告

       横 山 晶 一(山 形 大学)、 梶 博 行(静 岡大 学)、 二宮 崇(愛 媛 大 学)

1,会 議 概 要

  第14回 機 械 翻 訳 サ ミッ ト(Machine Translation

Summit XIV、 以 下MT Summit XIVと 略 称)は 、2013

年9月2～6日 、フ ラ ン ス、ニー ス(Nice)のAcropolis

Conference Centreで 開 催 され た 。会 場 は 、ニ ー ス の

中心 街 や 旧 市街 に近 い 静 か な 場 所 で 、ア クセ ス も便

利 な場 所 に あ る。

 本 会 議 は 、4日 ～6日 の3日 間 で 、 参 加 者 は 主 催

者 側 発 表 で229名 で あ った 。本 会 議 に 先 立 っ て2日

と3日 に6つ のTutorialと4つ のWorkshopが 行 わ

れ た 。Tutorialの 参加 者 は 計71名 、 Workshopの 参

加 者 は 計135名 で あ った。 なお 、3日 に歓 迎 レセ プ

シ ョン、5日 にバ ンケ ッ トが 開 かれ た。

 AAMT/Japio特 許 翻 訳研 究会 関係 で は 、筆 者 ら3

名 の 他 に 、宮 澤 信 一 郎(秀 明 大 学)、 宇 津 呂武 仁(筑

波 大 学)の 各 委 員 、Japioか ら、松 田成 正 部 長 、 星

山 直 人 主任 が 参加 した。

 本 会 議 で は 、2つ の 招 待 講 演 、4つ の ユ ー ザ講 演

と1つ のパ ネ ル 討 論 が行 われ た。 研 究 論 文 は73編

の応 募 の うち37編(約50%)が 採 択 され 、ユ ー ザ

論 文 は 、24編 の応 募 の うち17編(約71%)が 採 択

され た。これ らの論 文 は3並 列 のオ ー ラル セ ッシ ョ

ン(研 究2、 ユ ー ザ1)と ポ ス ター セ ッシ ョン(研

究 のみ)で 発 表 され た 。 ま た、FP7プ ロ ジ ェ ク トの

ポ ス ター セ ッシ ョン で20あ ま りのEUプ ロ ジ ェ ク

トの発 表 が あ っ た。

 以 下 に 筆 者 らが オ ー ガ ナ イ ズ した 特 許 翻 訳 ワー

ク シ ョ ップ と本 会 議 の 概 要 を報 告 す る。

2.第5回 特 許 翻 訳 ワ ー ク シ ョ ップ

 この ワー ク シ ョ ップ は 、AAMTIJapio特 許 翻 訳

研 究 会(委 員 長:辻 井 潤 一)に お け る種 々 の 議 論 を

も とに 、MT Summitで ワー ク シ ョップ を開 い て 、こ

の 分 野 の 研 究 者 の 意 見 交 換 が で きれ ば よい とい う

趣 旨 の 下 で 開 催 され た。 過 去 に は 第1回 がPhuket

(Chair:横 山 晶 一)、第2回 がCopenhagen(Co-Chair:

辻井 潤 一 、横 山晶 一)、第3回 がOttawa(Co-Chair:江

原 暉 将 、横 山 晶 一)第4回 が 厘 門(Co-Chair:横 山

晶一 、江 原 暉 将 、 王 丹(CIPO))で 開 催 され て い る。

 今 回 は横 山 晶 一 、梶 博 行 がCo-Chairと して 開催

した。本 会 議 の2日 前 で 、併 設 のTutorialやWorkshop

が あ っ た た め 、参 加 者 は20名 ほ どで あ った 。

 以 下 、プ ロ グ ラム の 発 表 順 に 、概 要 を簡 単 に 述 べ

る。以 下 の 時 間 は 、そ の セ ッシ ョン トー タル の 時 間

を示 す 。間 で 空 い て い る時 間 は 、休 憩 や 昼 食 に 当 て

られ てい る。

(1)招 待 講 演(9:00-io:40)(司 会:梶 博 行)

  Chairの 横 山晶 一 に よ る 開会 の あ い さつ の後 、

2つ の 招 待 講 演 が 行 わ れ た 。

 ・Paul Schwander(European Patent Office):

Machine Translation at the EPO‐Removing

Language   Barriers  from   Patent

Documentation

  EPOの 機 械 翻 訳 へ の 戦 略 的 な取 り組 み に つ い

てEPOの 情 報 管 理 国 際 プ ロ グ ラム の 責 任 者 で あ る

ポ ー ル ・シ ュ ワ ン ダ ー氏 が講 演 した。 内容 は 以 下 の

とお り。特 許 情 報 は膨 大 で機 械 翻 訳 が必 須 。審 査 官

は機 械 翻 訳 の 結 果 をみ て 人 手 翻 訳 す べ き 特 許 を選

択 して い る。 中 国特 許 庁 の 出願 の伸 び が著 し く、 日

本 語 や 韓 国 語 を 含 む ア ジ ア 言 語 の 特 許 情 報 へ の ア

クセ ス がEPOで も大 き な課 題 とな っ て い る。Google

と協 力 して 特 許 情 報 の 機 械 翻 訳 サ ー ビ スPatent

Translateを2012年2月 に 開始 した。現 在 、 日本 語 、
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中 国 語 を含 む21の 言 語 と英 語 の 問 の翻 訳 がサ ポー

トされ 、3億500万 件 の翻 訳 特 許 文 書 に ア クセ スす

る こ とが で き る。訳 文 の質 を5段 階 で評 価 す る と と

も に質 の 向上 を は か っ てい る。2014年 末 ま で に32

言 語 に拡 大 す る計 画 で 、そ の 中 に は韓 国語 や ロ シ ア

語 が 含 まれ る。

 ・Hitoshi HONDA(Japan Patent Office):Current

Status of Machine Translation System in the JPO

  日本 の特 許 庁 にお け る機 械 翻 訳 シ ステ ム の利

用 に つ い て特 許 庁 ・特 許情 報企 画 室 ・特 許 情 報 企 画

調 査 係 長 の 本 田仁 氏 が 講 演 した 。内容 は以 下の とお

り。審 査 官 の 業 務 の1ス テ ップで あ る先 行 技 術 のサ

ー チ に お い て 外 国語 文 書 へ の ア クセ ス を容 易 にす

る手 段 と して機 械 翻 訳 が 果 た す 役 割 は 大 き い 。 現

在 、米 国や 欧 州 の 特許 に つ い て は 日本語 抄録(人 手

翻 訳)と 英 語 の全 文 テ キ ス ト(原 文)を 利 用 す る こ

とが で き るが 、韓 国 や 中国 の 特 許 につ い て は英 文 抄

録(人 手 翻 訳)し か 利 用 で きな い 。2014年 度 中 に

は韓 国 、中国 特 許 の 機 械 翻 訳 に よ る 日本 語 全 文 テ キ

ス トを提 供 す る 予定 で あ る。外 国 の 特 許 庁 との 間の

審 査 情 報 の 相 互 利 用 に も力 を入 れ て お り、日本 特 許

の 審 査 情 報 の 日英機 械 翻 訳 結 果 をEPOやUSPTO

(米国 特 許 庁)に 提供 して い る。EPOやUSPTOの

ユ ー ザ(審 査 官)か らは フ ィー ドバ ック が あ り、シ

ステ ムの 改 良 に役 立 て てい る。ま た 、中 国特 許 庁 の

出願 件 数 の著 しい増 加 に鑑 み て 、中 日機 械 翻 訳 シ ス

テ ム の構 築 に カ を入 れ て い る。2012年 に は、 中 国

と 日本 の 対 応 す る 特 許 の テ キ ス トか ら対 訳 関 係 を

抽 出 し、100万 語 規 模 の 日中専 門用 語 対 訳 辞 書 を構

築 した。

(2)一 般 講 演1(ll:10-12:10)(司 会;二 宮 崇)

  こ こ で は3件 の発 表 が行 われ た。

・Svetlana Sheremetyeva:On Integrating Hybrid And

Rule-Based Components For Patent MT With Several

Levels Of Output

 Sheremetyevaに よ る発 表。こ の論 文 の提 案 手 法 で

は 、意 味 役 割 付 与 ま で行 う構 文 解 析 を用 い 、原 言

語 の 意 味 表 現 か ら翻 訳 先 言 語 の 意 味 表 現 に 変 換

 し、翻 訳 先言 語 の 文 を 生成 す る こ とで機 械 翻 訳 を

行 っ て い る。 シ ステ ム は、NPチ ャ ン カー やVPチ

ャ ン カー を用 い る 浅 い モ ジ ュー ル と意味 役 割 まで

扱 う深 い モ ジ ュー ル か ら構 成 され 、深 いモ ジ ュー

ル で は 、意 味役 割 のつ い た述 語 項 構 造 が 用 い られ

て い る。 ま た 、解 析 結 果 を修 正 す る イ ン タ ラ クテ

ィ ブモ ー ドや 、 単文 の解 析 を 出 力す るモ ー ドを備

えて い る。ま だ 大 規模 な 実 験 は 行 わ れ て い な い が 、

よ り多 く の知 識 や ル ー ル を記 述 す る こ と で実 用 的

な機 械 翻 訳 シ ステ ム の実 現 を 目指 してい る。

・Itsuki Toyota
, Zi Long, Lijuan Dong, Takehito Utsuro,

and Mikio Yamamoto:Compositional Translation of

Technical Terms by Integrating Patent Families as a

Pazallel Corpus and a Compazable Corpus

  Toyotaに よ る発 表 。パ ラ レル コー パ ス と コ ンパ

ラ ブ ル コー パ ス を用 い た 構 成 的 な対 訳 辞 書 生 成 手

法 の 提 案 を して い る。特 許 翻 訳 の学 習 お よび 評 価 で

よ く用 い られ て い るパ ラ レル コー パ スは 、コ ンパ ラ

ブル コー パ ス か ら対 訳 文 対 を 抽 出す る こ と に よ り

生 成 され て お り、そ の た め元 の コ ンパ ラブ ル コー パ

スの うち30%程 度 しか 用 い られ て い な い。 従 っ て 、

パ ラ レル コ ー パ ス か らの 対 訳 辞 書 抽 出 で は 残 りの

70%が 有 効 に利 用 され て い な い 。こ の論 文の 提 案 手

法 で は、コ ンパ ラブ ル コー パ ス か ら対 訳 専 門 用 語 の

候 補 を抽 出 し、英 辞 郎 お よび パ ラ レル コー パ ス か ら

学 習 した 翻 訳 テ ー ブル を用 い 、構 成 的 に対 訳 候 補 の

ス コ ア を計 算 し、対 訳 専 門 用 語 を決 定 す る。 この 手

法 に よ り コ ンパ ラ ブ ル コー パ ス の残 り70%か ら対

訳 専 門用 語 対 が得 られ る。こ の 手 法 に よ り比 較 的 高

い 精 度 で よ り多 くの 対 訳 語 対 が 得 られ る こ とが 実

験 に よ り示 され た。

・Shoichi Yokoyama:Analysis of Parallel

Structures in Patent Sentences, Focusing on

the Head Words

  Yokoyamaに よ る発 表 。特 許 デ ー タベ ー ス か ら、

並 列 構 造 を 形 成 し て い る と思 わ れ るL辞(head
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word)を 抽 出 し、 頻 度 の 高 い 語 を 用 い て 、 並 列 構 造

の 誤 り を 修 正 した 結 果 、58%程 度 の 誤 り を 訂 正 で き

た と い う結 果 を 述 べ た 。

(3)基 調 講 演(14:30-15:30) (司 会:横W晶 一)

・Philipp Koehn(University of Edinburgh , Great

Britain):Advances in Machine Translation for Patent

Translation and Beyond

 午 前 中 に 自 ら のTutorialを こ な し 、 わ ざ わ ざ こ の

基 調 講 演 を 引 き 受 け て く れ た こ と を ま ず 感 謝 した

い 。 内 容 は 、 本 会 議 の 招 待 講 演 や 、 こ の 会 議 を 通

じ て 常 に 話 題 に な っ て い た ト ピ ッ ク で あ る

Domain Adaptationや 異 な る モ デ ル の

combination、 最 近 のOperation Sequence Modelな

ど を 分 か りや す く説 明 し、 最 後 にbig dataに 対 す

る 挑 戦 に つ い て 述 べ る と い っ た 、 近 年 のMTの 進

展 を 解 説 す る も の で あ っ た 。

(4)一 一般 講 演2(16:0046:40)(司 会:Svetlana

  Sheremetyeva)

  2件 の 発 表 が あ っ た 。

・Yun Jin and Oh-Woog Kwon , Seung-Hoon Na, and

Young-Gil Kim:Patent Translations as Technical

Document Translation:Customizing a Chinese-Korean

MT System to Patent Domain

 韓 国 の グ ル ー プ に よ る 発 表 。特 許 文 書 と技 術 文 書

の 類 似 性 に 着 目 し て 、Domain Adaptationに 技 術 文

書 を も ち い る こ と に よ り 、 中 韓MTシ ス テ ム の 性

能 向 上 を 図 っ た 結 果 に っ い て 述 べ た 。

 ・Rahma Sellami and Fatiha Sadat, and Lamia

Hadrich Belguith:Exploiting Multiple Resources for

Japanese to English Patent Translation

  チ ュ ニ ジ ア と カ ナ ダ の グ ル ー プ に よ る 発 表 。

NTCIR-10の 日英 特 許 翻 訳 シ ス テ ム の 翻 訳 性 能 を 改

善 す る た め にDomain Adaptationやresourceの 拡 張

を 行 う の に 、 日 英 で 同 じ と思 わ れ るWikipediaを 使

用 し た と い う 内 容 で あ っ た 。

(5)ま と め

  横 山 に よ る 締 め く く りの 挨 拶 。次 回 も 行 い た い

と い う趣 旨 の こ と を 述 べ た 。

3.本 会 議

 3.1.招 待 講 演 、 ユ ー ザ プ レゼ ン テ ー シ ョ ン

  招 待 講 演 は 、4日(今 回 の 主 催 者 で あ るAndy

Wayの 開 会 挨 拶 に 続 い て)、5日 に そ れ ぞ れ1つ ず

つ 行 わ れ た 。

 ・Hinrich Schuetze:T'he operation sequence model:

  integrating translation and reordering operations in

  asingle left-to-right model(4日)

 ミ ュ ン ヘ ン 大 学 教 授 に よ る 講 演 。 こ れ ま で の

PB-SMTな ど 、種 々 の モ デ ル の 利 点 と 欠 点 を 分 か り

や す く 解 説 す る と と も に 、 そ れ ら を 統 合 、克 服 す る

モ デ ル と し て のoperation sequence modelに つ い て

解 説 し 、 そ の 現 状 と 将 来 展 望 に つ い て 述 べ た 。

 ・Harold Elsen:Demystifying Machine Translation:

  Learning from the real world(5日)

 ド イ ツ のDELrA lnternational CITS GmbHの

managing directorに よ る 講 演 。 SMTとRMTと の さ

ま ざ ま な 比 較 や 、MTとTMの 結 合 、術 語 、 post-edit

な ど 、リ ア ル ワ ー ル ドに お け る さ ま ざ ま な 問 題 点 を

あ げ て 、MTの 将 来 像 は こ うあ る べ き だ と い う持 論

を 述 べ た 。

 ユ ー ザ プ レゼ ン テ ー シ ョ ン は 、Hans Uszkoreitに

よ る``Including the User in Research and Application

Improvement"(た だ しDCUの メ ン バ ー に よ る 代 読)

の ほ か 、LionBridge, IBM Germany, Microsoftの3社

が 発 表 し た 。

 3.2,一 般 講 演 、 ポ ス ター セ ッシ ョン

  ー般 講 演 は 、論 文採 録 の と ころ で も述 べ た よ う

に 、Reseazch and Development 2つ とUser Track lつ

に分 かれ て 、3つ のセ ッシ ョン が並 行 して進 め られ

る とい う形 式 で行 われ た。

  話 題 は 、今 回 は比 較 的 狭 い範 囲 に絞 られ た よ う

な感 想 を持 って い る。

 まず 一 つ はDomain Adaptationで あ る。 これ は 、

た とえ ば 初 日の 招 待 講 演 の 直 後 に 行 わ れ たPatrick

Lehnen et al.:Conditional Random Field Using
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Intermediate Classes for Statistical Machine Translation

や 、George Foster et al.:Simulating Discriminative

Training for Lineaz Mixture Adaptation in Statistical

Machine Translation(ベ ス ト ペ ー パ ー 賞 を 獲 得)、

Katharina Waeschle et al.:Generative Discriminative

Methods for Online Adaptation in SMTな ど が そ れ に

あ た る 。

 Ternunologyも 主 要 な テ ー マ で あ る 。 岡 山 大 の 竹

内 孔 一 氏 ら の グ ル ー プ の 発 表 、Koichi Satoh et aL:

Terminology-driven Augmentation of Bilingual

Terminologiesな ど で あ る 。

 ま た 、pre-editing, post-editingも 話 題 の 一 つ で 、

Guillaume Wisniewski et al.:Analysis of a Large

Corpus of Post-Edited Translations:Quality Estimation,

Failure Analysis and the Variability of Post-Editionや 、

Michel Simazd et al.:PEPr:Post-Edit Propagation

Using Phrase-based Statistical Machine Translation、 ボ

ス タ ー で 発 表 さ れ たLucia Morado Vazquez et al.:

Comparing Forum Data Post-Editing Performance

Using Translation Memory and Machine Translation

Output:APilot Studyな ど が あ る 。

  Estimationも テ ー マ の 一 つ で 、 Kahif Shah et al.:

An Investigation on the Effectiveness of Features for

Translation Quality Estimation, Sudip Kumar Naskar et

al.:Meta-Evaluation of a Diagnostic Quality Metric for

Machine Translation, Ahmed Hamdi et al.:The Effect of

Factorizing Root and Pattern Mapping in Bidirectional

Tunisian-Standazd Arabic Machine Translation, Luis

Formigo et al.:Real-Life Translation Quality Estimation

for MT System Selection, Pratyush Banerjee et al.:

Quality Estimation-guided Data Selection for Domain

Adaptation of SMT, Maaxi Li et al.:Listwise Approach

to Learning to Rank for Automatic Evaluatio of

Machine Translationな ど が あ る 。

 3.3.FP7プ ロ ジ ェ ク トセ ッ シ ョ ン

EUのThe 7th Framework Programme for Reseazch

and Technological Development(第7次 研 究 ・技 術 開

発 フ レー ム ワー クプ ロ グ ラ ム,2007～2013年)の 支

援 を受 けた プ ロ ジ ェ ク トの セ ッ シ ョン で、以 下 の プ

ロ ジ ェ ク トの ポ ス ター 発 表 が あ った 。ヨー ロ ッパ で

は機 械 翻 訳 技 術 の 実 用 化 、応 用 が さ ま ざ まな 形 で 進

め られ てい る こ とが わか る。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ACCEPT (ジ ュ ネ ー ブ大 学 ほ か):イ ン ター

ネ ッ トコ ミュニ テ ィ コ ンテ ン ツ の機 械 翻 訳

BOLOGNA(CrossLangほ か):統 計 的機 械

翻 訳 とポ ス トエ デ ィ ッ ト、 翻 訳 メ モ リを 統 合

した シ ラバ ス 翻 訳 サ ー ビス

CASMACAT(エ デ ィンバ ラ大 学 ほ か):翻 訳

プ ロセ ス の 認 知 モ デ ル に 基 づ く次 世代 翻 訳 ワ

ー クベ ンチ

CNGL(ダ ブ リン シテ ィ大 学):多 言 語 ・マ ル

チ モ ー ダ ル ・マ ル チ メデ ィ ア コ ン テ ン ツの 生

成 、処 理 、統 合

EUBRIDGE(カ ー ル ス ル ー 工 工 科 大 学 ほ

か):テ レ ビの キ ャプ シ ョン、大 学 の 講義 、EU

議 会 な どの翻 訳

EXCITEMENT(Bar Ilan大 学 ほ か):多 言 語

テ キ ス ト推 論 プ ラ ッ トフ ォ ー ム

EXPERT(Pangeanicほ か):ハ イ ブ リ ッ ド言

語翻 訳技 術

FAUST(ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 ほ か):リ ア ル タ

イ ム で ユ ー ザ ー フ ィー ドバ ッ クに 適 応 す る機

械 翻 訳 シ ス テ ム

Let'sMT(コ ペ ンハ ー ゲ ン 大学 ほか):個 人 に

合 わ せ て カ ス タマ イ ズ され た 翻 訳 シ ステ ム の

構 築 ツ ー ル

MateCat(FBKほ か):機 械 翻 訳 の コン ピュ

ー タ支 援 翻 訳 へ の 統 合

METANET(DFK【 ほ か):翻 訳 品 質 評 価

QTLaunchPad、 Webコ ン テ ン ツ の た め の メ

タデ ー タMultilingualWeb-LTな ど

MOLTO(イ ェー テ ボ リ大学 ほ か):制 限 言 語

に 基 づ く多 言 語 オ ン ライ ン翻 訳

MONNET(DELIほ か):オ ン トロ ジー の 翻

訳
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・ MosesCore(エ デ ィ ンバ ラ大学 ほ か):オ ー プ

 ン ソー ス機 械 翻 訳 の開 発 と利 用

・ PANACEA(Pompeu Fabra大 学 ほ か):言 語

  資源 工場(機 械 翻 訳 の た め の 言語 資源 の 獲 得 、

  生成 、 メ ンテ ナ ン ス)

・ QT(ダ ブ リン シテ ィ大 学 ほ か):翻 訳 品 質 評

  価 技 術

・ SIGNSPEAK(ア ー ヘ ン工 科 大 学 ほ か):手 話

  認 識 ・翻 訳

・  SUMAT(Deluxe Digital Studiosほ か):A▽

  コ ンテ ン ツの サ ブ タイ トル の機 械 翻 訳

・ TaaS(Tilde):多 言 語 ター ミノ ロ ジー の獲 得 、

  処 理 、 再利 用

・ transLectures(バ レ ン シ ア技 術 大 学 ほ か):

  ビデ オ 講 義 の 転 写 ・翻 訳

・ TTC(ナ ン ト大 学):コ ン パ ラブル コー パ ス か

  らの ター ム抽 出

・ XLIKE(ザ グ レブ 大 学 ほ か):ク ロス リン ガル

  知識 抽 出

翻 訳 者 も結 構 参 加 して い た の は 、日本 で は余 り見 ら

れ な い現 象 で あ った 。

 なお 、会議 の最 後 にIAMT Award of Honorが 、SMT

の貢 献 な どに対 す る業 績 で、Hermann Ney教 授 に授

与 され た。また 、この 分 野 ℃ 長 年 活 躍 して き たJohn

Hutchins氏 に 特 別 表 彰 が 行 わ れ 、 会 場 はstanding

ovationで 、 氏 を た た えた 。 次 回 の 会 議 は 、 EAMT

会 長 のAndy Way氏 か ら、 AMTA顧 問(前 会 長)の

Alon Lavie氏 にIAMT会 長 が 引 き継 がれ 、ア メ リカ

Miamiで2015年10月 下 旬 にArA National

Conferenceと 連 動 して 開 催 の 予 定 で あ る。 な お 、

AAMTの 中岩 浩 巳会 長 がIAMT副 会 長 に就 任 した。

ま た 、EAMT-2014の 会 議 は 、 ク ロア チ ア の 世 界 遺

産都 市Dubrobnikで 、2014年6月16～18日 に行 わ

れ る こ と も合 わせ て発 表 され た。

 今 回 の ア レン ジ や 論 文 査 読 な ど に委 員 会 の 多 く

の メ ン バ ー の助 力 が あ っ た こ とに感 謝 す る。第6回

の ワー ク シ ョ ップ も、今 後 の議 論 の 中 で 詰 め て ゆ き

た い。

 3.4.パ ネ ル デ ィ スカ ッ シ ョン

  パ ネル は 、The MT Tower of Babelと い う題 で 、

司 会者 と6名 の パ ネ リス トが 壇 上 に 上 が っ た。MT

シ ステ ム はす で に50年 以 上 も前 か ら作 られ て い る

の に 、GoogleやBingが 出 て く るま で は ほ とん ど一

般 の 関 心 を ひ か な か っ た の は ど うい うわ け か とい

うや や 刺 激 的 な 問 い か け で 、研 究 者 や 翻 訳 会 社 か ら

の パ ネ ラー が 討 論 した 。た だ 、この 種 の パ ネ ル の 常

と して 、 時 間 が 足 りな か った の が 残 念 で あ っ た。

4.ま とめと考察

  本会議も、ワークショップも、現在の機械翻訳

のかかえる問題点が明確になり、大変有意義であっ

た。機械翻訳関係の研究者、ユーザ、メーカー等が

世界 レベルで一同に会する機会はこの会議以外に

は非常に少ない。そのためにも今後 ともこの会議の

継続 と発展を祈っている。今回の会議では、freeの
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一 「第23回JTF訳 祭」          のお 知 らせ

一般社団法人 日本翻訳連盟

 翻訳祭企画実行委員会

〈 「第23回JTF翻 訳 祭 」 開 催 の ご案 内 〉

 日本 翻訳 連 盟 で は 、 来 る11月27日(水)、 東 京

の アル カ デ ィア 市 ヶ谷(私 学 会館)を 会 場 と して 、

恒 例 の 「JTF翻 訳 祭 」を 開催 い た しま す。今 年 で23

回 目 を迎 え ます 。AAMT様 は じめ 各 関連 団 体 よ り

後援 を い た だ い て お りま す。

 今 年 掲 げ るテ ー マ は 、「大 翻 訳 時 代 ～Define Your

Blue Ocean Strategy～ 」で す 。分 科 会 形 式 に よる 「講

演 ・パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン」及 び 「プ レゼ ン ・製

品説 明 コー ナ ー 」(全30セ ッ シ ョン)、 「翻 訳 プ ラザ

(展 示 会)」、 「交 流 パ ー テ ィー 」 な どの催 し物 を用

意 して お ります 。交流 パ ー テ ィー で は 参加 者 同 士 の

交 流 促 進 や 情 報 交 換 の 場 と し て ご活 用 い た だ け れ

ば 幸 い です 。

 翻 訳 祭 は翻 訳 者 、翻 訳 会社 、ク ライ ア ン ト、翻 訳

支 援 ツ ール メ ー カ ー 、翻 訳 ス ク ール 等 の 業 界 関係 者

が 一 堂 に会 す るイ ベ ン トです 。翻 訳 祭 を通 して 、参

加 者 の 皆様 に 新 た な人 脈 形 成 や ビ ジネ ス機 会 が 生

ま れ る こ とを願 っ て お りま す。

 翻訳 祭 に 是 非 と も ご出 席 賜 りま す よ う、よ ろ しく

お願 い 申 し上 げ ま す。

★ ☆ ★ 第23回JTF翻 訳 祭 ★ ☆ ★

http://www.jtfjp/jp/festivaUfestival_top.html

【日 時 】

2013年ll月27日(水)9:30～20:30(開 場 ・展 示

会 開 始9:00)

【場 所 】

「アル カデ ィア 市 ヶ谷(私 学 会 館)」

※JR・ 地 下鉄 「市 ケ 谷駅 」 よ り徒 歩2分

【全 体 テ ー マ 】

「大 翻 訳 時 代 ～Define Your Blue Ocean Strategy～ 」

【概 要 】

 この数 年 間 、製 造 業 の 不 調 や 際 限 の な い 円 高 な ど

先 の 見 え な い 閉塞 感 と向 き合 っ て き た翻 訳 産 業界 。

で も ち ょっ と背 伸 び して 見 渡 して みれ ば 、とて も近

い 距 離 に あ る新 興 国 と手 を 携 え て 成 長 に 転 じて い

け る 可能 性 が あ っ たの です 。 .:もBtoCも 、 ビ

ジネ ス は まず 『こ と ば あ りき』。 リー マ ン シ ョッ ク

か ら5年 、そ して東 日本 大 震 災 か ら3年 目の 今 年 を、

『大 翻 訳 時 代 』の 到 来 年 と位 置 付 け ま した。 サ ブ テ

ー マ は
、欧州 経 営 大 学 院 のW・ チ ャ ン ・キ ム教 授 ら

の経 営論 「ブ ル ー ・オ ー シ ャ ン戦 略 」。 競 争 の激 し

い既 存 市 場 「レ ッ ド ・オ ー シ ャ ン(赤 い 海 、血 で 血

を洗 う競争 の 激 しい 領 域)」 を離 れ 、 参 入 者 の い な

い未 開拓 市場 「ブ ル ー ・オ ー シ ャ ン(青 い 海 、競合

相 手 の い な い 領 域)」 を 切 り拓 くべ き だ と説 い て い

ます 。

 これ らのテ ー マ の も と、ゲ ー ム や 映 像 な どの エ ン

ター テイ メ ン トか ら、特 許 、ITな どの 技 術 分 野 、そ

して メデ ィカ ル や 文 学 ま で の 多 彩 な ジ ャ ンル を対

象 に 、翻 訳 産 業 の 起 爆 剤 とな り得 る可 能性 を秘 め る

機 械 翻 訳 の 最 新 動 向 や 東 南 ア ジ ア の 翻 訳 市場 動 向

も交 え 、多 様 な 方 向 か らBlue Ocean Strategyを 探 り

ます 。 どん な革 新 的 な チ ャ レン ジが で き るの か 、…

緒 に 考 え て い た だ け た ら幸 い で す。

 今 年 の翻 訳 祭 で は 、AAMT様 にパ ネ ル デ ィス カ ッ

シ ョン を 企 画 して い た だ きま した。

11:30～13:00(90分)

「機 械 翻 訳 に よ る競 争 戦 略

 一 機 械 翻 訳 で 差 別 化 で き るか一 」
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 〈 パ ネ リス ト〉

○秋 元 圭 氏(㈱ ク ロ ス ラ ン ゲー ジア ー ル ア ン ドデ

ィ)

○ 目次 由 美子 氏(㈱ シ ュ ター ル ジ ャ パ ン)

○ 山本 ゆ う じ氏(秋 桜 舎 ・代 表)

〈モ デ レー ター 〉

長瀬 友樹 氏(㈱ 富 士通 研 究 所)

 【申 込締 切 】

2013年ll月20日(水)ま で

【主催 ・運営】

一般社団法人 日本翻訳連盟

第23回JTF翻 訳祭企画実行委員会

 【後援 ・特別協力】

日本翻訳者協会(JAr)

【後援】

経済産業省・アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)他

【プ ロ グ ラ ム1

・開 場/受 付 開 始 9:00～

・ トラ ッ ク1～6 [6会 場 】9:30～18:00

全24セ ッ シ ョ ン

・プ レ ゼ ン ・製 品 説 明 コ ー ナ ー

9:30～17:30 全5セ ッ シ ョ ン

・翻 訳 プ ラ ザ(展 示 会)

9:00^17:30

・交 流 パ ー テ ィ ー [会 場 】3階 富 士 の 間

18:30～20:30(120分)

→ 詳 細 は ウ ェ ブ サ イ トを ご 覧 く だ さ い 。

●翻訳プラザ(展 示会) 出展35社

昨年に続き翻訳プラザは、例年よりも広い会場で開

催します。より多くの方にお立ち寄りいただけるよ

う、講演間やお昼の休憩時間も長く設定 します。翻

訳プラザは、翻訳業界の企業が参加する展示会で

す。来場者 と出展企業が交流 し、情報交換する場で

す。AAMT様 も出展されます。 どうぞ3階 の展示

会会場にお立ち寄 りください。

〈展示内容〉

・翻訳支援ツールメーカーの製品デモ

・翻訳会社 との翻訳相談(翻 訳発注 ・翻訳者登録等)

・翻訳学校の翻訳講座紹介

・出版社の翻訳書籍販売

● プ レゼ ン ・製 品 説 明 コー ナ ー 参 加5社

今 年 も展 示 会 に隣 接 して 「プ レゼ ン ・製 品説 明 コ ー

ナ ー 」 を併 設 します 。 プ ロ ジ ェ ク ター ・ス ク リー ン

を備 え た特 設 会 場 と な って い ます 。

・1セ ソシ ョン60分/5セ ッシ ョン

・翻 訳 プ ラザ に 隣 接 した 特 設 会 場 に て 、各 社 の プ レ

ゼ ン発 表 を受 講!

・プ レゼ ン コー ナ ー を増 設 し、65名 収 容 可 能!

※翻 訳 プ ラザ 、プ レゼ ン ・製 品説 明 コー ナ ーへ の参

加 は無 料 です(事 前 登 録 不 要)。

プ レゼ ン発 表 企 業 一 覧(5社)

●交流パーティー

情報交換を行い、これからの業界の展望などを語 り

合 う機会 となります。翻訳祭の講演者やパネリス ト

の方々も参加 され る予定です。また昨年に続いて

「ほんや く検定1級 合格者の表彰式」を行います。

お仕事のための人脈作 りや最新の業界の動向をつ

かむためにぜひご参加 ください。

〈 ボ ラ ンテ ィ ア ス タ ッフ募 集 中!(ll〃 ま で)〉

募 集 内容 は 、 「受 付 」 「会 場 司会 」 「会 場 ア シ ス タ ン

ト」 「書 記 」 「写 真 」で す 。 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ソフ に

ご協 力 い た だ く方 の 「講 演 ・パ ネ ル デ ィ ス カ ッシ ョ

ン」 参 加 料 は無 料 です(パ ー テ ィー は有 料)。

【お 問い 合 わ せ 】

一 般 社 団 法 人 日本 翻 訳 連 盟 事 務 局

http://www.jtfjp/ E-mail:info@jtf.jp
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一
言 葉 の壁 を越 えた コ ミュニ ケ ー シ ョンの 実 現 にむ けて

株式会社NTTド コモ サー ビス&ソ リューシ ョン開発部

那須 和徳

1.は じ めに

 最 近10年 間 で 日本 の 移 動 通 信 市場 を見 て み る

と、NTTド コモ が1999年 に 開 始 したi-modeサ ー ビ

スに 代 表 され るモ バ イ ル(本 稿 で は 「モ バ イル 」を

第 三 世 代 以 降 の 携 帯 電 話 を 中心 に以 降 記 述)イ ン タ

ー ネ ッ ト市 場 の 発 展 と成 熟 の10年 間 で あ っ た と

言 い 換 え る こ と も 出来 る。モ バ イ ル イ ン タ ーネ ッ ト

上 で は 従 来 の 電 話 や 電 子 メ ー ル とい っ た コ ミュ ニ

ケー シ ョン サ ー ビス と は異 な る新 た な コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョン ツー ル と して 、LINEやTwitter、Facebook、

とい ったover the topプ レイ ヤ ー(以 下 、 OTT)に

よ る ク ラ ウ ドサ ー ビス が展 開 され て い る。

 こ の よ うな事 業 環 境 の 中 、NTTド コモ で は20

12年 に 、 「ドコモ ク ラ ウ ド」 とい うブ ラ ン ド名 を

付 与 し、当 該 ブ ラ ン ドサ ー ビ スの 一 つ と して 自動 音

声翻 訳 サ ー ビス 「は な して翻 訳 」 を開 始 した 。本 稿

で は 、 「は な して 翻 訳 」 の サ ー ビス状 況 か らみ た 、

ユ ー ザ ー が 翻 訳機 能 に 求 め る もの は何 か?に つ い

て の 考 察 を述 べ る。

2.「 は な して翻 訳 」 サ ー ビス 概 要

 は な して 翻 訳 は 、ス マ ー トフ ォ ン を 通 じて 、ユー

ザ ー の 言 葉 を相 手 の 言 葉 に翻 訳 す る。日本 人 と外 国

人 の コ ミュニ ケー シ ョン にお い て 、そ の場 に あ た か

も通 訳 者 が い て 、コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を サ ポ ー トす

る 、そ ん な 風 景 を再 現 した サ ー ビス で あ る。対 応 言

語 は 、英 語 、 中 国語 、韓 国 語 、 ドイ ツ語 、 フ ラ ンス

語 、イ タ リア 語 、 スペ イ ン語 、 ポ ル トガル 語 、 タイ

語 、 イ ン ドネ シ ア語 の10ヶ 国 語 に対 応 してい る。

 サ ー ビス の 特徴 は 次 の 三 つ だ と考 え る。一 つ 目 は

高 い レス ポ ンス性 の 実 現 、二 つ 目は安 心 機 能 の 充 実

 (翻訳 結 果 を 再 度 母 国 語 に 翻 訳 し正 誤 を確 認)で あ

る。これ ら二つ は 、本 サ ー ビス を翻 訳 辞 書 で は な く、

コミュニケーション利用のために使 うことを想定

した工夫箇所である。三つ 目は、離れた場所にいる

二人の電話中の会話を翻訳する遠隔翻訳である。肉

声(母 国語)と 合成音(外 国語)と 文字(母 国語 ・

外国語)で コミュニケーションをとることができる

サービスである。

3。 「はなして翻訳」の仕組み

 はな して翻訳は幾つかの機能 を組み合わせるこ

とで実現している。発話 された音声は、音声認識処

理を実施 し音声から文字へと変換する。その後、機

械翻訳処理を実施 し母国語の文字から外国語の文

字へ変換する。そ して音声合成処理にて外国語の文

字から合成音を作成 し音声挿入する。"音 声録音"

"音声認識""機 械翻訳""音 声合成""音 声挿入"

とい う5つ の機能を組み合わせて実現 している。

 これ らを実現する うえでサー ビスシナ リオと呼

ぶ機能が重要な役割を果たしている。サー ビスシナ

リオは二つの機能を有 している。一点目は、機能部

品を組み合わせることでサー ビスを柔軟に組み立

てる機能。複数の機能の組み合わせや順序制御を簡

単な記述で変更でき、サー ビスバ リエーションの拡

大が短期間で可能である。二点目は、クライアン ト

/サ ーバ型通信(以 降、C/S)と ピアtoピ ア型

通信(以 降、P2P)の2種 類の通信処理を融合す

る機能である。現在、多くのWEBサ ー ビスに利用

されている通信はC/S型 通信である。端末からの

リクエス トに対 し、サーバで処理を実行 し、実行結

果の応答を端末に返す という通信である。これに対

し、ネットワークを介 して端末と端末がデータ送受

信する電話のような通信がP2P型 通信である。こ

れ らの異なる2つ の通信処理を融合することで、今

までにはないサービス実現が可能である。
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 こ の よ うな 特 徴 的 な 仕組 み に よ り実 現 した 高 い

レス ポ ン ス性 能 や 翻 訳 精 度 な ど を評 価 頂 き、は な し

て翻 訳 は 、 世 界 の 著名 な 展 示 会 に て 表 彰 い た だ い

た。(rCTEC JAPAN2012米 国 メデ ィアパ ネル イノへ㌧ ションアワー

ド2012グ ランプ リ」、 「MobileWorldCongress2013

グ ローバ ルモバ イ'レ賞 消 費者 向 けペ ストネットワーク商 品 ソリ・一シ

ョン部 門 賞 」、「CTIA2013 _E-Tech賞 モバ イルアプ リ・コンテンツ、

ソーシャル、 メデ ィア&エンンターテイメント部 門 賞 」 を受 賞)

4.ユ ー ザ ー の 声 に基 づ く考 察

 は な し て翻 訳 は 、 約 一 年 間 の トラ イ ア ル を経 て

2012年11月 よ りサ ー ビス を 開始 した。2013年8月

末 時 点 で 、ア プ リイ ン ス トー ル 数230万 、翻 訳 回数

一 日平 均20万 回 程 度 の 利 用 状 況 で あ る
。 これ ま で

の 期 間SNSな ど を通 して 多 くの ユ ー ザ ー の 声 を

収 集 した 。 トラ イ アル 期 間 にお い て は 、法 人利 用 と

して 約80ヶ 所 の 店舗 な ど外 国 人観 光 客 の接 客 で 、

個 人利 用 は400名 の モ ニ ター に利 用 頂 い た。こ こ

で は 、開 発 者 が 直接 ユ ー ザ ー に 会 うこ とで 実感 を伴

う生 の 声(改 善要 望 な ど)を 収 集 した。

 モ ニ タ ー 期 間 の本 サ ー ビス へ の 改 善 個 所 に つ い

て ア ンケ ー ト集 計 を行 った 。 結 果 、 断 トツ ー位 は 、

"操 作性"で あ
った 。ア ン ケ ー ト総 数 の うち操 作 性

向 上 の要 望件 数 が45%を 占 め 、っ い で 、音声 認 識

向 上 が10%、 翻 訳 精 度 向 上 が10%で あ っ た。以

外 に思 われ る方 も多 い の で はな い だ ろ うか 。 ま た 、

モ ニ ター ユ ー ザ ー か ら直接 、 「今 よ り、 少 しだ けで

も意 味 が 伝 わ る よ うに な れ ば 良 い 。完 壁 な もの を求

め る必 要 は な い。」 とア ドバ イ ス頂 い た こ と も数 件

あ り、精 度 に つ い て寛 容 で あ る こ とが分 か った 。(も

ち ろん 、 一 定 の 精 度 は 必 要 で あ るが。)

 精 度 よ りも操 作 性 が 重視 され る と い う結 果 で あ

るが 、 これ ら二 つ に 因 果 関 係 が あ る と も考 え て い

る。開発 段 階 にお い ての エ ピ ソー ドで あ る。音 声認

識 エ ンジ ン の評 価 の 一 つ に 、認 識 精 度 は 同 等 で あ る

が レス ポ ン ス性 の異 な る ニパ ター ン で評 価 した際 、

文 字正 答 率 な どの 定 量評 価 は変 わ らな いが 、ユー ザ

ー 感 覚 と して は レス ポ ン ス が 早 い エ ン ジ ン が 高 精

度 と感 じる の で あ る。 待 っ た挙 句 に間 違 えた の で

は、待たされたことへの不満と間違ったことへの不

満がダブルで効いてくるのである。つま り操作性の

向上はユーザー感覚 としては精度向上にもつなが

るということである。

 また、商用サー ビス開始後の利用状況に、ひとつ

面白い結果が現れた。スマー トフォンに表示された

音声認識結果や翻訳結果が誤っている場合、母国語

の入力文を正 しく修正する機能があり、この機能に

より母国語の表現方法を変更することで正 しい翻

訳に改善 される場合も少なくない。この機能の利用

率(修 正回数/翻 訳回数)が 、なんと20%と なっ

ているのである。事前の想定では、ユーザーは誤っ

た翻訳結果が出ると、「このサービスは使えない。」

と早々に判断 し、その後の利用を止めるのだと考え

ていた。結果からみると想定とは異な り、このサー

ビスを完全ではないとの理解の うえで、使い方の工

夫 しているユーザーが多い とい う結果であった。

「今より、少 しだけでも意味が伝わるようになれば

良い。」を裏付ける結果である。

 これらの結果をまとめると、ユーザーは、翻訳精

度が不十分なことは理解のうえ補完ツール として

翻訳サービスを利用したい意向を持っている。ただ

し、操作性の要求レベルは厳 しく、少 しでも使いづ

らかった り、レスポンスが遅 く待たされた りするこ

とへの許容度は低いと考える。

5.お わ りに

 プロジェク トを開始 した段階では自然言語処理

技術者からは、「実用レベルのものは、まだ無理。」

といった意見が多かった。故に、大規模なユーザー

に触れることは、コーパス獲得による精度向上が期

待 される側面 と、悪評価 となるリスクから臆病にな

る側面、そんな両面が感 じられた。はなして翻訳の

開発者は通信技術者であり、機械翻訳や音声認識な

どの 自然言語処理技術の素人のため、ある種、怖い

もの知らずの状況が幸い し、積極的に市場に出せた

ことが複数の表彰を受賞できた要因であると思 う。

 「理想を追い求めるだけではなく、今できる範囲

で最高のものをユーザーに提供する。」この言葉は、
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弊 社 の 幹 部 よ り本 プ ロ ジ ェ ク ト開始 に お い て の 開

発 者 へ の 叱 咤 激 励 の 言葉 で あ る。 意 図 は 、 「怖 が ら

ず に早 い 段 階 で 世 の 中 の 評 価 を 受 け る こ とが 重 要

で あ る。」 とい うこ とで あ り、 引 き続 き 実 践 して い

きた い と考 え る。

 先 日、2020年 オ リン ピ ック ・パ ラ リン ピ ックの

開催 地 が東 京 に決 定 した。7年 後 に は 、世 界 各 国 か

ら 日本 に 集 ま る 外 国 人 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を

不 自由 な く とれ る世 界 の 実現 を 目指 して 、機 械 翻 訳

に 携 わ る多 く の プ レイ ヤ ー の皆 様 と協 業 して い き

た い と考 え る。今 後 も 、言 葉 の 壁 を越 えた コ ミュニ

ケ ー シ ョン の 実 現 に 向 け て 、多 くの 力 を 結 集 す るた

め の役 割 を果 た して い く所 存 で あ る。
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一
ソフ トウェア ロー カ ライ ゼ ー シ ョン にお け るMT利 用 と業界 間 断層

     CA Technologies, Globalization Translation

古 田 京 子(マ ネ ー ジ ャ)、 菊 池 邦 明(シ ニ ア トラ ン ス レ ー タ)

第1部:今 後期待される翻訳ツール像

1,弊 社 に お け る 酬Tの 利用

 私 達 の所 属 す る部 署 で は 、弊 社 ソ フ トウ ェア 製 品

のユ ー ザ イ ン ター フ ェー ス 文字 列 お よび ドキ ュ メ

ン トの 翻 訳(ソ フ トウェ ア ロー カ ラ イ ゼ ー シ ョン)

を担 当 して い る。他 社 と同 様 に弊 社 で も翻 訳 メモ リ

(TM)を 活 用す る翻 訳 支 援(CAT)ツ ー ル を使 用 し

て きた が 、更 な る効 率 化 の た め に2009年 か ら機 械

翻 訳(MT)ツ ー ル を ロー カ ライ ゼ ー シ ョンに 利 用 し

始 め た 。MTの 適 用 対 象 は 、 TMの 適 用 で は100%

マ ッチ や フ ァジ ー マ ッチ に な らな い 、 新 規 の翻 訳

文字 列 で あ る。

 MTの 適 用 で は プ リプ ロセ ス とポ ス トプ ロセ ス が

重 要 な役 割 を果 た して お り、これ らの 処 理 は 実 装 方

法 に よ っ て2つ の 種 類 が あ る。1つ は 弊社 の ツ ー

ル に ソフ トウェ ア 的 に組 み 込 ま れ た プ リ/ポ ス トプ

ロセ ス で、これ らは ツー ル の オ プ シ ョンに よ って そ

れ ぞれ オ ン/オ フ を切 り替 え る こ とが で き る。 た と

え ば 、弊 社 の ソフ トウェ ア リ ソー ス に 出 現 す る変

数 文 字 列 が 機 械 翻 訳 に よ っ て翻 訳 され な い よ うに

す る機 能 な どが これ に は 含 ま れ る。

 も う1つ は 翻 訳 者 が 任 意 に カ ス タマ イ ズ す る こ

とが 可 能 な 文 字 列 置 換 テ ー ブル に よ る 文 字 列 処 理

で あ る。 た とえ ば弊 社 の ス タ イル で は 、 「～ しな け

れ ば な らな い 」 とい う表 現 の使 用 は避 け て い る が、

文 字 列 置 換 テ ー ブ ル を使 用 して 「～ す る 必 要 が あ

る」 とい う表 現 に置 換 され る よ うに して い る。文 字

列 置 換 テ ー ブル で は 正規 表現 が使 用 で き る た め 、多

くの ケ ー ス に 柔 軟 に 対応 で き る。

 これ らの 工 夫や 改 善 を経 て 、今 で はMTは 弊 社 の

ロー カ ライ ゼ ー シ ョン で は な くて は な らな い ツー

ル とな り、翻 訳 の 効 率 化 お よび コ ス ト削 減 に貢 献 し

て い る。

2,翻 訳ツールの現状

 CATツ ールおよびMTツ ールの両方 を使用して

いると、各ツールの特徴がよ り明 らかになると共

に、両者の狭間に何か不足 している点がより強 く意

識されるようになった。現場で翻訳作業を行 う者の

立場から見ると、現在存在する技術をうまく組み合

わせることで、両者の長所の合計以上のことが可能

な、ある意味で理想的な翻訳ツールを作ることも不

可能ではないように思われた。

 CATツ ールおよびMTツ ールの比較 とい う観点

から各ツールの特徴を述べてみたい。

CATツ ールの特徴

◆TMの 活用

》同一/類似の文を検索し、再利用する

〉詳細な レバ レッジ解析機能(マ ッチ率 ごとの

 ワー ド数)

◆文中に現れるタグ要素(書 式、変数)へ の対応

◆多くのファイル形式への対応

 》翻訳先言語で元のファイル形式に戻しても問題

 が比較的少ない

MTツ ールの特徴

◆新規の翻訳元テキス トから翻訳先テキス トを生

成できる

◆TM機 能またはタグ要素への対応がないか限られ

 ている

》TMの エクスポー ト/インポー トで文字種が変更

>Unicodeの 未サポー ト

》レバレッジ解析機能の未サポー ト

》タグ要素(書 式、変数)の 破壊や消失。MT出 力

49



 に も悪 影 響

◆対 応 フ ァイ ル 形 式 が 限 られ て い る

〉対 応 フ ァイル 形 式 にMTを 適 用 した場 合 も レイ

 ア ウ トな どの 問題 が発 生 しや す い

 あ た か もMTツ ー ル に 短 所 が 多 い よ うに 見 え て

しま うが 、翻 訳 元 テ キ ス トか ら翻 訳 先 テ キ ス トを生

成 す る こ と はCATツ ー ル に は で き な い こ とで あ

り、最 大 の長 所 で あ る。近 年 、CATツ ー ル お よびMT

ツー ル 両 方 の 長 所 を活 か そ う とす る 試 み が 多 く見

られ る よ うに な って きた 。 以 下 に例 を示 す 。

・CATツ ー ル 内 部 か らのMT利 用

》CATツ ー ル が 対応 して い るMTエ ン ジ ン の み利

 用 可 能

 SDL Trados Studio, Atril Deja Vu X2 ,

 MultiCorpora MultiTrans Prismな ど

◆CATツ ー ル の進 化(TMの 統 計 的 、 EBMT的 処 理)

》Advanced Leveraging技 術(文 よ りも細 か い レ

 ベ ル で の翻 訳 再利 用)

 Deja Vu X2のDeepMiner、 MultiTrans Prismの

 ALTMな ど

◆CATお よ びMTツ ー ル の統 合

》CAT/MTツ ー ル 統 合 環 境

 富 士 通Cliche、 秋 桜 舎sATILAな ど

3.期 待される翻訳ツール

 現状を踏まえ、今後期待される翻訳ツールが どの

ようなものになるか考察してみた。これ らはあくま

でも一人の翻訳者の立場から希望するものであり、

厳密性に欠け、夢想であるかのような感は否めない

が、ご容赦いただければ幸いである。今後期待 され

      図1:依 存 構 造 木 情 報 を持 ったTM

る翻訳ツールで重要になるであろ うと思われる機

能に以下の3点 がある。

◆依存構造木情報を持ったTM

◆ポス トエディット結果の活用

・信頼性スコア

依存構造木情報を持ったTM

 TMを 活用するCATツ ールが ソフ トウェア ロー

カライゼーシ ョン業界で使用されるようになって

15年 以上が経過 しているが、TMの 基本構造はいま

だに翻訳元お よび翻訳先テキス トの対デー タであ

る。TMに 依存構造木情報を付加することによって

データの有用性が高まるように思われる。

 依存構造木情報を付加する方法としては、翻訳元

および翻訳先テキス トの両方をルール ベース機械

翻訳(RBMT)的 に辞書と文法情報から解析する方法、

統計機械翻訳(SMT)ま たは用例べ一ス機械翻訳

(EBMT)が 行 うような統計的解析を利用する方法、

などが考えられる。翻訳元および翻訳先テキス トの

対データに依存構造木情報を付加 した場合の例を

示す(図D。 翻訳元および翻訳先テキス トが厳密

に単語 レベルまでは一致 しないケースも多く発生

すると思われるが、そのような場合は解析の細かさ

を下げることで可能な範囲で対応付けが行われる

ことが望まれる。

 TMに 依存構造木情報を付加することで、 TMに 含

まれている既存訳データをより有効にレバレッジ

(再利用)で きるようになる。図2の 例では、翻

訳対象英語 とTMが 比較され、③の箇所のみが異な

ることが検出されている。次に、この該当箇所にの

みMTが 適用され、日本語側で差異が補われて翻訳

TM
莫 隔1:Please refer to the log file formore information

日本 語1:詳 細 に つ い て は 、 ログ フ ァイ ル を 参 照 して くだ さい 。

構造化と対応付け ↓

鷺
湘

_盤 編
日本 画1:     {こつ し、       1⊇ヒ2二Zユ三二i:」」∠」萱邑3塵茎里重L些國∠]ζ:≦三_左藍」≡三玉乙二10

     ° ° ° ° °
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先テキス トが完成されている。

 図3の 例では、②～④を含む枝全体が翻訳対象

英語で動詞句 として再利用できることが検出され

ている。次に、この動詞句の日本語訳を再利用 しな

がら残 りの部分にMTが 適用され、翻訳先テキス ト

が完成されている。

ポス トエディッ ト結果の活用

 MTの 出力結果をポス トエディットしていると、

何度 も似たよ うな修正作業を行っていることに気

付くことがある。このような場合、翻訳者が行 う文

字列の追加/置 換/削 除/移 動 の情報 がポス トエ

ディットを行 う編集環境によって 自動的に取得さ

れ、以降の作業における翻訳先テキス トに自動的に

反映されることが望まれ る。

 図4の 例では、「operating system(s)」 から翻

訳された 「オペ レーティング システム」が 「OS」

に書き換えられ るべきことが学習され、後に出現 し

た翻訳先テキス トで 自動的に置換(自 動ポス トエ

ディット)が 行われている。実際の動作としては、

ある特定の編集が1回 行われただけで以降の翻訳

図2:Advanced Leveragingの 例1差 黒 のみの補 完}

  籟 、、臨 鶴,・for_。,orma,ion.

  日本■1:蹉細一 ログ2Zゴ丑盟 工鐡 。

灘 ⑤＼響/①

③のゆが■なることa検出.譲当■1所¢ゆMT適 用綾■換し、強りの齢分は胃利用.

●3'Advanced leveragingの 例 ⊂サブセグメントレベルでの再 利用1

莫.、、臨 藍 語 謡 ㎞_。,論 ㎞.
日本■13-⊆1ク ユZゴル遡 工血 。

     ⑤＼ Ψ/①

②～④な禽む榛金体力 ■句として寓剰用できること電傾出.彌りの■分はMT適 用して岨の合わせる.

図4:ポ ストエディット結果の活用

    藍 莫屠:Supported operating systems:

    MT 4後 の日本層:サ ポ ー トされて いるオペ レーディ ング シス テム:

    菱       ＼ぐ・よ穂鞠 ・
灘  躍  人手による爪ストエディリト綾の日本隔:サボートされている鍾:

欄 ㎜ 莫 隔:The procedure isdifferentdepending on the operatingsystem.

駒rr■ 綾 の 日 本 ■:手 順 は オペ レー テ ィ ング シ ス テ ム に よ っ て 異 な りま す 。

             ↓鰍 飾 ・
自 *ス トエディット綾の日本■3手順はΩ塁によって異なります。

「operating systems)」か倒■駅された「オペレーティングシステム」;bC fos」に爾豊鋤兎5れ るべきこと壷学冒。
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先テキス トで自動ポス トエディッ トが行われてし

まうと過剰な対応になってしまうと思われるため、

複数回(た とえば3回 など)同 じ編集が行われた

ら自動ポス トエデ ィットの対象にするなど、柔軟な

調整が必要になると思われる。

信頼性スコア

 上の 「依存構造木情報を持ったTM」 で述べたよ

うにTMお よびMTの 両者を相補的かつ効果的に

活用できるようになると、翻訳ツールによって最も

適切であろ うと判断 され る形で翻訳先テキス トが

生成 され るようになる。このため、翻訳元テキス ト

の類似度が高い翻訳先テキス トを再利用する、CAT

ツールで言 うところのファジー マッチが存在 しな

くなる。そのため、従来のファジー マッチの一致

率に相当するものとして、信頼性スコアのようなも

のが必要になってくると考えられる。

 TMお よびMTに よって組み立てられた翻訳先テ

キス トを レビューお よびポス トエデ ィッ トする場

面で、そのテキス トにどの程度の信頼性があるのか

何の指標もないとすると、翻訳者は結局のところ翻

訳元および翻訳先テキス トの整合性 を一字一句確

認する必要に迫 られ、レビューに要する時間が増大

してしまう可能性がある。翻訳先テキス トがどのよ

うに生成 されたかに基づき、0～100な どの信頼

性を示すスコアが提供 されるようになると、翻訳者

は そ れ を 参 考 に 重 点 的 に レ ビュ ー を遂 行 で き る よ

うに な る。 ま た 、CATツ ー ル で は フ ァ ジー マ ッチ

の翻 訳 元 テ キ ス トの 差 異 が 確認 で き るの と同様 に 、

どの 部 分 がTMか ら の 再 利 用 部 分 で 、 どの 部 分 が

MTの 適 用 部 分 で あ るの か 確 認 で き る よ うに な るの

が 望 ま しい。

 信 頼性 ス コア の そ の 他 の 用 途 と して は 、た と えば

ス コ ア が95以 上 で あ る場 合 に は レ ビ ュー な しで

そ の ま ま 利 用 す る な どの 自動 的 な処 理 に も応 用 す

る こ とが で き る。

 信 頼性 ス コア の 算 出 に 考 慮 で き る要 素 と して は 、

た と えば 以 下 の もの が 考 え られ る。

◆TM由 来 の箇 所 とMT適 用 箇 所 の 比 率

◆TM由 来 の箇 所 に 関 し、 TM内 の 該 当数 と一 貫性

◆テ キ ス トの ワー ド数 や 文 字 数

◆RBMT的 、 統 計 的 に 翻 訳 元 お よび 翻 訳 先 テ キ ス ト

 を解 析 し比 較

4.期 待される翻訳ツールの懸念事項

 今後期待 され る翻訳ツールで懸念 されると思わ

れる主な事項を以下に列挙 してみる。

ユーザ インターフェース

 現状のCATツ ールでも、すでに翻訳元および翻

訳先テキス ト、TMの 参照、用語集の参照などで画

面上に多くの情報が満載されている。 これらに加

図5:期 待される翻訳ツールの動作 図

                 (CAT+MTツ ール}

最も可能性の高い訳出文

 (信頼性スコア付き}

湘 の響 ・

 .。謙戴

&哩 襯
ポストエデTyト  肖㍉

ポストエデわ ト結果の嗣陳得

          灘 霊急.

岬             (RB_MT)

     辞雷㎜

逡誌
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え、翻訳先テキス トがどのように生成 されたかを表

示する機能や、RBMT辞 書を編集する機能などが必

要になると、ユーザを混乱させることなくそれ らの

機能をどのように効果的に画面上に配置す るかが

課題になる可能性がある。他方で、たとえばソフ ト

ウェアの統合開発環境では多数の情報や機能が効

率的に利用できるようになっていることを考える

と、工夫によってかなり改善できる可能性もある。

ソフ トウェアのパフォーマンス

 期待される翻訳ツールでは、依存構造の解析や

ユーザが加える編集情報の取得が リアルタイムで

行われる。これらの最新の情報に加え、既存の大量

のTM、 統計的情報、およびRBMT的 情報に基づき、

以降の翻訳先テキス トが生成される。これ らの中で

特に統計的(SMTお よびEBMT的)処 理の部分で処

理の負荷が増大 し、実用時に求められるパフォーマ

ンスに至らない可能性が考えられる。

機能統合によるブラック ボックス化

 期待される翻訳ツールではCAT機 能 とMT機 能

が密接に融合 しているため、個別に分離独立させて

置き換えることが困難である。また、蓄積される依

存構造データや統計的データは、おそらくこのツー

ル上で しか利用できないものになる。他の翻訳ツー

ルに乗 り換える場合には、これらのデータの喪失を

覚悟する必要がある。機能の統合により、オープン

化、モジュール化、標準化の流れに逆行するように

見える。

ツールの使用方法の習得

 期待される翻訳ツールには、従来のCATツ ール

にあるような機能に加え、RBMTエ ンジンの辞書編

集機能なども搭載される。RBMTエ ンジン辞書の編

集は、悪影響の可能性なども考慮 しながら慎重に行

う必要がある場面 もあ り、多少の慣れが要求され

る。予期 しない結果を招 くことなくツールを効果的

に使用できるようになるまでには、従来の翻訳ツー

ルよりも長い習熟期間が必要になると考えられ る。

 以上、今後期待 される翻訳ツールについて自由に

述べてみたが、実際の問題 としてこれ らの機能の技

術的な実現方法ついては何も述べられていない。ま

た、RBMT的 処理 と統計的処理 との間で競合が起

こった場合の解決方法、複数の翻訳者が同時に作業

する場合の動作など、詳細な部分で考慮および調整

すべき点が多数あると思われる。しかしながら、翻

訳者が使用す る将来の翻訳ツールの方向性 を考え

るにあた り、MT/CATツ ールの研究者/開 発者の方々

の何かの参考になれば幸いである。

5.お わ りに
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第2部:閣Tと 翻訳(業 界)の 変遷

 第1部 で は、将 来 的 に期 待 され るMT像 に つ い て 、

か な り詳 細 に説 明 させ て い た だ い た 。 第2部 で は 、

よ り傭 瞼 的 な 視 点 か ら、翻 訳 業 務 にお け る機 械 翻 訳

(MT)の ポ ジシ ョニ ン グに つ い て 考 えて み た い 。

 翻 訳 業 界 の 基 本 は 「原 語 ソ ー ス と翻 訳 需 要 あ り

き」。様 々 な原 語 の オ リジ ナル ソー ス に 対 して 、ロー

カ ル 言 語 へ の翻 訳 需 要/サ ー ビス が発 生 す る。 図A

に 示 す 、原 語 リ ソー ス を表 す 円 に 、翻 訳(サ ー ビス)

を 表 す 円 が 徐 々 に 近 づ い て 重 な っ て い く単 純 な イ

メ ー ジ が そ れ で あ る。

図A:ま ず翻 訳二一ズありき(IT業 界のケース)

鳳請 リソース
一カリ

ー%3ン

蜀 訳

 や が て 、単 に 「需 要 あ り× サ ー ビス あ り」だ った

世 界 に さま ざま な 要 求(ボ リュー ム 、ス ピー ド、等)

が 追加 され て い く と、今 度 はプ ロセ スの 効 率 化 を助

け るツ ール が 現 れ る。CATツ ール(Computer Aided

Translation Too1)で あ る。 既 存 の 翻 訳 資 産 を翻 訳

メモ リと して生 か しつ つ 、 大 量/反 復 デ ー タ処 理 は

コ ン ピュ ー タ に任 せ る こ とで 翻 訳 作 業 の 効 率化 と

標 準 化 に 貢 献 して き た 。 現 実 の 翻 訳 作 業 の 渦 中 か

ら、そ の ニー ズ に答 え るべ く生 まれ て き た ツー ル で

あ る。図BはCATツ ー ル が 台 頭 して きた 頃 の イ メー

ジ図 で 、現 在 よ り も少 し前 の状 況 を表 して い る。CAT

ツー ル の ユ ー ザ も ま だ 一 部 の 翻 訳 者 の み に 限 られ

て いた 時 代 で あ る。

図B:翻 訳需要が増え、CAT`y一ルが翻訳業昇に参入

溢
、藷

繍

ロ
ゼ

灘
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リ膳原

 や が て 、CATツ ール は 産 業翻 訳 界 に浸 透 して い き 、

図Cの よ うに 勢 力 を伸 ば して き た。 台頭 か ら こ ち

ら、この ツー ル の 隆 盛 に は実 に 目 を見 張 る もの が あ

り、 一 部 の エ リア で は マ ス トの ツ ー ル に な った と

い っ て も過 言 で は な い と思 わ れ るが 、図Cは それ で

もま だ 現在 の状 況 を 示 して い る とは言 え な い。なぜ

な ら、 こ こに は ま だ 足 りな い 要 素 が あ る か らだ 。

図C:翻 訳需饗はますます増え、CATツールが翻訳業昇に定着

翻゚蒸雛 論

   蟻蟻 畿 麟 御

 図Cに 含 まれ て い な い要 素 とは 、ず ば り、MTで

あ る。 そ の 要 素 を加 え た もの が 図Dで 、90年 代 の

第 一 次MTブ ー ム の 頃 の イ メー ジ とお 考 え 頂 き た

い 。 図Dで 特 に ご注 目頂 き た い の は 、MTを 表す 円

が 翻 訳 サ ー ビ ス を 表 す 円の 外 側 か らア プ ロー チ し

て い る点 だ。CATツ ー ル が 図Bで 翻 訳 サ ー ビス のFll

の 内 側 に存 在 して い る の と対 照 的 で あ る。MTは 、

CATツ ー ル と 同様 に翻 訳 を支 援 す る ツー ル で あ る も

の の 、翻 訳 業 界 か ら は少 し離 れ た場 所 で 生 ま れ た 技

術 を基 礎 と して い る こ とが 、CATツ ー ル との 大 き な

違 い で あ る。

 通 常 、翻 訳 は 人 手 に よ るサ ー ビス な ので 、当然 な

が ら人 間 の 言 語 処 理 能 力 をそ のま ま利 用す る。す で

に あ る能 力 を利 用 す るだ け な ので 、あ らた に 学 究 的

な処 理 理 論 は 必 要 と しな い 。 反 対 に 、MTで は 自然

言 語 処 理/言 語 解 析 に ま つ わ る部 分 こそ が 生 命線 。

そ のた め、翻 訳 業 界 とは 隣 り合 っ て い る も のの 、や

54



や 離 れ た と ころ で発 展 して きた 研 究 結 果 が 、そ の進

化 に 大 き く寄 与 して き たの で あ る。

図D:醐 訳にコスト鷺が票め6れ、岡Tツールが台臓

   鼠屠 リソース       、

罐 黙
                     》

   《

 90年 代 の 第 一 次MTブ ー ム で は 、 さま ざま なMT

エ ン ジ ンが 華 々 し く市 場 に 紹 介 され た こ と も あ っ

て 、世 間一 般 的 に も翻 訳 業 界 的 に もか な り大 き な イ

ンパ ク トを与 えた が 、事 実 上 の成 果 は 実験 段 階 に と

ど ま り、 本 格 的 に 翻 訳 業 界 に参 入 し た とは い え な

か った 。 弊 社 で も この 時代 にMTを 導 入 した こ とが

あ る もの の 、 そ のMTエ ンジ ンで は残 念 な が ら大 量

翻 訳 プ ロセ ス を作 り上 げ る に は 至 っ て い な い。

 しか しな が ら、 そ の後21世 紀 に 入 っ て 、MTの 性

能 は90年 代 とは一 線 を 画 す ほ どの 飛 躍 を 遂 げ 、 一

部 の 産 業 翻 訳 界 に は か な りの 食 い 込 み を 見 せ る よ

うに な って きた。そ の 健 闘 ぶ りは 図Eを ご覧頂 きた

い。 これ が 現在 の イ メー ジ 図 で あ る。CATツ ー ル が

翻 訳 業 界 で す で に 不 動 の 地 位 を 築 い て い るの に 比

べ れ ば まだ ま だMTに は 開 拓 の 余 地 が あ りそ うに 見

え る。

図E:i轡 かなり歩み寄ったが、まだギヤップのある現犠?

原鯖リソ轟

        醸難 灘 ・

、躍 繍灘灘
       ・鱗 懸 鐵

灘 禰

サ ー ビス の 中 で ユ ー ザ を支 え るツ ー ル"同 志"と し

て 、ツー ル の垣 根 を超 え て コ ラボ レー シ ョンの 可能

性 を模 索 して ほ しい と願 っ て や ま な い。

 図Eで は 特 に ご注 目頂 き た い 点 が あ る。MTを 示

す 円が 、原 語 リ ソー ス を示 す 円 とのみ 重 な っ て い る

部 分(つ ま り翻 訳 の 円 とは 重 な っ て い な い 箇所)な

の だ が 、 これ は 、翻 訳 プ ロセ ス にお け る リバ ー スエ

ン ジニ ア リン グ と も呼 べ る新 しい 動 きで あ る。弊 社

で の 実 例 を紹 介 させ て い た だ き た い。 弊 社 で はMT

を ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョン プ ロセ ス の 中 心 に 据 え て

お り、MTに よ る大 幅 な効 率 化 へ の 期 待 も高 い。 そ

こで 、MTで 処 理 しに くいパ タ ー ンの 原 語 リ ソー ス

は原 語 側 か ら変 えて しまお う、とい う動 き が 出 て き

てい る。これ ま で翻 訳業 界 の 常識 で は 、「原 語 リ ソー

ス は変 更 で き ない もの 」だ っ た と思 われ る が 、も し、

こ の 弊 社 で 見 られ る よ うに な っ た リバ ー ス エ ン ジ

ニ ア リン グ的 な 流 れ が 定 着 して い くな ら、MTを プ

ロセ ス に組 み 込 む こ とが 、これ ま で の 常識 的 な翻 訳

プ ロセ ス とは逆 の 流 れ(=ロ ー カル 言 語 か ら発 信 し

て翻 訳 の 標 準 化 を促 す)を 生 み 出す こ とに もつ な が

る。原 語 か ら ロー カ ル 言 語 へ 、 とい うベ ク トル が変

わ る こ とな く続 い て きた 翻 訳 の 世 界 に お い て 、MT

だか らこ そ新 た な 可能 性 を もた ら し、新 風 を吹 き込

む こ とも で き る の で は 、 と感 じる。

図F:ユ ーザの思い描く理想像

   "観訳"の中で両盲が共存共栄してほしい

原鵬リ無 融鞘
＼鍵

 CATツ ール とMTの ポジショニングに開きができ

ている状況については、もちろん、それぞれに成 り

立ちの歴史なり、開発元各社の事情なりがあるわけ

だが、エン ドユーザにとってはいずれ も産業翻訳に

欠かせないツールであることに変わりはない。

 両者がお互いの存在意義を認め合い、同じ翻訳

 た だ現 時 点 で多 くの 方 は 、 い まだMTに 対 して 旧

態 依 然 と した イ メー ジ しか お 持 ち で は な い の で は

ない だ ろ うか。 前 に お 見 せ した 、90年 代 の第 一 次

MTブ ー ム の 頃 の 図Dの 時 代 か ら、印 象 が刷 新 され

て い ない の で はな い か 、 と危 惧 す る。

 "な ん だ か よ く知 ら ない がMTと い うも の も あ る
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らしいね…、聞いただけで自分もこれまで使 ったこ

とはない…、使 う機会もなさそ うだなあ…、知人か

ら使用感をきいたこともないし…、ウワサによると

まだ使いづ らいらしいよ、単にウワサだけどね…"、

とまあ、こんな具合なのではないかと。

 この状況は、なにや ら奈良時代の僧侶、行基の

作った とされる日本地図を想起 させる。 この地図

(図G)に 描かれた東北および北海道エリアの荘漠

たる描かれぶ りと、現在の翻訳業界におけるMTの

ポジションは、どことなく似ていると思われるの

だ。誰も行ったことがないからわからないエリア≒

誰 も使ったことがないからわからないMT。

図G:MTが 普及しない状況分析(1/3)

               ← 少し、

                 これに

                 似ていない

                 だろうか?

   戯

 人 間 は 、自 己保 存 の 本 能 か ら未 知 の もの に は 近 づ

き た が らな い。 うか つ に 近 寄 っ て怪 我 をす る く らい

な ら近 づ か な い。 君 子危 うき に近 寄 らず(図H)で

あ る。 とは い え 、対 象 を身 近 に 感 じられ る よ うに な

れ ば 、 この 考 え方 も変 わ っ て い くは ず だ。

図H:MTが 普及しない状況分析(2/3)

》何事によらず、"乗ユーザ"である理由は

  「よく知6ないから」
  「使ったことが黙いから」
  「使いたくないから」

》要するに…

  プロパガンダ雌進んでいない(便剰だと知6れてない)
  使う機会がない (簡単な6使いたしリ㌧もいるぱず)
  ユーザの反応蜘 ら慧い (生のμを聞けば気も変わる)

 も うひ とつ 、実 際 に使 っ て い るエ ン ドユ ー ザ と し

て 申 し上 げ てお き た い の は 、現 実 の翻 訳 作 業 と並 行

してMTを 併 用 しづ らい こ と も普及 を妨 げ て い る理

由 の ひ とつ で は な い か とい うこ とだ(図D。 この

点 は第1部 で も言及 させ て い た だ い た通 りで あ る。

 翻 訳 フ ァ イル の処 理 とMT処 理 の 両 方 を 別 々 に 作

業 し な け れ ば な らな い ケ ー ス は ま だ 多 数 派 だ と思

われ る が 、 この よ うな 状 態 で は 、 労 力/時 間(つ ま

り コス ト)の 問題 か らMTに 手 を出 せ な い と判 断 す

る ユ ー ザ は 多 い だ ろ う。

 だ が 、 も し ワ ン ス トップ で 全 て の 作 業 が 片 付 い

て 、しか も効 率化 を 実 現 で き る と した ら? これ な

ら、 労 力/時 間(つ ま りコス ト)の 問 題 に ア タマ を

か か え るエ ン ドユ ー ザ に も魅 力的 に映 る はず だ 。

図1:MTが 普及しない状況分析(313)

》既ユーザからの嵐見

  翻訳作巣隠に酋行して使L1づらい
   → メンテナンスに労力が必要
   → 奪任轡が必要

》ということは韓・

  圏メンデナンスに労力が必璽なら嵐
    → つい、使いたくなくなる、かも?

  ■尊任のM刊巳当看力泌要絵6ば、
    → 小規楓組繍では使ouこくい?

 最 後 に 、お ま け で 産 業翻 訳 に お け る七 つ道 具 の新

旧版 を作 っ てみ た(図J)。

図 」:産 業翻訳の七つ道具(1日VS.新)

口鵠知隔/一 般辞■
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翻訳メモリ
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量隠釦臓/一 般酔書

蹴昇鍋臓

翻訳メモリ

ネットワーク環塊

PC(コ ンピュータリテラシ)

CATツ ール

阿丁ツール

 左側は少し前の時代の 「翻訳七つ道具」で、右側

が我々の理想をいれた 「翻訳七つ道具」。右側の新

版は、目下弊社で日々の業務に活躍中である。
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一

    Crowd and Computer Translation CoUaboration at Baobab
株式会社バオバブ

 相良 美織

 この度、2013年AAMT長 尾賞とい う過分な賞を

頂戴 しま した。驚き感激すると同時に恐縮 して身の

すくむ思いでございますが 「もっと日本の機械翻訳

発展の為に頑張りなさい。」とい う叱咤 と受けとめ

てお ります。

 心からこれまでご指導頂いた皆様に厚 く感謝を

申し上げるとともに、紙面を借 りて私どもの活動を

ご紹介させて頂きたいと思います。

1.は じめ に

株式会社バオバブは2010年 に設立されました。

2008年 に某省による国内のEコ マース海外展開の

後押 しの為、ボ トルネックとなっている翻訳の解決

策を検証する研究会に私が携わったのがきっかけ

です。それまで全く翻訳のバ ックグラウン ドはあり

ませんでした。次年の2009年 あいにく当該プロジ

ェクトは諸々の事情により継続 されませんで した

図1「 留 学 生 ネ ッ トワー ク@み ん な の翻 訳 」

       トップ ペ ー ジ

ゆoム ー 死,闘醐 騒轍 的 勲tyro勘 ・・鯨晒 ■ 陶霊 、網開竈 随

、ノ

・ 評

{量∵藷

が、Eコ マース運営会社からは海外展開の意向に伴

う高精度な自動翻訳構築へのご要望、そ して株式会

社国際電気通信基礎情報研究所(ATR)と 京都大学

の先生方からは 「社会的意義が非常に高 く研究的見

地か らも挑戦 したい分野であるので是非何 らかの

形で検討を継続 してほしい。」 という後押 しを受け

て、Eコ マースに特化 した機械翻訳エンジン構築へ

の試みが始ま りました。しかしながら、その過程に

おいて早々に 「機械翻訳構築の為の大量の対訳をい

かに安価に構築するか」とい う壁にあたることにな

ります。この高く厚い壁を打破する為に独立行政法

人情報通信研究機構(以 下、NICTと 記述)に よる

「みんなの翻訳」とい う翻訳支援ツール(参 照:

AAMTジ ャーナル2009年6月 号)を 基盤 とした「留

学生ネットワーク@み んなの翻訳」を2010年3月

にリリースしました。つまり、もともとは 「留学生

ネ ットワーク@み んなの翻訳」はコーパスベース機

械翻訳の為の対訳構築の為に構築されたプラッ ト

フォームでした。

 当初は国内の留学生を中心に翻訳者を募集 して

お りました。(現在は40%程 度がプロフェッシ ョナ

ルの翻訳者の方々になります)言 語は、英語 ・中国

語 ・韓国語になります。
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 2.「 留 学 生ネ ッ トワー ク@み ん なの翻 訳 」

の特 徴

 前述の通 り、「留学生ネッ トワーク@み んなの翻

訳」(以下、RMHと 記述)は NICTの 「みんなの

翻訳」を基にいくつかツールを追加 し、システムを

あ らたに再構築 したクラウドトランス レーシ ョン

プラッ トフォームです。主な特徴は以下にな りま

す。
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① 機械翻訳を下訳として提示することで効率とス

  ピー ドを向上

② 用語登録・類似文章の提示・辞書のワンクリック

  サーチ等翻訳支援ツールの充実

③ チャッ トや掲示板など翻訳者同士のつなが りを

  促進するソーシャルなツールを実装

④ ポイン トなどゲー ミフィケーションの要素を採

  用 し、楽 しく仕事ができる様に工夫

⑤ "翻訳が難しい"(例:原 文に誤字がある場合等)

  文章をスキップ出来る 「スキップ機能」により、

  翻訳作業のスタックによるするス トレスから翻

  訳者を解放

⑥ 翻訳文字数カウン ト及び給与計算抜 き打ちテ

  ス ト自動生成 ・一斉メール送信等、管理者の負担

  を軽減 させ運営間接費を削減

図2「 留学生ネッ トワーク@み んなの翻訳」

編集画面

3.課 題 一安 定期 な 品質保 持 と生 産性 の最 大化

 RMHは 前述の通 り様々なツールの実装をしてお

ります。これ らは単に翻訳作業の効率やスピー ドを

改善させるだけでなく、以下に効果がある事が認め

られています。

・翻訳達の定着を保持

・時間あた りの生産性向上

・ 品質の安定化

当初はあま り想定 していませんで したが、このよ

 うなツールの実装がいわばhuman management

の一部代替を担っています。

 翻訳単価を上げる事は、翻訳者にとって大きな

インセンティブになることは間違い有 りません。

一方、翻訳単価を上げ続ける事は顧客に提供する

 単価に影響を与えます。

「人間は何をインセ ンテ ィブとして動 くのか」は

我々の永遠の課題であ ります。

 「いかに楽 しんで翻訳の仕事をしてもらうか」こ

のソリューシ ョンにも私たちはシステムや多様な

ツールを採用しています。

 沢Wの 失敗を経て、現在は

「自分の家族 もこのアルバイ トをや りたいと言っ

ている。」

「友人からすすめられて、このアルバイ トを見つけ

た。」
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「母国に帰国する事になったがこのアルバイ トは

続けたい。」とい うロコミにより自然に翻訳者が集

まってくるようにな り、また翻訳者達の定着率も飛

躍的に上が りました。

 翻訳者同士が、「この単語、どうやって訳するべ

きだと思 う?」 とい うようなディスカッションを自

発的に活発にできることはプラッ トフォーム全体

の成長を促しながら、翻訳者個人に満足感と帰属意

識を持たせる事を可能にしています。

4.更 な る多様 なサ ー ビス の提 供 とプ ラ ッ ト

フォー ムの 充実 を 目指 して

RMHは11月 に大きな リニューアル を予定 し、

「BAOBAB」 サイ トとして生まれ変わ ります。特

に ソー シャルな翻訳者同士のつなが りやゲー ミフ

ィケーションの要素を強化 し、より作業効率を向上

させことを狙います。

 また、翻訳以外のタスクも本格的にご提供して参

ります。

・タグ付け

・書き起こし

・文書分類

・ll頂イ立付け

・機械翻訳の人力評価

 これにより、画像や音声を書き起こし→翻訳など

もワンス トソプでご提供する事が可能になります。

 機械翻訳の評価は、「人力評価は費用が高いが、

BLEUは 信頼性に欠ける。」とい うニーズに基づき、

機械翻訳研究機関にヒア リングし5段 階の基準を

設定 し、評価者育成の ドリルを作成しました。

 今後は、多言語資源データを構築するプラットフ

ォームに大きく脱皮して参ります。

5.人 力 翻訳 マ ー ケ ッ トシ ェ ア縮 小 へ の懸 念

とGoogleの 脅威 につい て

 今回の長尾賞受賞式の後の懇親会にて、「機械翻

訳の品質が向上したら、人力翻訳業は今後一体どう

なってしまうのか?」 「Google翻 訳のシェアがます

ます拡大していると、日本の機械翻訳の業界は衰退

していくのではないか?」 とい う声を多くうかがい

ました。

 この2点 について以下に私見を述べたいと思い

ます。

①人力翻訳のマーケットについて

 機械翻訳の実務化に携われば携わるほど、人力翻

訳の品質にどうしても及ばない分野に無数にぶつ

かります。

 「村上春樹氏の小説をなんとか機械翻訳出来ない

か?」 と問い合わせを受けたことも有 りますが、ま

さにそのような翻訳は村上ワール ドを理解 されて

いる翻訳者の方の付加価値がいかんなく発揮 され

る場であり、当分機械翻訳には難 しいと思われま

す。

 もともと、バオバブが始めた 「Eコマースの大量

商品説明文章の翻訳Jは 、それまで人力翻訳では莫

大な費用 と時間がかさむため、市場はほぼ0で し

た。機械翻訳の採用により、商品説明文章以外の箇

所(ヘ ルプページや個人情報の扱いなど)の 人力翻

訳や機械翻訳訳出結果への人力による修正業務が

発生 しました。

 ・高品質 ・誤訳の許 されない箇所は人力翻訳

 ・商品の回転が早く 「そこそこの品質でよい」膨

 大な商品説明文章の翻訳には機械翻訳

 とい うように適材適所に使い分ける事で、顧客に

 未開拓市場参入、そ してと新たな人力翻訳への供

給を生むと信じています。

②Googleは 脅威か

 もちろん無料のGoogle翻 訳の精度向上は我々に

とっても好ましい事象ではありません。しかしなが

ら、ご提供する顧客の目的やニーズにきめ細かく対

応 し、ある一定のセグメン ト(分野)に 限定すれば、

彼 らの精度を上回るのはそれほど難 しくないと考

えています。
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最後に

 機械翻訳の翻訳精度はまだまだ大きく改善の余

地があります。ルールベースによる翻訳は確かに成

熟期を迎えているかもしれませんが、アカデ ミック

の世界では日夜新 しい研究や試みが行われてお り

格段の進歩を遂げています。

 日々、クライアン トと接 してニーズや レビューを

伺い、実用に耐える新 しい機械翻訳の時代が到来 し

ている事を確信 しています。

 今後もますます 目本の機械翻訳を発展すべ く適

進 して参 ります。どうぞ宜 しくお願い致 します。
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r.vL

翻 訳 支 援 ツ ー ルTransit NxTの ご紹 介

株式会社 シュタール ジャパン 目次 由美子

は じめ に

株 式 会 社 シ ュ ター ル ジ ャ パ ン は 、 技 術 翻 訳 、

DTP、 情 報 処 理 を業 務 と し、ス イ ス に 本社 を 置 く31

ヶ 国47拠 点 を擁 す るシ ュ ター ル グル ー プ の 一 員

と して活 動 して い ます 。現 地 在 住 の ネ イ テ ィブ ス ピ

ー カー が翻 訳 を担 当す る 「翻 訳 現 地 主 義 」 を採 り
、

多 言 語 翻 訳 で も豊 富 な 実 績 を 上 げ て き ま した。25

年 以 上 に渡 っ て 培 われ て き た翻 訳 会 社 と して の 経

験 と知 識 は 、ソフ トウ ェア の 自社 開 発 に も活 用 され

て お り、高 品質 の 翻 訳 と最 先 端 の テ ク ノ ロ ジー の 両

方 を お 客 様 に ご提 供 で き る 唯 一 の ソ リ ュー シ ョ ン

プ ロバ イ ダー と して 、グ ロー バ ル に 活 躍 す る翻 訳 会

社 の 中 で もユ ニ ー クな 地 位 を確 立 して い ま す。

今 回 ご紹 介 す るTransit NXTは 、 ス イ ス 本 社 と ドイ

ツ の 専 門 開 発 チ ー ム に よ っ て 作 成 され た 翻 訳 支 援

ツ ール で あ り、 シ ュ ター ル ジ ャパ ン に て 日本語 化

し、販 売 とサ ポー トを行 って い ま す。

'IY
ansitの あ ゆみ

Transitは1980年 代 末 に シ ュ ター ル 社 内 で イ ンハ

ウス使 用 が 開 始 され ま した。 日本 語 に対 応 し、日本

で販 売 を開 始 した の は1996年 末 の こ とで す。2009

年 に リ リー ス され た 最 新 版 のTransitNXT(ト ラ ン ジ

ッ ト ネ クス ト)は 、機 能 性 と効 率 性 を飛 躍 的 に 高

め、か つ 優 れ た 操 作性 を備 え た シ ュ タ ール 社 の技 術

力 の 結 実 と もい えま す。

シ ュ ター ル ジ ャパ ン で 受 注 す る仕 事 の 中 で も っ

と も多 い の は 、 ドイ ツ 系 メ ー カ ー の サー ビス マ ニ ュ

ア ル の 日本 語 へ の ロー カ ラ イ ズ です 。 ドイ ツ語 か ら

日本 語 に翻 訳 し、デ ー タ 処理 、版 下作 成 、印 刷 ま で

を行 い ま す。

 過 去 に ま っ た く同 じ文 章 が あ っ た と して も 、新 し

い マ ニ ュア ル を 作 成 す る た め に は 一 か ら翻 訳 を し

な けれ ば な らな い とい うの は ドキ ュ メ ン ト担 当 者

に とっ て 悩 み の 種 で した 。た とえ ば 、モ デ ル チ ェ ン

ジ に際 して 改訂 が 発 生 す る 自動 車 メ ー カ ー に と っ

て は 、新 旧マ ニ ュア ル 間 の 相 違 個 所 を把 握 す るだ け

で も大 変 手 間 の か か る作 業 で した 。

Transitは 新 旧バ ー ジ ョン を照 合 し、 旧版 に は な か

っ た部 分 の み を 翻 訳 者 が 翻 訳 で き る よ うに処 理 を

実 行 しま す 。翻 訳 者 は 「フ ァ ジー マ ッチ 」機 能 を使

用 して 旧版 に 含 ま れ る類 似 す る文 章 を検 索 し、過 去

の 訳 を 提 示 す る こ とで 、新 版 の 翻 訳 に流 用 す る こ と

もで きま す 。 多 言 語 用 語 管 理 ツー ル のTermStarが

連 動 す るた め 、Transitを 使 用 す る翻 訳 作 業 で は 専 門

用 語 の 訳 の 統 一 が容 易 に 実 現 で きま す 。 ま た 、 「グ

ロー バ ル オ ー プ ン」機 能 に よ りTransitで は 複 数 の

翻 訳 フ ァイ ル(ラ ン ゲ ー ジペ ア)を 仮 想 的 に 一 つ の

フ ァイ ル と して 一 括 して 開 く こ とが で き るた め 、品

質 チ ェ ッ ク を効 率 良 く実 行 す る こ とが 可 能 で す 。さ

らに 、Transit"xTに 新 た に 装 備 され た プ レ ビ ュー 機

能 を 利 用 して 、レイ ア ウ トを確 認 しな が ら翻 訳 作 業

を 進 め る こ と もで きま す 。

翻 訳 が完 了 した 後 に 実 行 す るエ ク ス ポ ー トに よ っ

て原 文 の レイ ア ウ トが 再 現 され るた め 、翻 訳 済 み フ

ァイ ル のDTP作 業 も大 幅 に軽 減 され ます 。

Transitで の作 業 は 、1.[イ ンポ ー ト]、 II.[翻 訳]、 III.

[エク ス ポ ー ト]と 大 別 す る こ とが で き ます 。Transit

を 使 用 して ドキ ュ メ ン トを 英 語 か ら 日本 語 へ 翻 訳

す る 場合 の 作 業 手順 を 簡 単 に ご紹 介 い た しま す。

薪 謀謹 一鵯
      "期 レ胴鰍 ハ1■      〃シ騨"F書醐 ム■
      o㎜ し         鵬績ツ`噂

61



1.[イ ン ポ ー ト]

ス テ ップ1:プ ロジ ェ ク トの 作 成

Transit照Tで 新 た に 翻 訳 を行 うた め に は 、 プ ロ ジ ェ

ク トの 作 成 か ら始 め ま す。あ る翻 訳 ジ ョブ に対 して

Transitで 必 要 と され る設 定 は総 称 して 「プ ロ ジ ェ ク

ト」 と呼 ばれ ます 。翻 訳 対 象 の原 文 フ ァイ ル の 格 納

場 所 や 翻 訳 言 語 な ど をプ ロ ジ ェ ク トに 設 定 します 。

Transitを 使 用 す る翻 訳 は 、プ ロ ジ ェ ク ト単 位 で 管 理

され ま す。

          1

ス テ ップ2:フ ィル タ リン グ とセ グ メ ンテ ー シ ョ ン

新 し く作 成 され た プ ロジ ェ ク トの 設 定 内 容 に 基 づ

き、 翻 訳 対 象 の フ ァイ ル がTransit形 式 に変 換 され

ます 。ま ず 「フ ィル タ リン グ」に よ って 翻 訳 対 象 フ

ァイ ル の テ キ ス ト情 報 と レイ ア ウ ト情 報 が分 離 さ

れ 、ラ ン ゲー ジペ ア(原 文 用 と訳 文 用 テ キ ス トフ ァ

イ ル)とCOD(レ イ ア ウ ト情 報保 存 フ ァイ ル)が

生 成 され ます 。 次 に 、 「セ グ メ ン テ ー シ ョン」 に よ

って 文 ま た は 段 落 単位 で 区 切 りが 挿 入 され 、新 旧の

テ キ ス トを 比 較 す る た め の 単位 とな るセ グ メ ン ト

に分 割 され ます 。

          !

ステ ップ3:プ リ トラ ン ス レー シ ョン

プ リ トラ ン ス レー シ ョン で は 、原 文用 フ ァ イル と翻

訳 メ モ リの そ れ ぞれ の 原 文 が セ グ メ ン ト単位 で 比

較 され ます 。完 全 に 一致 す るセ グ メ ン トが検 出 され

た場 合 、訳 文 用 フ ァイ ル の 該 当セ グ メ ン トは 、対応

す る翻 訳 メ モ リの 訳 文 で 自動 的 に 置 き換 え られ ま

す。つ ま り完 全 一 致 が 見 つ か らな か っ た セ グ メ ン ト

は 原 文 の ま ま残 るた め 、 訳 文 用 フ ァイ ル に は訳 文

(日本語)と 原 文(英 語)が 混 在 す る こ とに な りま

す 。

o
 ll.[翻 訳]

ス テ ップ4:フ ァ ジー マ ッチ 、辞 書 、 プ レ ビ ュー機

能 の 利 用

自動 的 に 実 行 され る プ リ トラ ン ス レー シ ョン を含

む イ ンポ ー トの工 程 を経 て 、原 文 の ま ま残 っ て い る

セ グ メ ン トを人 手 に よ り翻 訳 してい き ます 。訳 文 フ

ァ イ ル 上 で は プ リ トラ ン ス レー シ ョ ン済 み の セ グ

メ ン トは ス キ ップ し、未 翻 訳 のセ グ メ ン トヘ ジ ャ ン

プ す る シ ョー トカ ッ トキー も利 用 す る こ とが で き

ます 。

フ ァ ジー マ ッチ(あ い ま い検 索)を 利 用 す る こ とに

よ り、翻 訳 メモ リ内 の99%以 下 の類 似 率 を持 つ セ

グ メ ン トを検 索 して 提 示 させ 、類 似 す る過 去 の 訳 例

を新 規 翻 訳 に 流 用 す る こ とが で き ます 。

撫 叢;磯 贈隔 … ・鱒 幽,殉●"● 、F、〉襯 鱒幽 繭rご へF朧h酌w欄hlh● 鯛曜鱒騨鵬 ●絃
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Transitと 連 動 す るTemStar辞 書 には 、 技 術 用 語 を

登 録 します 。Transitで の 翻 訳 ま た はチ ェ ック作 業 を

行 い なが ら、TermStar辞 書 へ 用 語 を登 録 す る こ と も

で き ます 。 また 、Excelで 作 成 した用 語 集 な どが あ

れ ばTermStar辞 書 に 変 換 す る こ と も可 能 で す 。

Tem1Star辞 書 に 登録 済 み の 用 語 は 、Transitエ デ ィ タ

上 の 文 中 にハ イ ラ イ ト表 示 され 、辞書 ウィ ン ドウ に

そ の訳 語 が表 示 され ます 。訳 語 は 訳 文 用 フ ァイ ル ヘ

シ ョー トカ ッ トキ ー で 簡 単 に取 り込 む こ と もで き

ます 。翻 訳 者 が 自 ら辞 書 を 引 くま で もな く登 録 され

た 用 語 が提 示 され る の で 、用 語 統 一に 効果 を発 揮 し

ま す。

さ らに 、Word、InDesignな どのDTPデ ー タ に は 「PDF

プ レ ビュ ー 」で原 文 の レイ ア ウ トや 文脈 を確 認 しな

が ら、HTMLやXMLな どの マ ー クア ップ言 語 に は

原 文 の レイ ア ウ トに加 え訳 文 の レイ ア ウ トま で を

も 「HTMLプ レ ビ ュー 」で 確 認 しな が ら翻 訳 を進 め

る こ とが で きま す 。DLLやEXEフ ァイ ル に つ い て

は 「リソー スエ デ ィ タ」 を使 い 、長 くな って しま っ

た 訳 文 テ キ ス トに 合 わ せ 、ダイ ア ロ グの リサ イ ズ を

行 うこ と も可 能 で す 。
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III.[エ ク ス ポー ト]

ス テ ップ5:セ グ メ ン トマ ー カ の 削 除 と レイ ア ウ ト

結 合

イ ンポ ー トの ステ ップ2で 挿 入 され た セ グ メ ン ト

マ ー カ を 自動 的 に 除 去 し、分離 した訳 文 フ ァ イル と

レイ ア ウ ト情報 を再 結 合 させ ます 。こ う して原 文 の

レイ ア ウ トが 再 現 され た翻 訳 済 み の ドキ ュ メ ン ト

が で きあ が りま す。

エクスポー ト後、ファイル形式によってはレイア

ウ ト調整やコンパイルなどの作業 も必要 とな りま

す。また、将来の改訂に備え、翻訳メモ リや辞書を

更新管理することも翻訳支援ツールを継続使用す

る上での重要な作業の一っです。

 翻訳支援ツールの導入初期は翻訳メモ リや辞書

に用語が充分に蓄積されていないため、効果を充分

には実感できない場合もありますが、使用を継続す

ることによって効果は増幅 し、その恩恵を享受する

ことができます。

 昨今、産業翻訳およびマニュアル作成に関連する

セミナーなどでは、機械翻訳ツールの台頭が目覚ま

しく見受けられます。たとえば用語辞書の充実や原

文の洗練によってより適切な訳を引き出すなど、機

械翻訳ユーザーによる工夫や努力も多 く紹介 され

ています。同時に、ポス トエディティング(機 械翻

訳後の人手による改訂)の 重要性は依然として高い

ままです。

 機械翻訳で生成 された結果に対するポス トエデ

ィティングを翻訳支援ツールで行 うのが当然であ

るというような将来 も遠 くないのではないかと、個

人的には考えています。TransitNXTは 翻訳作業だけ

でなく品質管理 ・チェック作業にも優れた機能を兼

ね備 えています。機械翻訳済みのデータに対 して

も、多様な機能をあます ところなく活用できると信

じています。

 TransitNXTは機械翻訳 との統合が可能です。現状

として、この機能はまだ多用されていませんが、機

械翻訳の需要が増大 していく中、翻訳支援ツール も

その機能を積極的に取 り入れていくべきと考えま

す。産業翻訳におけるこの2大 テクノロジーの融合

がもたらす相乗効果は計 り知ることができません。

さらに効率の良い翻訳作業を実現するためのツー

ル として、TransitxxTが先駆 として大いに活用され

ることを切望しています。そ して、TransitNXTお よ

びその他翻訳支援ツールがアジア太平洋機械翻訳

協会の活動および機械翻訳のさらなる発展の一役

を担 うことを希望 しています。

'IYansitの これ か ら

 欧 米 では20年 以 とに渡 り、 日本 で は特 に この10

年 、 翻 訳 支 援 ツ ー ル は 翻 訳 業 界 に 浸 透 して き ま し

た。膨 大 なテ キス トを含 む 自動 車 業 界 や ソフ トウ ェ

ア業 界 をは じめ 、さま ざま な 分 野 で の マ ニ ュ ア ル 翻

訳 にお い て 、翻 訳 支援 ツー ル は 絶 大 な る 効果 を発 揮

し、受 け入 れ られ て き ま した 。フ リー ウェ ア を含 め

多 数 の 製 品 が あ りま す が 、翻 訳 支 援 ツ ール に 求 め ら

れ る機 能 は標 準化 され つ つ あ ります 。
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一
PC-Transer翻 訳 スタジオV21に 搭 載 され る新 機 能 の 紹 介

株式会社 クロスランゲージ

 株 式 会 社 ク ロ ス ラ ンゲ ー ジは 、2013年11月1日

に翻 訳 ソ フ トウ ェ アの 主 力 製 品 で あ る 「PC-Transer

翻 訳 ス タ ジオV21」 を発 売 す る。

 「PC-Transer」 は 、1991年 に 国 内 初 の パ ー ソナ

ル コ ン ピ ュー タ用 「自動 翻 訳 ソ フ ト」 と して 誕 生 し

た 「Transer(ト ラン サ ー)」 の 改 定 第21版 とな る

製 品 で あ る。PC-Transerシ リー ズ は 、 専 門語 辞 書

搭 載 に よ る 「専 門性 の 高 い 分 野 の機 械 翻 訳 」、機 械

翻 訳 と人 間 の 手 に よ り完 成 させ た 訳 文 を反 映 す る

翻 訳 メモ リとの 「ハ イ ブ リ ッ ド方 式 に よ る翻 訳 」な

ど、常 に時 代 を リー ドす る さま ざ ま な翻 訳 ソ リ ュー

シ ョン を提 供 し続 けて きた 翻 訳 ソ フ トで あ る。

凶7川 咽 鵜 脚 膨粒 購 町.九 一λ鼠ど・t1ｵ一F'lptl騨 開 の'ソ ー菰Wワ ノ'樽 瞳Mげ 上

XML文 章 を翻 訳 者 の レベ ル で も あ る程 度 対 応 で き る

よ うに機 能 を 追加 した。V20でMicrosoft Open XML

に 対応 した の に続 き 、今 回 は…一般XMLフ ァイ ル に つ

い て も対応 した。(XML 1.1対 応)

 翻 訳 エ デ ィタ で は 、XMLフ ァイ ル を読 み 込 ん で 文

字 デ ー タを 取 得 し、原 文 エ リア に表 示 して 翻 訳 を 行

うこ とが で き る。翻 訳 結 果 は 、タ グ情 報 を保 持 した

ま まXMLフ ァイル と して保 存す る こ と も 可能 で あ

る。

【処 理 の 流れ 】

 フ ァイ ル の 読 み 込 み 時 に 、 フ ァイ ル の 種 類 でXML

フ ァイ ル 形 式 を選 択 す る。
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 今 回 の 改訂 で は 、翻 訳 者 に 求 め られ つ っ あ る時 代

の ニ ー ズ に応 え る べ く、2つ の新 機 能 を搭 載 した。

   1.一 般XMLフ ァイ ル 対 応機 能

   2.対 訳 ア ライ ン機 能

1.一 般 肌 対応機能

最近は公的機関やデータベース系の翻訳の仕事で、

XML形 式で納品するケースが増えてきているため、

特許、論文や大型ローカライズ案件など、タグ付き
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 本 ソ フ トで は 、読 み 込 ん だ原 文 のXMLフ ァイ ル の

タ グ情 報 を保 持 した ま ま 、文 字 デ ー タ が翻 訳 され た

XMLフ ァイル と して保 存す る こ とが で き る だ けで な

く、通 常 の 対 訳 翻 訳 フ ァ イル やHTMLフ ァイ ル と し

て保 存 す る こ とも可 能 で あ る。読 み 込 ん だXMLフ ァ

イ ル の 構 造 を以 下 の よ うに ツ リー 表示 す る こ と も

で き る。
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 ユ ー ザ ー が 原 文 フ ァイ ル を読 み 込 む 際 に 、決 め ら

れ た文 章 処 理 を 自動 で 実 施 す るた め 、予 め定 義 され

た フ ィル タ情 報 を 、タ グ フ ィル タ と呼 ぶ フ ァイ ル に

記 述 す る こ とが 可 能 で あ る。 この フ ァイ ル に よ り、

XMLフ ァイ ル 翻 訳 の 際 、読 み 込 む(も しくは 出 力 す

る)テ キ ス トを 制御 す る こ とが で き る。ア ウ トライ

ンペ イ ンで は 、次 の例 の よ うに 、タ グ フ ィル タが 適

用 され た タ グ の ア イ コ ンイ メ ー ジ に 三 角 矢 印 ア イ

コ ンが 付 加 され て 表 示 され る。

 ア ウ トライ ンペ イ ン で は 、XMLに 関 す る 下記 の情

報 が表 示 され る。

(1)テ キ ス ト結 合 タ グ

(2)無 視 す るタ グ

(3)削 除す るタ グ

(4)属 性 タ グ

(5)フ レー ズ タ グ

黄色のクロス(+)

水色の三角矢印

水色の三角矢印

赤色の三角矢印

榿色の三角矢印
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○そ の他 の機 能

・編 集 テ キ ス トへ の ジ ャ ン プ

 ア ウ トラ イ ンペ イ ン上 の ツ リー 項 目を ク リ ッ ク

す る こ とで 、翻 訳 エ デ ィ タの原 文 に 対 応 した位 置 へ

とジ ャ ン プす る。

・ア ウ トライ ンペ イ ン の更 新

 ア ウ トライ ンペ イ ン の下 部 に あ る 「更 新 」ボ タ ン

及 び 「表 示 」メ ニ ュ ー の ア ウ トライ ン更新 コマ ン ド

を実 行 す る こ とで 、エデ ィタ 上 で 編集 され た原 文 の

内容 で ア ウ トライ ン を更 新 す る こ とが可 能 。

 なお 、環 境 設 定 ダイ ア ロ グの 「タ グ フ ィル タ テ ー

ブル フ ァイ ル の指 定 」 メニ ュー で 、ユ ー ザ ー が任 意

に タ グ フ ィル タ を指 定 す る こ と もで き る。

2.対 訳アライン機能

 既存ユーザーか らも搭載の希望が多かった機能

であ り、クロスランゲージではこの機能を初めて

PC-Transer翻 訳スタジオV21に 実装 した。過去の

翻訳の原文と訳文が別々に存在 している場合に、翻

訳メモ リを作成するための支援機能 として、対訳ア

ライン機能を追加 した。翻訳エンジンメーカならで

はのノウハウを生か し、原文 ・訳文両方の文章の構

文解析を実施 して、単語か らマ ッチングを類推 し、

対応候補を揃える機能である。これにより、全て手

作業で原文 ・訳文の対応を揃えるのと比べて、翻訳

者の時間と工数を削減できる。また、自動アライン

をかけない、手動によるアライン作業も可能であ

る。
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 翻訳 メモ リに登録するための原文とそれに対す

る訳文が用意 されている時、原文とそれに対応する

訳文が1対1に なるように整列(ア ライン)させ る必

要があり、この読み込みから整列までの一連の流れ

をアライン処理とい う。

 これまでのPC-Transerシ リーズ ・翻訳エディタ

でアライン処理を行 うには、原文訳文読み込みの機

能を使用 して原文 と訳文を翻訳エディタに読み込

ませて、 原文の右隣に対応する訳文を手作業によ

り移動させる必要があった。

【処 理 の 流 れ 】

 メ ニ ュ ー か ら[翻 訳 メ モ リ]一[自 動 ア ラ イ ン の 実

行]を 選 択 す る。 フ ァイ ル オ ー プ ン ダイ ア ロ グ が表

示 され るの で 、 原 文 とな る フ ァイ ル を選 択 す る。

1・一
 羅
厨近歴示した場飯

 懸
 デスクトヅプ

 〔講
 ライフラリ

⊃ンビユーター

 蟻
ネ ッ トワ ーク

解 文フ朔 匿縦 欝:

    畑ヒex1

謙羅盤

▼ ゆ? かn一

フ7イル名⑲

フ所ルの種翔〔P

エンJ一ド㎎):

葡1吐騨r-◎n量xt

Iテキλトフ7イル 〔露bl]

「B7雨 ⇔ 罫 函 一一 一一

._  一

ワに  ギサ沌ル

・1

再度 ファイルオープンダイアログが表示されるの

で、対応する訳文ファイルを選択する。
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 訳文ファイルを選択した後、自動アライン処理が

開始される。

●rアライン

遵行状況(Z7%}

額騨酔 磯一:._鳶_ 一

     圃

 処 理 が終 了す る と、自動 ア ラ イ ン に よ り、原 文 と

訳 文 の対 応 が とれ た も の が 並 ん で 表 示 され る。これ

は い ま ま で の編 集 画 面 とは 異 な り、 「ア ライ ンモ ー

ド」 とい うア ライ ン作 業 専用 の 画 面 モ ー ドで あ る。
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 対 応 す る原 文 と訳 文 が欠 け て い る もの は 、片側 が

空 白 とな って 表 示 され る。例 え ば、下 記 の例 で は 冒

頭 の1行 目は 、訳 文側 が 空 白行 とな っ て 表 示 され て

い る。

 こ の 自動 ア ライ ン 処 理 が 終 わ っ た 時 点 で 編 集 画

面 は ア ラ イ ンモ ー ドに な っ て い るの で 、うま く対応

が とれ て い な い場 合 は ア ラ イ ンの 調 整 を行 う。上記

例 で は 、左 側 の1行 目 と右 側 の2行 目の 対 応 が 取れ

て い な い が 、内 容 と して は対 応 して い る ので 、それ

ぞれ のセ ル 内 の 、文 字 の な い 空 白部 分 を ク リッ クす

る と、 文 の色 が反 転 す る。
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 こ こ で選 択 した文 を右 ク リッ クす る と 、以 下 の よ

うな メ ニ ュー が表 示 され る。

            】
         対駅殴定(T)                     

         入れ替えζs}

         文覇の適tsp)  レ

         文軍の分a(P)                
・環壇会礒iironment Council         空行揮入(

1)    レ

         {惰慰、o}                14日に革新的エネル:14
,2012,the Strategy,

rgY and[nvironment was    定。

soon was made on September n月19日 にr今 後のエネルギー

 ここで[対 訳設定(T)〕 を選択すると、選択 した

原文の隣に訳文が移動して、その文は対訳が確定し

たとみなして黄色い色がつく。同時に、アライン処

理における編集へのロックがかかった状態になる。

 現 実 的 に は 、過 去の 翻 訳 資 産 を読 み 込 ん だ 場 合 、

原 文 が1文 に対 して 訳 文 が2文 で あ る こ と もあ り、

そ の 逆 の 場 合 もあ る。そ こで 、ア ラ イ ン モ ー ドに は 、

効 率 的 に対 訳 の ア ライ ンを 実行 す るた め 、下記 の よ

うな 機 能 を搭 載 した。

○ ブ ロ ッ クの 入 れ 替 え

 選 択 した2つ の 文 ブ ロ ック の 内容 を入 れ 替 え る

こ とが 可 能 。原 文 側 同 士 、又 は 訳 文 側 同 士 で 、入 れ

替 え た い文 ブ ロ ック を2つ 選 択 して 、[入 れ 替 え]

を選 択 して 実 行 す る。

○文章の連結

 選択 した文ブロックの文章を1つ に連結する。原

文側同士、又は訳文側同士で、連結したい文ブロッ

クを2つ 以上選択 して、[文章の連結]か ら、用途に

応 じて以下の種類の項 目か ら選択 して実行する。

     ・上の文章の末尾に連結

     ・下の文章の行頭に連結

○文章の分割

 文章内のキャレッ トの位置から文章を2つ に分

割する。文章内の分割 したい位置をクリソクしてキ

ヤ レ ッ トを移 動 させ 、[文 章 の 分 割]を 選 択 して 実行

す る。

○空行挿入

 選択したセルの、上または下の行に空行を挿入す

ることにより、アライン状態を調整する。

○自動アラインの再実行

 [自動アラインの再実行]を クリックし、自動アラ

インを再実行すると、[対訳設定]で確定した対訳間

の未確定の原文と訳文を自動的にアラインするこ

とができる。
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 これにより、うまく自動アラインできない複雑な

文書でも、数か所を対訳設定 してやるだけで、残 り

は自動的に対応をとってくれる。

 これ らの新機能 とは別に、既存の原文訳文読み込

み機能(自 動アラインなし)も あるので、ユーザー

は使いやすい方を選択すること可能である。

 これ らの 機 能 はPC‐Transer製 品 シ リー ズ に は今

回 初 搭 載 で あ るが 、今 後 もユ ー ザ ー の使 い勝 手 と効

率 性 を上 げ るべ く 、研 究 開 発 を継 続 し、成 果 を製 品

に反 映 して ゆ く予 定 で あ る。

【本 製 品 に 関 して の お 問 合 わ せ 先 】

株 式 会 社 ク ロ ス ラ ン ゲ ー ジ マ ー ケ テ ィ ン グ2部

電 言舌:03-5215-7631/info@crosslanguage. co. jp
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一 一
中国語 ・韓国語の最新翻訳エンジンを搭載 した企業内翻訳サーバ

「The翻 訳 ⑭エ ン タ ー プ ラ イ ズV16」

東 芝 ソリューシ ョン株 式会 社

 東芝 ソリューション株式会社は、翻訳精度を向上

した中国語 ・韓国語の最新翻訳エンジンを搭載 し、

さらに翻訳の業務効率を高める機能 も充実 したサ

ーバ型翻訳 ソフ トウェア 「The翻訳エンタープライ

ズV16」 を発売 しました。

1.The翻 訳エンタープライズとは

The翻 訳エンタープライズは、クライアン トからブ

ラウザを介 して翻訳を実行することができる機械

翻訳システムです。

○翻訳環境の共有で均質な翻訳を提供

 辞書データや翻訳に使用され る設定をすべてサ

 ーバ上で一元管理 し、利用者全体に均質な翻訳結

 果を提供 します。

○ブラウザ、メールで翻訳要求

 クライアン トにプログラムイ ンス トールが不要

 で、ライセンス管理 も容易です。

○情報漏洩 リスクを軽減

 イン トラネ ット内にサーバを構築 し、情報漏洩 リ

 スクを軽減 します。

○大量文書の高速翻訳

 マルチCPUを 使用した並列処理が可能です。

〈翻訳対象言語 〉

・英語←〉日本語

・中国語(簡 体字、繁体字)⇔ 日本語

・韓国語⇔ 日本語

・ フ ア イ ル 翻 訳:

テ キ ス ト、Microsoft●Word/Microsoft●Exce1/

PowerPoint●, PDF, HTML, XML, SGMI,

〈翻 訳 方 法 〉

・ブ ラ ウザ 、Microsoft●Officeに 組 み 込 ん だ ツー

 ル ボ タ ンか らの 翻 訳

・ブ ラ ウザ 画 面 か ら翻 訳

・メー ル に よ り翻 訳 原 文 送 信

・CGIを 利 用 した 外部 プ ロ グ ラム か らの 翻訳

・Ajaxイ ン ター フ ェー ス を 用 い た 外 部 プ ロ グ ラ ム

 か らの 翻 訳

・APIに よる外 部 プ ロ グラ ム か らの 翻訳

2.新 バ ー ジ ョンの 強 化 点

 The翻 訳 エ ン タ ー プ ライ ズV16は 、 当社 従 来 商 品

と比 較 して 、中 日/日 中翻 訳 、韓 日/日 韓 翻 訳 の 精 度

を 向 上 し ま し た(中 日翻 訳 12%向 上 、 韓 日翻 訳

25%向 上(*1))。 専 門用 語 辞 書 の 分 野 増 強 な どに よ

り、 辞 書 知 識 を 強 化(中 日/日 中 173万 語 、韓 日/

日韓 155万 語)し 、韓 国 語翻 訳 で は 、 当社 独 特 の

技 術 で あ る統 計 的 訳 語 選 択 の 知 識 を強 化 しま した。

 翻 訳 エ ン ジ ンの 高 速 化 も行 ない 、翻 訳 サ ー バ と し

て の パ フォ ー マ ンス を向 上 しま した 。前バ ー ジ ョン

で は、 韓 日/日 韓 翻 訳 の機 能 に 一 部 制 限 が あ りま し

た が 、ホ ー ムペ ー ジ翻 訳 や フ ァ イル 翻 訳(*2)も 行

え る よ うに しま した 。

〈 主 な機 能 〉

・ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳

・テ キ ス ト翻 訳

・メ ール 翻 訳

3.韓 日翻訳エンジンの統計的訳語選択技術

 韓国語 と日本語は語順が非常に類似 しているた

め、英日翻訳や中日翻訳のような原文から訳文への

大きな構造変換は必要ありません。韓国語の語順を

可能な限 り利用 して 日本語に変換 します。一方、韓
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国語を表記するハングルは表音文字であ り、表意文

字の日本語に翻訳する場合、同音(同 綴)異 義語が

非常に多いという特徴があります。したがって、訳

語選択の技術が韓 日翻訳の精度を左右 します。

 統計的訳語選択技術は、翻訳対象の文書に関連 し

た文書集合から、単語の並びに関する統計情報であ

る言語モデルを学習 し、これに基づいて、複数の候

補から最適な訳語を選択するものです。学習対象の

文書集合を特許文書 とすることで、特許文書の翻訳

に適 した訳語選択も可能になりました。

4.そ の他 の 特長

4.1翻 訳 支 援 ツ ー ル の デ フ ァ ク トス タ ン ダ ー ド

「SDL Trados Studio」(*3)と の連 携

 The翻 訳 エ ン ター プ ラ イ ズ の プ ラ グ イ ンを 追 加

す る と、SDL Trados Studioの 画 面 上 に 、 The翻 訳

の訳 文 を 自動 で挿 入 す る こ とが で き 、訳 文 作 成 の手

間 を さ らに 軽 減 で きま す 。SDL MultiTerm(用 語

DB)とThe翻 訳 エ ン ター プ ライ ズ のユ ー ザ 辞 書

は 、 デ ー タ の 相 互 利 用 が 可 能 で す 。 ま た 、SDL

Trados Studioの 翻 訳 メモ リをThe翻 訳 エ ン ター プ

ラ イ ズ で利 用 す る こ と もで きま す 。

 なお 、SDL'IYados StudioとThe翻 訳 エ ン ター

プ ラ イ ズ との デ ー タ相 互利 用 は 、英 日1日 英翻 訳 の

み で 可能 です 。

4.2他 シ ステ ムへ の 翻 訳機 能 の 組 み 込 み

①APIを 用 い た連 携

 The翻 訳 の ライ ブ ラ リ(CIJava)を 使 用 して 、

業 務 プ ロ グ ラ ムか ら直 接翻 訳機 能 を コー ル し、翻 訳

結 果 を得 る こ とが で きます 。

・対 象 は テ キ ス ト翻 訳 とフ ァイ ル翻 訳

・CやJavaで 作 成 され るプ ロ グ ラム で の 翻 訳 実 行

に有 効

②Webサ ー ビス を用 い た連 携

 Webサ ー ビスイ ン ター フ ェー ス に デ ー タ送 信 す る

こ とで 、 翻 訳 結 果 を得 る こ とが で き ます 。

・対 象 は テ キ ス ト翻 訳

・Webサ ー ビス ク ラ イ ア ン トでの 翻 訳 実 行 に有 効

〈 ラ イセ ン ス 体 系 〉

・CPUラ イ セ ン ス(利 用 者 数 無 制 限)

・ユ ー ザ ラ イ セ ン ス(最 小5ユ ー ザ)

〈 動 作 環 境>

HW:PCサ ー バ

  (The翻 訳 エ ン タ ー プ ラ イ ズ 使 用 分 と し て)

  メ モ リ:384MB以 上(韓 日/日 韓1.5GB以 上)

  デ ィ ス ク:2.OGB以 上

  (他 の 作 業 領 域 と し て2GB以 上 を 推 奨)

OS:【Windows版 】

  日本 語Windows●Server 2003(32ビ ッ ト版)

  /2008(32ビ ッ ト版 ・64ビ ッ ト版)

  【Linux版 】

  Red Hat Enterprise Linux 5.7^-5.9, 6.1^-

  6.4, CentOS 5.7^-5.9, 6.1^-6.4

*1 特 許 文書 の翻 訳 精 度 をBLEUス コア で機 械 評価

  した も の(当 社 調 べ)

*2Linux環 境 で の フ ァイ ル 翻 訳 は行 え ませ ん 。

*3SDL Trados StudioはSDL社 の翻 訳 ソ フ トウ ェ

  ア です 。

■ 製 品 情 報

 「The翻 訳 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ホ ー ム ペ ー ジ 」

 http://mt-server. toshiba-sol.co. jp/

・本 内容 は予 告 な く変 更 す る場 合 が あ ります 。

・The翻 訳 は 、 東 芝 ソ リュ ー シ ョン株 式 会 社 の 商標

 で す 。

・Microsoft 、Windows、PowerPointは 、米 国Microsoft

Corporationの 米 国 及 び そ の他 の 国 にお け る 登録

 商 標 ま た は 商 標 で す 。

・Javaは 、 Oracle Corporation及 び そ の 子 会 社 、

 関 連 会 社 の 米 国 及 び そ の他 の 国 に お け る 登 録 商

 標 で す 。

・本 文 中 の製 品名 称 はそ れ ぞ れ 各 社 が 商標 と して使

 用 して い る場 合 が あ りま す 。
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一

            AAMT機械翻訳文テストセットに基づく

            日中機械翻訳の自動評価サイト作成報         止
         口

機械翻訳課題調査委員会 ワーキンググループ1

1. はじめに

 アジア太平洋機会翻訳協会の機械翻訳課題調査委員

会(以 下、AAMT調 査委員会)で は、機械翻訳システ

ムの翻訳品質を評価す る方法として 「テス トセット評

価」に着目し、機械翻訳システムの評価のためのテス ト

セットを作成 してきた。2011年 度には日中機械翻訳シ

ステムを対象 とした基本文テス トセ ットを作成 し、

AAMTホ ームページからのダウンロー ドを可能とした。

2012年 度以降はテス トセッ ト評価の自動化について検

討を進め、この度、Webブ ラウザ上で手軽にテス トセ

ッ ト評価を実行できる自動評価サイ トをAAMTホ ーム

ページで公開できる運びとなった。本稿では、テス トセ

ッ ト評価の概要と他の評価手法との関係について述べ

た後、テス トセ ット評価に基づ く自動評価サイ トの構成、

使い方等について紹介を行 う。

2. テス トセッ ト評価とは

テス トセッ トとは、翻訳言語対毎に整備 した原文、参

照訳(正 解)の 対と、それぞれの文対に付与した設問か

らなるデータの集合を指す。

表1テ ス トセ ッ トの サ ン プル

に対して 「テス トセッ ト評価」では、あるエンジンの翻

訳結果が他 と比べてどこが優れて(劣 って)い るのかと

い う種類の定性的な情報も得ることができる。

たとえば表1の 設問の解答が"no"で あった場合、そ

のシステムは助動詞に関わる品詞選択が適切にされな

い可能性があることを評価者が知ることができる。この

種の情報は、特に翻訳システムの研究開発者にとって有

益といえる。

3, 他の評価方法との関係

 図1は 人間による主観評価 と従来型 自動評価との比較

において、テス トセ ット評価の位置づけを示 したもので

ある。

コスト大

      ..懸 纒 撚 欝

テストセット自動評価

蟻
謀

麟
㈱

難
駕

謝

羅

、

講
斗

濠

蓮

、
戯

原文

参照訳(正解)

設問

The trash can was thrown away.

ごみのカンは捨てられた。
"can"が 「カ ン!缶 」 の よ うに名 詞 で 訳

され て い ま す か?

機械翻訳文の品質評価については、これまでにも多く

の方法が提案 されてきた。実際に用いられている方法

としては、正確性や流暢性の観点で人間が評価する主

観評価と、参照訳(正 解)と 機械翻訳文の類似性を数値

化することで評価を行 う自動評価に大別されるが、ど

ちらの方法も評価結果は文単位あるいは ドキュメン ト

の単位で品質が数値化されるだけのものである。これ

図1 評価手法の比較

人間主観評価は、人間が一文ずつ機械翻訳文を読んで

評価 を行 うことから非常に大きなコス トがかかる。これ

に対 してBLEU等 に代表され る従来自動評価は、参照

訳(正 解)を 用意するだけで評価は自動的にやってくれ

る。テス トセ ット評価は、参照訳に加えて設問作成を行

う必要があ り、コス ト的には人間主観評価 と従来自動評

価の中間に位置すると考えられる。

 テス トセッ トの各設問回答について "yes"を1点 、
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"
no"を0点 とみ な し、テ ス トセ ッ ト全 体 の 平 均 を 計算

す る こ とに よっ て 、テ ス トセ ッ ト評価 の 結 果 を 数値 化 す

る こ とが で き る。 この よ うに して算 出 した評 価 値 は 、人

間 に よ る 主観 評 価 値 との間 に高 い相 関が あ り、従 来 自動

評価 値 と主観 評 価 値 との相 関 と比 較 して も遜 色 の ない

もの で あ る。

4. 自動 評 価 サ イ トの 作 成

AAMT調 査 委 員 会 で は 、日中機 械 翻 訳 シ ス テ ム の評 価

用 にAAMT機 械 翻 訳 文 テ ス トセ ッ トお よび 自動 評 価 プ

ログ ラ ム をサ ー バ 上 に配 置 し、Webブ ラ ウザ 上 で 中 日

機 械 翻 訳 評 価 が行 え るサ イ トを作 成 した 。評 価 用 テ ス ト

セ ッ トは251文 で あ る。

設 問評 価 の 自動 化 は 、図2に 示 す よ うに機 械 翻 訳 文 と

の文 字 列 マ ッチ ン グに 基 づ い て"yes","no"を 判 定 して

い る。 同義 語 につ い て も考 慮 され て い る。

評価対象の 日中エンジンを用いて原文をすべて中国語

に翻訳する。次に、翻訳結果をWebペ ージ上の領域に

ペース トしてサーバに送信すると、評価結果がブラウザ

上に表示される。テス トセッ トは全部で251文 である

がダウンロー ドされる原文には大量のダミー文を加え

ている。これは、ベンダがテス トセ ットの原文に絞って

品質を上げることを困難にするための対策である。(テ

ス トセッ ト単体でのダウンロー ドは、評価サイ トの公開

に伴い中止とした。)

                 AAMTサ ーバ
      ①テスト文ダウンロード

4つ 撚 資力カー,
     ⑤結果の表示 ④評価勲 予

諺

read a line>

if the line match 1評1肝 房i戸 格1房 害/then

  print"Yes";

else

  print"No';

endif

read a line;

if the line match 1去 叉 奈 西1去 胸 物1去 遊 街1去 遼

商 店1then

  print"Yes";

else

図2 設 問 評 価 の 自動 化 プ ロ グ ラ ム (pseud。 c。de)

図3 評価サイ トの構成 と利用手順

ID:1(Time:2013-OS-2819:40:59+0900)

ValWf:100.0;100.0;100.0;100.0;100.0;89.65;100.0;78.94;95.83;100.0;
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今回作成 した評価用サイ トは下記の特徴を持っている。

 ・世界中のどこからでもWebブ ラウザ上でテス トセ

 ットに基づ く日中翻訳の評価が可能

 ・評価結果は10の 文法項 目(図4の 各軸に対応)別に点

 数表示 される

 ・代表的な日中システム(Webで 公開中の6種)の 平均

値と比較できる

評価サイ トの構成 と利用手順を図3に まとめる。利用者

は、まず、原文(日 本語)を サーバからダウンロー ドし、

図4 評価結果表示例

 評価結果は図4の ように10の 文法項 目別に点数がレ

ーダチャー トで表示され る。評価対象システムと代表シ

ステムの平均とを同時に確認することができる。マウス

カーソルを評価点のプロット上に持っていくと小窓が

開いて数値が表示される。

n



5. おわ りに

 AAMT調 査委員会では、現在、中日基本文テス トセ

ットと中日特許文用テス トセットを作成中であり、

2013年 度末までに今回作成 した評価サイ トの仕組みを

活用 して公開を予定している。
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p,AMT会 員 の ひ ろぼ

 AAMT会 員 の新 た な交 流 の場 をAAMT Journal誌 面 上 で提 供 す るべ くス ター トいた しま した 「AAMT

会 員 のひ ろ ば」、会 員 の皆 さ まの ご助 力 をい た だ きま して 、第 一 回 のNo.41の ス タ ー トか ら第 十 一 回 を 迎 え

る こ とがで き ま した 。 今 号 で は 、 法 人 会 員 一社 か らの ご寄稿 を い た だ い て お ります 。

 独 自 のお 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳 研 究 へ の提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見

をお 寄 せ い た だ きま した。

 AAMT Journalで は今 後 も引 き続 き 、 会員 の皆 さま か らの ご 寄稿 を心 よ りお 待 ち してお ります 。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わせ はAAMT事 務 局(E・mail:AAM7`info@AAMTinfo)ま で 宜 し くお 願 い い た しま す 。

法人会 員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

YAMAGATA INTECH株 式会社/YAMAGATA INTECH Corporation

自 己紹 介

YAMAGATA INTECH株 式 会 社 は 、 YAMAGATA株 式 会 社(創 業1906年)の ドキ ュ メ ン ト制 作 部 門 と し

て1983年 に発 足 し、 今 年30周 年 を迎 え ま した。

「人 に もの をわ か りや す くつ た え る こ と」 をモ ッ トー に 、 マ ニ ュ ア ル ・仕 様 書 とい った テ ク ニ カル ドキ ュ

メ ン トの 制 作 及 び翻 訳 に携 わ っ て ま い りま した。

昨 今 で は マ ニ ュ アル も印刷 物 に 限 らず 、スマ ー トフォ ン とい った 電 子 媒 体 向 けのHTMLマ ニ ュ ア ルや ア プ

リの 電 子 化 も急 速 に 広 が って お り、電 子 コ ンテ ン ツ の企 画 か ら ソ フ トウ ェア 開 発 ま で もが 制 作 業 務 の 一部

とな っ て お りま す。

ま た 、 ソ リュー シ ョン部 門 で は ドキ ュ メ ン トの 制 作 支 援 シ ス テ ム や シ ステ ム 開発(CMS)、 デ ザ イ ン 部 門

で は携 帯 電 話 ・スマ ー トフ ォ ン を は じめ、 各 種 電 子 機 器 のGUI制 作 な ど、 事 業 領 域 は 拡 大 して お りま す。

MT1翻 訳 との かかわ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

私たちは機械翻訳をとても有望な ソリューションの一つと考えています。

しかし、現時点で人力翻訳と比較 した場合、機械翻訳はその正確 さにおいて一歩遅れを取っているといえ

ましょう。そこで弊社では機械翻訳の弱点を補い、利点を最大限に活かすために人力翻訳の下訳として利
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用 す る の で は な く、 正 確 さ よ りも ス ピー ド感 を優 先 す るプ ロ ジ ェ ク トの ソ リュ ー シ ョ ン と して利 用 しま し

た。 今 回 は そ の事 例 を紹 介 させ て 頂 き ます 。

現 在 弊 社 の ヨー ロ ッパ 法 人 で あ るYamagata Europe(在 ベ ル ギー 王 国)は 、 あ るお 客 様 か らの 依 頼 を 受 け

て 、2種 類 の機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トに 取 り組 ん で お ります 。 一 つ 目の プ ロジ ェ ク トは ヨー ロ ッパ 各 国 の 代

理 店 か ら送 られ た 多言 語 の テ キ ス トを12時 間 以 内 に英 語 に翻 訳 す る とい うも の です 。二 つ 目の プ ロ ジェ ク

トは 多 言 語 で の 同 時 チ ャ ッ トサ ー ビス です 。 い ず れ も代 理 店 を含 め た お 客 様 社 内 デ ー タベ ー ス に組 み 込 ま

れ た も の で あ り、社 内 で の使 用 に 限 定 され て い ま す。

12時 間 以 内 の 多 言 語一→英 語 の ス ピー ド翻 訳 を実 現 す るた め には 、毎 日現 地 代 理 店 のデ ー タベ ー スに 入 って

くる保 証 要 求 に 関す る情 報 の 流れ をYamagata Europeで 管 理 す る必 要 が あ りま した 。 入 って く る情 報 は

Yamagata Europeで 英 語 に機 械 翻 訳 され 、 ウェ ブ ・サ ー ビス を使 っ て お 客様 に 転 送 され ま す。 そ の結 果 、

QAエ ン ジ ニ ア は 有意 義 な フ ィ ー ドバ ック を最 適 な タ イ ミン グ で受 け られ る こ とに な りま す。

二つ目のプロジェク ト、同時チャッ トサービスの実現は、まさに機械翻訳に最適な案件で した。各国代理

店と技術サポー トセンター本部間の技術的なチャッ トセッションの即時翻訳が不可欠であり、11ヶ 国語か

ら英語への翻訳を2秒 以内に終えなければならないという要求の達成は人力翻訳では不可能だったためで

す。

このプロジェク トにおいて、お客様からは 「90%の わか りやすさ」を要求されていました。 しかし、この

数字を機械翻訳だけで達成するのは困難だったため、機械翻訳の精度を上げるためには原文の簡潔さが重

要であることをエンジニアたちに説明 し、 トレーニングを行いました。その結果、エンジニアたちは機械

翻訳に適 したライティングを徐々に身につけていき、翻訳品質も向上 していったのです。

機 械 翻 訳 の普 及 に よっ て 、 翻 訳 業 界 に も新 た な ビジネ ス チ ャン ス が 生 ま れ て くる はず です 。 我 々 は機 械 翻

訳 を 「翻 訳 」 とい うこ とだ け で と ら え る の で は な く、 この 技術 を 活 か して 新 た な 「ソ リュ ー シ ョン 」 を 生

み 出 して い こ う と考 え てお ります 。

YAMAGATA INTECH株 式会社 翻訳ビジネス部 部長 古河 師武

AAMTへ の要望

弊社は本年度より本協会へ加盟させて頂きました新米でございます。宜 しくお願い申し上げます。

協会の皆様から学ばせて頂くことが多々あると思います。機械翻訳のみならず、翻訳品質向上に向けて色々

と情報共有させて頂ける機会が増えることを常に願ってお ります。今後とも宜 しくお願い申し上げます。
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一
「AAMT長 尾賞学生奨励賞」の新設について

アジア太平洋機械翻訳協会会長

     中岩浩巳

 アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)の 初代会長の長尾真先生が2005年 日本国際賞を受賞されましたが、

同賞の賞金の一部をAAMTの 活動に資するようにとAAMTに ご寄付くださいました。 これを受けて、

AAMTで は、機械翻訳システムの実用化の促進および実用化のための研究開発に貢献 した個人あるいはグ

ループを表彰の対象としたAAMT長 尾賞を設け、2006年 より11の グループ・個人が受賞されてきました。

機械翻訳の発展に長年取り組んでこられた長尾真先生の機械翻訳への熱い思いを、次世代を担 う学生諸君に

伝 え、将来の機械翻訳の発展に資する研究を見出 し、もって学生諸君の奮起を促すことを趣 旨として、長尾

真先生から頂いた寄付を原資 として運営するAAMT長 尾賞学生奨励賞を新設いたすこととし、 AAMT第

23回 通常総会において承認されま した。AAMT長 尾賞学生奨励賞の応募要領等の詳細につきま しては、

AAMT Forum等 を通 じてご案内いたす予定です。賞の趣 旨をご理解いただき、多くの方の応募をお待ちし

ております。

名称:   AAMT長 尾賞学生奨励賞

審査体制: 「AAMT長 尾賞学生奨励賞審査委員会」により審査を行います。

応募期間 二 総会の2ヶ 月以上前までとします。

賞状及び賞品 受賞者には賞状 と賞品(図 書カー ド1万 円分)を 贈呈 します。

応募条件: ・受賞対象者は応募論文執筆時点で学生であること。

      ・受賞対象者あるいは受賞対象者の指導教員はAAMT会 員であること。

        (会員期間は応募時期(前 年度)と 受賞時期とします)

      ・受賞対象者は過去にAAMT長 尾賞学生奨励賞を受賞 していないこと。

      ・応募者は受賞対象者あるいは受賞対象者の指導教官であること。

      ・応募者は受賞対象者が主筆者として執筆 した論文を提出すること。

応募方法: 応募条件を満たす受賞対象者に関して、以下をAAMT事 務局に提出すること。

       「応募用紙」、「応募論文」

応募論文: 未発表、もしくは募集開始 日か ら過去3年 以内に発表した論文(卒 業論文、学

      位論文を含む)か つ、AAMT長 尾賞学生奨励賞に未応募の論文

受賞論文の取 り扱い:AAMT長 尾賞学生奨励賞を受賞した論文の概要文をAAMTジ ャーナ

      ルに掲載 します。受賞者にはAAMTジ ャーナル掲載用の概要文を作成して頂きます。
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AAMT長 尾賞学生奨励賞規約

第1条

長尾博士による 「2005年 日本国際賞」受賞を記念 し、アジア太平洋機械翻訳協会(以 下 「AAMT」 と略す)

は、機械翻訳研究に携わる優秀な研究者 と判断 される当協会個人会員 もしくは当協会個人会員の研究室に所属

する個人に対して、年次総会において賞を授与する。賞の名称は 「AAMT長 尾賞学生奨励賞」とする。

第2条

AAMTは 、受賞者の公正な選考のために 「AAMT長 尾賞学生奨励賞審査委員会」を設置することができる。

AAMT会 長は3～5名の委員を任命し、その うち1名が委員長を務めるものとする。

第3条

応募者は総会の2ヶ 月以上前までに長尾賞学生奨励賞委員会に提出することができる。

第4条

委員長は、本規約の運用にあたって細則を定めることができる。

「AAMT長 尾賞学生奨励賞」規約運用細則

授賞対象について次の通 り定める。

(1)賞 状 と賞品(図 書カー ド1万円分)を 授与する。

(2)受 賞対象者は応募論文執筆時点で学生であること。

  2.受 賞対象者あるいは受賞対象者の指導教員はAAMT会 員であること。

   (会員期間は応募時期(前 年度)と 受賞時期 とする)

  3.受 賞対象者は過去にAAMT長 尾賞学生奨励賞を受賞していないこと。

  4.応 募者は受賞対象者あるいは受賞対象者の指導教官であること。

  5.応 募者は受賞対象者が主筆者 として執筆した論文を提出すること。

(3)応 募論文は、未発表、もしくは募集開始 日から過去3年 以内に発表した論文(卒 業論文、学位論文を含む)

かつ、AAMT長 尾賞学生奨励賞に未応募の論文 とする。

2.受 賞者は受賞論文の概要文を作成 し、AAMTジ ャーナルへ寄稿すること。
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第23回 通常総会および関連行事の報告

AAMT事 務局

 当協会の第23回 通常総会が2013年6月19日(水)13時 よ り・ホテル アジュール竹芝に

て開催 されま した。総会後、各委員会からの報告会、講演会、そ して第8回AAMT長 尾賞授

与式 と受賞者 による記念講演会が盛況の うちに行われま した。

第23回 通 常総 会

 1.開 会の辞

 2.会 長挨拶        NTTメ デ ィアインテ リジェンス研究所 ・中岩浩巳

 3.ご 来賓挨拶

 4.出 席会員の確認

 5.議 案

     第1号 議案 2012年 度事業報告(案) 第2号 議案 2012年 度決算報告(案)

     第3号 議案 2013年 度事業計画(案) 第4号 議案 2013年 度収支予算(案)

     第5号 議案 長尾賞の規約の改定について(案)に ついて(案)

     第6号 議案 長尾賞学生奨励賞の新設 について(案)

     その他 ・会員提案事項

 6.閉 会の辞

報 告 会

開会挨拶    会長

  1.機 械翻訳課題調査委員会

  2.AAMTIJapio特 許翻訳研 究会

  3.イ ンターネ ッ トワーキンググループ

  4.編 集委員会

中岩浩 巳(NTTメ デ ィアインテ リジェンス研究所)

委員長  長瀬 友樹

副委員長 梶 博行

リーダー 富士 秀

委員   小谷克則

((株)富士通研究所)

(静岡大学)

((株)富士通研究所)

(関西外国語大学)

講演会

・言葉の壁 を越 えたコ ミュニケー シ ョンの実現に向けて

             那須和徳氏(NTTド コモ サー ビス&ソ リュー シ ョン開発部)

・ソフ トウェアローカ リゼーションにおけるMT活 用 と業界間断層

             古 田京子 ・菊池邦明氏(CA Technologies)
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第8回AAMT長 尾賞授与式 ・記念講演会

受賞者:株 式会社バオバブ代表取締役社長 相良美織

受 賞 理 由:

 対訳 コーパ スを使 う翻訳支援技術の下,「 クラウ ドソーシング翻訳」のためのプラッ トフ

ォームを構築 し,そ の上に外国人留学生 を中心 とした翻訳 コミュニテ ィを形成 し,廉 価な人

手翻訳を提供す るビジネ スを立 ち上げ,ネ ッ ト通販会社,IT関 連会社,大 学な どで利用実

績を上げていることが認め られ ることか ら,機 械翻訳技術 を活か したインターネ ッ ト時代の

新たなMTビ ジネスを切 り開いた点で長尾賞にふ さわ しい.

選 考 委 員 長:飯 田 仁(東 京工科大学)

選 考 委 員  Key-Sun Ch・i(韓国KAIST)  宇津呂 武仁(筑 波大学)

      永田昌明(日 本電信電話株式会社)

推 薦 者  :安 達 久博(株 式会社サン ・フ レア)

同意 人  :袋 谷丈夫(株 式会社ATR-Trek)

授賞式

 懇親 会

 本会後の懇親会は、多数の参加者 にお集 りいただき、学識経験者、研究者、翻訳家等、幅

広い分野の方々が活発な意見交換 を行い有意義な交流の場 とな りま した。ご参加誠に有難 う

ございま した。
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                協会活動報告

              (2013年4月 ～2013年8月)

第23回 通 常 総 会

2013年6月19日

    第1号 議案 2012年 度事業報告(案)  第2号 議案 2012年 度決算報告(案)

    第3号 議案 2013年 度事業計画(案)  第4号 議案 2013年 度収支予算(案)

    第5号 議案 長尾賞の規約の改定について (案)

    第6号 議案  長尾賞学生奨励賞の新設について(案)

    その他 ・会員提案事項

報告会

2013年6月19日

    ①機械翻訳課題調査委員会    ②AAMTIJapio特 許翻訳研究会

    ③インターネ ッ トWG     ④編集委員会

講演会

○講演:

・言葉の壁を越えたコミュニケーシ ョンの実現に向けて

                那須和徳氏(NTTド コモ サービス&ソ リューション開発部)

・ソフ トウェアローカ リゼーションにおけるMT活 用 と業界間断層

                古田京子 ・菊池邦明氏(CA Technologies)

第8回AAMT長 尾賞受賞式 ・記念講演会

受 賞 者:株 式 会 社 バ オ バ ブ   代 表 取 締 役 社 長 相 良美 織

受 賞 理 由:

対訳 コーパ スを使 う翻訳支援技術の下,「 クラウ ドソー シング翻訳」のためのプラッ トフォーム

を構築 し,そ の上に外国人留学生を中心 とした翻訳 コミュニティを形成 し,廉 価な人手翻訳 を提

供す るビジネスを立ち上げ,ネ ッ ト通販会社,IT関 連会社,大 学な どで利用実績 を上げているこ

とが認め られ ることか ら,機 械翻訳技術を活か したイ ンターネ ッ ト時代の新たなMTビ ジネスを

切 り開いた点で長尾賞にふ さわ しい.

  懇 親 会

2013年6月19日 ホテル ア ジュール竹 芝21階 フレンチ レス トラン 『ベイサイ ド』
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決算理事会

2013年6月19日

    第1号 議案 2012年 度事業報告(案)  第2号 議案 2012年 度決算報告(案)

    第3号 議案 2013年 度 事業計画(案)  第4号 議案 2013年 度収支予算(案)

    第5号 議案 長尾賞の規約の改定について(案)

    第6号 議案 長尾賞学生奨励賞の新設 について(案)

    その他 ・会員提案事項

機械翻訳課題調査委員会

2013年4月12日(2013年 度 第1回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 各WGの 活動にっいて(各WGに 分かれて議論)

    ③ 活動内容の報告(各WGか ら)

    ④ 活動内容 についての議論

    ⑤ ま とめと次回委員会について

2013年5月17日(2013年 度 第2回)

    ① 前回委員会の議事録 の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③ 活動内容の報告(各WGか ら)

    ④ 活動内容についての議論

    ⑤ ま とめと次回委員会について

2013年6月28日(2013年 度 第3回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③ 活動 内容の報告(各WGか ら)

    ④ 活動 内容 についての議論

    ⑤ ま とめと次回委員会について

2013年8月2日(2013年 度 第4回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③ 活動内容の報告(各WGか ら)

    ④ 活動 内容 についての議論

    ⑤ まとめと次回委員会について
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インターネ ッ トWG

    ①AAMT Forumメ ールマガジンのコンテンツ作成 ・配信業務の、課題調査委員会への

     移管作業

    ② 新AAMTホ ームペー ジ公開に向けた更新体制の立ち上げ

    ③ 他委員会のAAMTホ ームペー ジ利用に関す るサポー ト

    ④AAMTホ ームページの更新

    ⑤ その他 、事務局ネ ッ トワー クのインフラ管理全般

編 集 委 員 会

2013年6月25日(2013年 度 第1回)

  ①AAMT J・uma1 N・.54の 記 事 の 執 筆 依 頼 計 画 に つ い て

  ②AAMT J。uma1 N。.54の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て

AAMT/Jap i o特 許翻 訳 研究会

AAMTIJapio特 許 翻訳研 究 会 拡 大 評価 部会

2013年5月10日(金)(2013年 度 第1回)

1

2

3

4

5

6

7

8

新 年度 の ご挨拶 ・紹 介(委 員 長 、委員 、Japio)

新 事 務局 か らの ご挨 拶

平成24年 度納 品報告(事 務 局)

報告 書寄稿 内容 説 明(各 著者)

拡 大 評価 部会 関連(江 原 先生)

Workshop関 連 お よびMT Summit関 連

AAMT総 会 関連

次回 の開催 につ い て

・ 開催 の 日時(場 所)

・ 主な議題

2013年6月7日(金)(2013年 度 第2回)

1.前 回議 事録 の確 認

2.WSに つい て(JPO, EPO, KIPO, KIPIな どの状況)

3.投 稿状 況(綱 川 先生)

4.AAMT総 会関 連
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5.次 回の 開催 につ い て

 ・ 開催 の 日時案(7月26日(金 曜 日)18:00～20:00)

 ・ 主 な議 題

2013年7月19日(金)(2013年 度 第3回)

1.前 回議事 録 の確認

2.各 機 関/委 員 の25年 度研 究 計画(各 委員)

3.拡 大 評価 部 会活 動計 画(江 原 委員)

4.第5回 特 許翻 訳 ワー ク シ ョッププ ログ ラム(横 山副委 員長)

5.NTCIR10 Patent Translation Task報 告(後 藤 委 員)

6. 「分 野別 ユ ーザ 辞書 と市販 ル ール ベ ー ス機 械翻 訳 」 につい て(Japio)

7.事 務 局 か ら銀行 口座 開設 のお願 い

8.次 回の 開催 につ い て

 ・ 開催 の 日時案(10月4日(金 曜 日)18:00～20:00)

 ・ 主 な議題

AAMTIJapio特 許 翻訳 研究 会 拡 大評価 部会

2013年5月10日(金)(2013年 度 第1回)

1.新 年度 の ご挨拶 ・紹介(委 員長 、委 員 、Japio)

2.新 事務 局 か らの ご挨拶

3. 自動評 価

4.人 手評 価

5.テ ス トセ ッ ト

6.そ の他

・5th Workshop on Patent Translation (研 究 会 主 催)

2013年9月2日(月)Acropolis Conference Centre, Nice, France

 (MT Summit Xr▽ 併 設Workshopと し て 開 催)
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一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル54号 をお 送 り します 。

今号の巻頭言は、 日本翻訳連盟(JTF)東 郁男 代表理事 ・会長より、御寄稿を頂きました。

また、今号が会員の皆様のお手元に届 くその少 し後、来 る11月27日(水)に 、AAMTも 後援をします第23回

JTF翻 訳祭が開催されます。 日本翻訳連盟(JTF)翻 訳祭企画実行委員会の担当の方からは、この第23回JTF翻

訳祭のお知らせをご寄稿いただきました。

一 方
、AAMTの 活 動 と して は 、今 号 に先 立 ち ま して、2013年6月 に開 催 され ま した 総 会 にお きま して 、 NTT

ドコモ の 那 須 和 徳 氏 な らび にCA Technologiesの 菊 池 邦 明 氏 、 古 田京 子 氏 よ り貴 重 な御 講 演 を賜 りま した が 、今

号 にお きま して は 、御 講 演 内容 に っ い て の 貴 重 な御 寄稿 を頂 き ま した。

 あ わ せ て 、 第8回 のAAMT長 尾 賞 の 選 考 結 果 を 受 け ま して 、 受 賞 者 で あ る株 式 会 社 バ オ バ ブ の 相 良 美 織 社 長 よ

り、 受 賞 理 由 とな っ た 「Crowd and Computer Translation Collaboration at Baobab」 に つ い て の紹 介 記 事 を ご

寄 稿 して い た だ き ま した。

 また、今年の総会におきまして、AAMT長 尾賞学生奨励賞の新設が承認されたことを受けまして、中岩浩巳会

長より同賞の紹介記事をご寄稿いただきました。

 プ ロジ ェ ク ト報 告 と して 、NTCIR-10特 許 翻 訳 タス クの 国 内 主 催 者 で あ るNICTの 後 藤 功 雄 氏 、隅 田英 一 郎 氏 、

な らび に 、海 外 か らの 主 催 者 メ ンバ ー の 方 々 よ り、NTCIR-10特 許 翻 訳 タ ス ク にお け る評 価 結 果 概 要 につ い て ご

寄稿 頂 く と とも に 、海 外 参 加 チ ー ム か ら1件 の ご寄 稿 を い た だ き ま した。 ま た、 山形 大 学 横 山晶 一 先 生 、静 岡大

学 梶 博 行 先 生 、愛 媛 大 学 二 宮崇 先 生 よ り、第14回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ トお よび 第5回 特 許 翻 訳 ワー ク シ ョ ップへ の参

加 報 告 を ご寄 稿 い た だ きま した。そ の 他 、海 外 か らの レポー トを1件 、国 内か らの 研 究 報 告 、レポ ー トを 計4件 、

そ れ ぞ れ ご寄 稿 い た だ きま した。

AAMT内 の活動報告 として、機械翻訳課題調査委員会から、 「AAMT機 械翻訳文テス トセッ トに基づく日中機

械翻訳の自動評価サイ ト」の作成報告をご寄稿頂きました。

その他、 「AAMT会 員のひろば」の企画におきましては、法人会員の紹介文1件 を掲載 しました。
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AAMT
Asia-Pa面c Association for Machine Translation

AAMT入 会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をは じめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催な ど幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧めします。

               **AAMT会 員 の特 典**

1.AAMT Journalの 購読がで きます 。

会員には、機 関誌であ るAAMT Journal(年2～3回 発刊 予定)が 送付 され ます。購 読料 は年会費 に

含まれています。

2.機械翻訳関連の最新情報 をメー ルでお届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新の機 会翻訳関連の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新 サー ビスの紹介 、国際会議、シンポジ ウムのお知 らせ、 WEBで のMT関 連記事の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織 する委員会や調査活 動に参加 し、機械翻訳 や翻訳に関心の ある方 との交流 を深め、

知見を広め ることがで きます 。

機械 翻訳に関す る言語資料の調査、広報、標 準化活動に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製品、サー ビスの紹介 を行 うことがで きます。

4.関 連機関の主催す る国際会議 に参加 で きます。

IAMTの 主催 で隔年開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議や

ワー クシ ョップ に参加で きます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association for Machine Translation

年会費は以下の通 りです 。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年 会費  5,000円(学 生 は学生会費1,000円)

ご関心の ある方 は、事 務局までお問 い合わせ くだ さい。

アジア太平洋機械翻訳 協会(AAMT)

ホー ムペー ジ:http:〃www. aamt.info

電子 メール:aamt・infb@aamt.info



            AAMT
    A8ia・Pac遁c Association fbr Machine Translation

          入 会 申込 書

以下の通 り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致 します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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